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   プロローグ

  

  　僕に言わせれば人間というのはかなりもろい生き物だ。

  　頸けい動どう脈みやくをきちんと絞めれば、人間は一〇秒前後で意識を失う。たったの一〇秒だ。上う手まくいけばほんの六、七秒。絞め続ければ四分で呼吸機能は停止し、脳に大ダメージを与えてほぼ再起不能にできる。

  　刃物を使う場合。血管の通っていない場所をいくら切っても相手は立っていることがある。つまり、致命傷にはなっていない。致命傷にするには、大だい腿たい部ぶや腹部の動脈を切らなければダメだ。平均的な成人男性の総血液量は五リットル。そのうち二割を出血すると、かなりの確率でショック状態に陥おちいる。あとはずっとこっちの攻撃。どこを切るのも刺すのも思いのままだ。やがて総出血量が四割から五割に達したところで人間はほぼ確実に死ぬ。

  　腹部を思い切り突き刺せば、まず間違いなく相手に致命傷を与えることができる。そうなったら周囲は血の海で、さらに臓ぞう物もつの臭においが漂う。ぱっくり口を開けた腸はらわたからはマジで糞ふん便べんの臭いがする。──やったことがあるから知っているんだ。

  　ええと、そうだ。

  　もろい生き物の話。

  　僕は人間のどこがもろくて、どうやれば死ぬかを熟知している。殺し方を知っているということは、どうやれば殺されないかを知っているということだ。どうしても避けられない攻撃は、なるべく重要な血管から遠い場所で受ける。切られたら、意識があるうちに素早く逃げて止し血けつする。

  　僕は一七歳だ。帝国の歩兵学校ＳＯＩ──スクール・オブ・インファントリー──に一二歳で入って、一五歳で卒業。卒業と同時に国防騎士団ＯＮＤに実戦配備。最年少の突入要員になった。一五歳から一七歳になるまでの間に、たぶん……一か月に三度は出動があり、そのたびに三、四人は殺してきたから……一〇〇人は殺してきたんじゃないかと思う。任務によっては一人も殺していないことや、逆に一度に一〇人近く殺したこともあるから、正確な人数はわからない。

  　僕は殺しの才に恵まれた一七歳だ。

  

  　じゃあ、そろそろ本題に入ろう。

  　僕の物語が始まる。

  　僕と彼女のロマンスと、暴力と、そしてストロベリー共和国リパブリツクの物語だ。



  


   第一章　剣と魔法の特殊部隊
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  「こんな話を知ってるか?」

  　と相棒バデイが訊きいてきて、僕が知っていたためしはない。僕はゆっくりと首を左右に振った。彼は同じ小こ咄ばなしを二度したことがない。面白くて愉ゆ快かいな話ばかりだ。

  「あるところに三人の囚しゆう人じんがいた」彼の小咄が始まる。「三人の囚人は、裁判官を兼ねる将軍の前で最後の命いのち乞ごいをすることになった」

  　僕は「そして?」と先を促す。

  「一人目の囚人は女で歌手だった。歌手はこう命乞いした。『私は歌に自信があります。もし命が助かったら、これからも歌い続けて人々の心を癒いやします』と。歌手はその場で釈放された。

  　二人目の囚人は男で怪力の持ち主だった。鉱山で意地悪な現場監督を殴なぐり殺しちまったんだ。怪力の男はこう命乞いした。『私は力に自信があります。もし命が助かったら、あなたの軍に入って戦いくさで手柄をたててみせましょう』と。こいつもその場で釈放された。

  　三人目の囚人も男で、色事師だった。金をもらって女を抱いて、喜ばせる仕事だ。色事師はこう命乞いした。『私の女性を喜ばせる技術は一流です。どんな女性も一晩で虜とりこになる。そんな私を殺せばたくさんの女性が嘆なげき悲しむことでしょう。将軍の奥さんに聞いてみてください。彼女は絶対に私を殺すべきではないと言うはずです』と。三人目の間抜けな色事師はその場で首をはねられた」

  　くだらない。だけど僕は笑ってしまった。

  「たまには『オーディン』も話をしてくれよ」

  　オーディン、は僕の暗号名だ。任務中は基本的にこの名前で呼ばれる。もうずっとずっと大昔の神話に出てくる神様の名前らしい。

  　神様の名前なんて絶対に嫌いやだと僕は上官に申し出たが、結局変更されることはなかった。「人が嫌がることをやる」のが、僕たちの隊長のやり方だ。

  　オーディンと僕には一つ大きな共通点がある。それが決め手になった。

  　ちなみに僕の本名はリョウトだ。

  　リョウト・アマザキ。

  　メイトリア帝国領内では珍しい名前で、祖先は東の海に位置する島国の出身らしい。

  「僕には、小咄のネタがないよ」

  　僕は相棒バデイの『スプライト』に向かって言った。これも暗号名だ。おしゃべりで慌あわただしくて動きが素早いのが小妖精スプライトにそっくりだからそう名付けられた。

  「別に笑える小咄じゃなくていいんだよ。たとえば、この前の休きゆう暇かで何やったとかさ」

  「この前の休きゆう暇かか……」

  　僕は思い出す。

  「……首飾りを作ってた」

  「妹さんに送ったのか」

  「うん。妹はキラキラしたものが好きなんだ」

  　大きな宝石を加工する際にくずの石が出る。加工くず、あるいはくず石と呼ばれるものだ。それ自体はほとんど商品にならないので、僕の安月給でも楽に買える。ガラス玉や川原で拾ったきれいな石にくず石をちりばめて、それっぽく仕上げてアクセサリとして家に送る。

  　僕は手先が器用だ。アクセサリを作るのも、敵の急所に刃物を突き刺すのも思いのまま。

  　遠く離れた山地の小さな村で母と妹が暮らしている。貧しい村の貧しい母と病弱な妹。そんな話をすると、たいていの人間は「リョウトが兵士になったのは家族のためではないか」と考えるらしい。それは完全に間違いではないが、正解というわけでもない。

  　貧しい家に生まれようが、世界一の大金持ちの家に生まれようが、たぶん僕は兵士になっていただろう。

  

  　僕とスプライトは、貧民街スラムの宿屋を監視していた。

  　メイトリアの帝都ノアは、大きく四つの街区ブロツクに分けることができる。

  　宮殿や官庁舎が集まった中央区。中心部から少し外れた場所に存在する広場から、放射状に広がっていく商業区。隙すき間まを埋めるようにびっしりと三階建てから四階建ての集合住宅が並ぶ住宅街区。中央区、商業区、住宅街はぐるりと頑がん丈じような城じよう壁へきによって囲まれているが、貧民街スラム区だけは別だ。

  　ノアに入ることを許可されなかった難民たちが、城壁の外で勝手に暮らし始めたのが貧民街スラムの始まりだった。外周に沿って無数のあばら屋が建ち並び、政府が対策を講じる前に貧民街スラムには定期市も立つようになって、手がつけられないほど大きく成長してしまった。

  　城壁の内側で暮らす人口が二〇万人であるのに対して、外の貧民街スラム人口は一〇万人だ。こうなるともう強制退去させるのも一苦労であり、仕方なく政府は貧民街スラムの人々も帝都の住民だと認めるしかなかった。正当な理由さえあれば、貧民街スラムから城壁の内側に入ることが許可されるようになったのだ。

  　そして、五日前。商業区の大通りで事件が起きた。

  　ドワーフの自爆テロだ。

  　密ひそかに帝都ノアに潜入していたドワーフ族のテロリストが、星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクで作成された爆発物を体に巻いて、劇場から出てきた客や仕事を終えた職人たちで混雑する大通りに出た。そのドワーフの男は、爆発物をマントのようなもので隠していたらしい。一番人が多い場所で爆発物を起爆させて、半径二〇メートルが爆風の被害にあい、破片は半径八〇メートルの範囲内に飛び散った。

  　死亡者およそ一五〇人、重傷者二〇〇人。そのうち衛兵はたったの三人で、ほとんどは一般の市民だった。帝都でテロによる死亡者が出たのは初めてのことだった。

  　そして、ドワーフ民族解放戦線Dwarf National Liberation Front（通称ＤＮＬＦ）が犯行声明を出したのが事件発生から三時間後。各地で自分たちの正当性を主張する文書を一いつ斉せいにばらまくというやり方だ。

  　ドワーフ族は身長は低いが肉体は頑健で、山地での生活を好み、男女問わず豊かで濃いひげが生える。この種族は生まれながらにして採さい掘くつや土木作業に関する天性の才覚を持ち、たとえば鉱山なら人間の倍以上の速度で掘り進むことができる。

  　ドワーフ族の性格は頑固で排他的だ。誇り高く、傲ごう慢まんな人間の支配下に入ることをよしとしない。しかし全面戦争の結果ドワーフたちの国は敗北し、現在は植民地であり、祖国解放のためにＤＮＬＦのようなテロ組織が生まれた。

  　僕が所属する国防騎士団Order of National Defense（通称ＯＮＤ）の事件捜査課がつかんだ情報によると、自爆テロの実行犯にあたるドワーフの男は、帝都に潜入するために三時間おきにひげをそっていたらしい。ひげはドワーフのプライドの象徴であり、そこまでするとはにわかに信じられないことだった。

  　そして、事件捜査課に賞金目当ての密告タレコミがあったのが三日前。

  　貧民街スラム北側の宿屋に、武装した怪しいドワーフが数人出入りしているという。もちろんすべてのドワーフが敵というわけではないので──人間を相手に商売するドワーフや、人間の職場で働くものもいる──それだけで判断するのは危険だったが、とりあえず監視をつけておいて損はないだろうと僕たちが派は遣けんされることになった。

  　僕たち──国防騎士団ＯＮＤ、特殊作戦群ＳＯＧの強襲部隊チーム２トウーだ。

  　国防騎士団ＯＮＤはメイトリア帝国で最も伝統のある軍事組織であり、その中でもＳＯＧには特に優すぐれた人材が集められる。

  　ＳＯＧはありとあらゆる対テロ作戦に指揮の権限を持ち、戦時下では敵地への潜入工作や重要人物の暗殺も行おこなう。

  　僕はそんな精鋭部隊の、一番危険な部署に配属されている。

  　強襲部隊チーム２のメンバーは五人。

  　この僕オーディン。

  　相棒バデイのスプライト。

  　他の三人は現在別の場所で待機中。

  　僕とスプライトは、貧民街スラムの串くし焼やき屋台でずっと店員のふりをしている。金を支払って、この屋台の持ち主に協力してもらったのだ。牛肉に香こう辛しん料りようをかけて強火で焼くだけの仕事なので、僕たちでもすぐに慣れることができた。

  　牛肉といっても、城内の精肉店から安値で仕入れたくず肉だ。いわゆる切り落としや骨格周辺の細こま切ぎれ肉を串に固めて、回しながら炭火で調理する。最近、僕はくずばかり集めている。ちまちまとした作業は嫌いではない。むしろ僕自身が何かにつけちまちまとしている。

  　今までの監視の結果、宿屋には二人のドワーフが宿泊していることがわかった。どちらも宝石商だという。隊長はタレコミに信しん憑ぴよう性せいありとみて、恐らく宿屋で仲間と合流するつもりだと予想し──そうなったらあとは暴力の出番となる。

  　貧民街スラムにはいつもすえたような臭においが漂っているが、屋台には鼻び腔こうの粘ねん膜まくを刺激する香こう辛しん料りようの香りが染しみついているので気にならない。城内はレンガや石造りの家ばかりだが、貧民街スラムはみすぼらしい木造家屋の集合体だ。迷路のように入り組んだ建物が作り出す狭苦しい街路には、路上生活者や病気で倒れた貧しい老人たちがあふれている。僕も、軍隊に入ることができなかったら確実に貧民街スラムの人間なので、妙な気分だ。

  　僕とスプライトは屋台に「準備中」の札をかけて、串くし焼きの道具を洗ったり木炭の用意をしたりしているが、恐らく今日はこのまま開店することはない。もう日は暮れて、夕飯時だ。近所の人間が「いつになったら開店するんだ!」と怒鳴ってくる。僕は「すみません、肉の到着が遅れてまして」と適当な嘘うそを返しておく。

  　やがて監視対象である宿屋に、鉱山労働者風の身なりをしたドワーフが二人、護衛の傭よう兵へい五人を連れて入っていった。問題は、ドワーフのうち一人が「ひげ」をそっていたことだ。危あやうく人間の少年と見間違えるところだった。

  　ドワーフの護衛が一目で傭兵だとわかったのは、彼らが外套コートの下に鎧よろいを着込んでいるのが見えたから。うろこ状の装甲を組み合わせた、スケール・アーマーだった。防御力はそれほどでもないが、動きやすく目立ちにくい。

  　僕は目立たないように屋台の陰に身を屈かがめた。上着の懐ふところから遠えん隔かく通信装置を取り出して、耳と喉のどに装着する。この装置も、星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクによって制作されたものだ。耳には豆粒のような受話器をはめ、喉には平べったい貝かい殻がらのような発声器をはりつける。それだけで、同じ装置を身につけた離れた場所にいる相手と会話が可能になるのだ。作るのに手間がかかり材料も高価なので数が少なく、特殊部隊や小隊長以上にしか支給されていない。

  　僕は、遠隔通信装置でチーム２の隊長に報告を入れた。

  「ひげをそったドワーフと、傭兵五人です。ドワーフは、前から泊まっている一人を加えて合計三人。武装は確認できませんでしたが、外套コートの下に鎧を身につけていました」

  　チーム２の隊長は暗号名『サテュロス』。

  　山に住む半獣半人の奇妙な生き物の名前をとったものだ。

  　隊長は、軍に入る前からあだ名がサテュロスだったらしい。理由は簡単で、サテュロスという生き物は大酒飲みで美女が大好きだ。その点が、隊長と同じだった。

  『傭兵の種族は?』

  　サテュロスの声が返ってきた。

  「人間です」

  『金があるな』

  　とサテュロス。人間はドワーフの足元を見る。雇やとうのには金がかかるからだ。

  「もともとＤＮＬＦには資金力がありますから」

  　僕は言った。ドワーフは固い岩盤を破り、崩れにくい坑道を構築する技術を持っている。彼らが採さい掘くつする鉄やスズ、金銀宝石類は高値で取引される。その一部がテロの資金源だ。

  『他の強力なテロ組織と連係したという噂うわさもあるしな』

  「……しかし、いくらひげをそったとはいえ、前回の自爆テロ以降城門の警備はいつもよりずっと厳重になっています。あんな怪しい連中が入るのは不可能に近い。やりますかね?」

  『やるさ』

  　サテュロスは断言した。

  『別に、城門で自爆してもいいんだ。警備が厳重になっているということは、城門に詰めている兵士の数も増えているということだ。一般市民よりも兵士をたくさん殺したほうがテロの効果はあがる。もしかしたら、そっちのほうが本命かもしれないぞ』

  　さすが、サテュロスはいつも冴さえている。そう言われれば僕もそんな気がしてきた。

  　サテュロスは強襲部隊チーム２の隊長であり、国防騎士団ＯＮＤの副団長でもある。階級は大たい佐さだ。たった四人の部下しか率ひきいていないのに階級がこんなに高いのには理由がある。チーム２は特別なのだ。

  『よし、全員再集結地点ＯＲＰに集合。突入準備』
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  　再合流地点は、監視対象の宿屋から少し離れた路地裏だった。どぶねずみが駆け回り、路上生活者たちが寝転がっているが気にしない。

  　そこに、チーム２の仲間である『シタデル』と『カトブレパス』がいた。

  　城塞シタデルはその暗号名が示す通り、体がでかい。身長二一〇センチ、体重二二〇キロだ。朴ぼく訥とつそうな顔でのんびりとした話し方だが、いざ戦闘が始まれば動きは素早い。隠おん密みつ作戦が多い特殊部隊には不向きな目立つ体格だが、それを補って余りある特技を彼は持っている。

  　シタデルが外套コートを脱ぎ捨てると、下にはすでに鎧よろいを着込んでいた。分厚い胸きよう甲こうつきのバフ・コート──もみ革の上着──に、鋼鉄製のこてとすね当てを組み合わせている。

  　もう一人のカトブレパスは若い女性だ。

  　男っぽい性格で髪は短く、南方の出身なので肌が浅黒い。笑うと白い歯がのぞいて輝いて見える。

  　防具は、基本的にはシタデルと同じものだ。胸甲つきバフ・コートにこてとすね当て、ＳＯＧ強襲部隊の制式装備一式。ただ、女性兵士用に多少のアレンジがきかせてあるので、引き締まった腹ふつ筋きんやお尻しりがのぞくこともある。

  「遠えん隔かく通信装置をつけてるカトブレパスから聞いた。敵はドワーフ三人に人間の傭よう兵へい五人だってな」

  　そう言って、シタデルは背負っていた大きな布袋から自分の愛用武器を取りだした。

  　シタデルは右手に鎚メイス矛を、左手に棘スパイクがついた盾たてを構えた。メイスは、先端が太くなった鋼鉄の棍こん棒ぼうだ。大型のメイスは長さ一メートルを超えるものもあるが、シタデルが使うのは全長七〇センチ。

  　体格が大きいから大きな武器を振り回せばいいと思う人間もいるかもしれないが、それは間違いだ。同じ筋力なら、大型武器よりも普通サイズの武器のほうが素早く加速させることができる。

  　武器の威力は重さよりも速度が重要だ。

  「合計八人。俺たちの相手をするにはちょっと少ないな」

  　自信満々の口調でカトブレパスが言った。

  　彼女の武器は長さ六〇センチの手斧ハンド・アツクスだ。そして左手には小さな盾。腰にはベルトを巻いて、予備のハンド・アックスをいくつもぶら下げている。

  「オーディンとスプライトの武器も持ってきたぞう」

  　シタデルの布袋から、僕たちの装備も出てきた。

  　僕とスプライトは屋台で働くための分厚いエプロンを脱ぎ捨てた。バフ・コートと、その上につける胸きよう甲こう。こてとすね当て。すべてを五分以内に身につける。

  　スプライトの武器は短い槍シヨート・スピア。

  　集団戦では長さ三メートル近い長槍パイクが威力を発揮するが、特殊部隊の戦いには必要ない。スプライトのショート・スピアは長さ一・五メートル。このサイズなら屋内でも使えるし、いざとなったら投げてもいい。

  　で、僕は二刀流だ。

  　全長六〇センチのハンティング・ナイフ二本。

  　これを左右の手に一本ずつ構える。

  　右の太ふと腿ももに一本、腰のベルトに二本、予備のナイフを装備。

  「準備ができたみたいだな」

  　と、路地裏に隊長──サテュロスもやってきた。

  　チーム２には女性が二人いる。

  　一人がカトブレパス、もう一人がサテュロスだ。

  　サテュロスは美女と酒が大好きな──美女。

  　濡ぬれているような光こう沢たくのある流りゆう麗れいな黒髪と、削りだしたエメラルドのように鋭く光るまなざしが、彼女が生まれもった気き位ぐらいの高さをうかがわせた。

  　体にぴったりとフィットした黒革の鎧よろいを身につけているので、形のいい乳ち房ぶさや豊かなヒップのラインが美しく際きわ立だっている。上にはやはり外套コートを羽織り、鎧と自分の武器を隠そうとしている。

  　サテュロスも僕と同じでハンティング・ナイフの二刀流で戦う。というか、僕にこのスタイルを仕込んだのは彼女だ。徹底的に鍛きたえられた。

  「宿屋の出入り口は二か所。通りに面した表口と、入り組んだ路地に通じる裏口だ」

  　サテュロスは迷いのない口調で次々と指示を飛ばす。

  「シタデルは表口で待機だ。逃げてくるやつ、二階の窓から通りに飛び降りるようなやつがいたら仕留めろ」

  「了解」

  「裏口は私が押さえておく。表口をシタデルが破ったら、そこからオーディンとスプライトが突入。裏口からはカトブレパスだ。ちなみに、敵が使っている部屋は確か……」

  「二階です。二部屋に分かれて。ただ、一階が食堂になっているのでそこにもいるかも」

  　僕が答えた。屋台で働きながら、ずっとあの宿屋を見張っていたのだ。敵は時々二階の部屋から窓を開けて、外に異状がないか確かめていた。

  「よし」サテュロスが力強くうなずく。「あの宿屋は三階建て。一階を制圧したら、オーディンとスプライトは二階へ。カトブレパスは三階への階段を押さえて待機」

  「了解」

  「交戦規程ＲＯＥはわかってるな?　民間人を殺すな。なるべくなら、敵を二人は生け捕りにすること。反撃が厄やつ介かいならそのときは一人も生け捕りにできなくても仕方ない。一番手はオーディン、遠えん隔かく通信でタイミングを合わせて突入開始」

  　僕たちは動き出す。

  「だってさ。やろうぜ、オーディン」

  　スプライトがそう言って僕の肩を軽く叩たたいた。

  　そうだった。僕の暗号名はオーディンだった。嫌いやで嫌で仕方ないので忘れようとしていた。この暗号名を決めたのがサテュロス。彼女には逆らえない。上官の命令は絶対だ。オーディンは古代の偉大な神で僕は現代のつまらない若者だが、一つだけ共通点がある。

  　──僕もオーディンも隻せき眼がんだ。

  　僕の左目には、長さ一〇センチほどの鋭い刃物傷がある。今はもう傷口は完全にふさがっているので、眼帯はつけていない。

  　左目を失ったときのことは、今でもはっきりと覚えている。目を切られた、というより、顔の左半分が吹き飛んでしまったかのような衝撃だった。そこで命まで失わずにすんだのは僥ぎよう倖こうだったが、それからしばらくは遠近感も変わって、剣術が上達するかどうか不安にもなり、ずいぶんと落ち込んだものだった。

  　軍隊、それも特殊部隊において隻せき眼がんというのは大きなハンディキャップで、上層部には僕のチーム２トウーへの配属を反対したものもいるらしいが、結局僕は望み通りの最前線で戦うことになった。サテュロスが「隻眼ということを考慮したうえでも得え難がたい才能」と僕のことを強く推おしてくれたからだ。

  　僕は狭い視界をものともせず、ＳＯＧの一員として上う手まくやっている。

  　ただ辛つらいのは、左目の場所に刃物傷があるせいで民間人に怖がられることだ。

  　確かに僕は人殺しが仕事で無害な人間とは言い切れないが、何の罪もない人にいきなり暴力をふるったりはしない。

  

  　──さて、いよいよ突入だ。

  　一いつ斉せいに動き出して、僕とスプライトとシタデルは表口へ。

  　女性二人──サテュロスとカトブレパスは裏口。

  　遠えん隔かく通信装置をつけているのは、僕とサテュロスとカトブレパス。

  　通りを早足で横切って宿屋に近づいていくと、貧民街スラムの住民たちから畏い怖ふと侮ぶ蔑べつが入り混じった視線を向けられた。着替えた僕たちが軍の人間であることは明白だった。貧民街スラムの住民は軍隊というより役人全体を憎んでいる。

  　僕たちは表口の前で一度立ち止まった。木製のドアに鍵かぎはかかっていないだろうが、中の敵を驚かせるためにも吹き飛ばすのが一番だと判断する。

  「シタデル、頼む」

  「ああ」

  　僕はドアの右に、スプライトは左側、シタデルは正面に立った。

  　遠隔通信で裏口の二人に「カウントダウン、ゼロで突入します」と告げる。

  「三スリー」

  　僕は両手に一本ずつハンティング・ナイフを構えている。突入前の痺しびれるような緊張感にももう慣れた。

  「二トウー」

  　スプライトの武器はショート・スピアだ。シタデルは扉を破ったらその場で待機。

  「一ワン」

  　シタデルが右足を大きくあげる。

  「〇ゼロ。突入開始」

  　シタデルの巨体から、強烈な前蹴げりが放たれた。ついていた蝶ちよう番つがいが二つ弾はじけ散って、外れたドアがそのまま屋内を転がる。僕とスプライトは同時に突入。互いの死角をカバーしながら、パイを切るようにエリアを区切り、分担して部屋の中を見回す。

  　長いテーブルが置かれた食堂だった。一階のほとんどを占しめる大広間だ。奥がバーカウンターになっている。

  　テーブルには、人間の傭よう兵へいたちが四人ついていた。まさにこれから食事だったようだ。テーブルに料理を運ぼうとしていた宿屋の主人が、僕たちの突入に驚いてたくさんのパンを載のせた大皿を引っくり返した。

  　傭兵たちは立ちあがり、腰にさした剣を抜いて構えようとするがもたついている。

  　普段ならなんでもないことが、実戦で緊迫していると一気に難しくなる。咄とつ嗟さに刀剣を鞘さやから抜くのは、実はそれだけで立派な「技」なのだ。

  　僕は、一番近くにいた敵の腹にハンティング・ナイフを突きこんだ。ずぶり、と肉をえぐる手ごたえ。相手は屋内なのでスケール・アーマーを脱いでいた。着用していたとしても、あの鎧よろいは比較的装甲が薄いので簡単に貫通しただろう。

  　敵の体から、すぐにナイフを抜いた。

  　血のかたまりと腸はらわたの一部がこぼれ落ちる。

  　腹部大動脈を切断していた。これから一分の間におよそ五リットルは出血することになる。こうなったらもう普通は立っていることもできない。あとは死ぬだけだ。

  　スプライトが、別の敵の胸をショート・スピアで突き刺す。

  　刃を水平にすることで、肋ろつ骨こつに当たっても隙すき間まから奥まで滑り込こむようにしている。

  　心臓に当たらなくても、その付近の重要な血管を傷つければ致命傷になる。戦闘で刃物を使うというのは、基本的には「血管を切る」ことがすべてだと断言していい。そして現場は、比ひ喩ゆや誇こ張ちようではなく血の海になる。
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  　スプライトが二人目を倒してくれた。僕は腹を引き裂いた敵を蹴けり倒し（瀕ひん死しで朦もう朧ろうとしている人間相手に少し申し訳ないとは思ったけど、邪じや魔まだったので）、三人目に向かっていく。

  　三人目の敵はやや短めの剣をようやく鞘さやから抜いた。

  　そして切っ先を突き出してくる。

  　僕はその突きを、右のナイフで外側に打ち弾はじいた。ガキン、といい音がした。

  　こうすると、相手の右みぎ脇わき腹ばらがガラ空きになる。

  　右脇腹が見えたなら、狙ねらう場所は一つしかない。肝かん臓ぞうだ。そこに左のナイフを突き刺す。抜く前に少しねじって、確実に敵の臓器を破壊しておく。

  「……っ」

  　僕に刺されたその敵は、口を開けて後方によろめき、尻しり餅もちをついた。声にならない悲鳴をあげたあと、武器を捨てて傷口を手で押さえてのたうちまわる。

  　肝臓を破壊されると、地獄の苦しみだ。あまりの激痛でショック死するものもいる。出血量も多いので、あとは放っておいていい。

  　残った一階の敵は、あと一人。

  　裏口から飛びこんできたカトブレパスが、電でん光こう石せつ火かの勢いでハンド・アックスを四人目の脳天に叩たたきつけた。

  　頭ず蓋がい骨こつを破り、大脳を粉ふん砕さいし、刃は視し床しよう下部まで達する。

  　その圧力で、敵の両目がぽん、と外に数センチ飛び出した。

  　カメレオンのようになっている。

  　やがて顔中の穴という穴から血が流れ出す。

  　滑こつ稽けいだが、死体には違いなかった。

  　これで、まずは四人。

  　料理を準備していた宿屋の主人が逃げていった。主人は武装もしていないようだし、体格も貧相なので放っておく。どうせ表口はシタデルが、裏口はセテュロスがふさいでいる。取り押さえてくれるだろう。

  「一階を制圧。ドワーフが一人もいない」

  　遠えん隔かく通信でサテュロスに報告。

  　僕たちは階段で二階にあがった。

  　カトブレパスは三階へと続く階段の踊り場に待機。下から逃げてこないか、上に敵が潜ひそんでいないか警戒する。

  　僕とスプライトは、二階で一番大きい部屋の前まで移動する。そこに人間の傭よう兵へいが一人、ドワーフのテロリストが三人いるはずだ。

  「オーディンの『光』でいこう」

  　スプライトが小声で提案してきた。

  　僕はうなずいて、すぐに準備を始める。

  　ＳＯＧ強襲部隊チーム２最大の特徴は、全員が星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを使えることだ。魔法が使える戦闘要員──軍ではそれを特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターと呼ぶ。

  　人間は、幽ゆう子しと呼ばれる特殊な物質の透明な層で覆おおわれている。

  　その層が星光アストラル体だ。

  　自分の星光アストラル体をコントロールできるようになれば、地・水・火・風の元げん素そに干かん渉しようし、不思議な現象──つまり魔法──を引き起こすことができる。

  　戦闘に有効な星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを修得できる人間は少ない。むしろ、まったく使えない人間のほうが圧倒的に多いのだ。一人の人間が使える魔法は、多くても五種類程度とされている。好きな魔法を選ぶことはできず、何が身につくかは体質あるいは素質次第。大量破壊系の強力な魔法を修得したら、国家に保護されて贅ぜい沢たくな暮らしが楽しめる。

  　僕が使える星光体アストラル魔法マジツクは三種類。光の魔法、トラップ系の火の魔法、そしてサポート系の魔法。大量破壊系の魔法は一つもないが（もしそんなものが使えるんなら僕はここにはいない）、すべて戦闘の役に立つ。

  　僕は左のナイフを鞘さやに戻した。空あいた手のひらに意識を集中する。

  　すぐに、左の手のひらの上に直径一〇センチ程度の光のボールが生まれた。この光球は仲間たちに「ウィル・オ・ウィスプ」と呼ばれている。墓場で揺れる鬼おに火びのような青白いウィル・オ・ウィスプは、暗い場所で松たい明まつのかわりになるし、僕が念じると一ひと際きわ強烈な光を放って破裂する。

  　迂う闊かつにドアを開けて中に入れば、待ち受けている敵に滅めつ多た切ぎりにされる可能性が高い。そこでスプライトは、槍やりを半回転させて後端の部分──石いし突づきという──でドアを軽く突き、わずかな隙すき間まを作った。

  　僕はその隙間にウィル・オ・ウィスプを放りこみ、自爆させる。

  「!」

  　ほんの一瞬、松明の数十倍という光量が生じた。僕たちはその瞬間だけしっかりと目を閉じていたし、ドアを一枚挟んでいたので視力はいつも通りのままだ。しかし部屋で待ち受けていた敵は目がくらんでいるだろうと期待しつつ、部屋の中へ。

  　人間の傭よう兵へいと三人のドワーフは、小型のクロスボウ──歯車と引き金がついた発射機能つきの弓矢──を構えてドアに向けていた。案の定だった。強烈な光に目をやられて、クロスボウの狙ねらいはあさっての方向にそれている。

  　相手が戦えないうちに、一気にケリをつけたい。僕は左手でナイフを抜くと同時に、右のナイフをドワーフの一人に対して投げた。近い間合いなので、切っ先を敵に向けてなげうつ（遠い間合いの敵には、逆に持って半回転させるようにして投げる）。

  　ビュン、と風を切って眉み間けんに命中。深く食い込んで脳幹を通過し、後頭部からナイフの切っ先がはみ出した。

  　スプライトもショート・スピアを飛ばした。人間の傭よう兵へいの喉のどに直撃し、貫通。そのままスピアは傭兵を串くし刺ざしにしたまま壁に突き刺さった。

  　まるで昆虫標本のようだ。

  　僕は左のナイフも放った。

  　別のドワーフの右肩に炸さく裂れつし、そいつはクロスボウを取り落とす。

  　素手になったドワーフに、スプライトがタックルを仕掛けた。足をとって床に押し倒し、腕をつかんで軽く関節を極きめる。そうやって固定してから、ぐいぐいとさらに下に押しつけて動きを封じる。異種族といっても、体の構造はほとんど変わらない。人間に対して使える技は、たいていドワーフにも使える。

  　スプライトのおかげで、一人は確実に生け捕りにできそうだ。

  　最後のドワーフは、ひげをそった自爆テロの候補者だった。そのドワーフは武器を捨て、くらんだ目を必死にこすりつつ、壁かべ際ぎわに設置された机に向かって手を伸ばした。僕は、机の引き出しに星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクの爆弾が入っているんじゃないかと推測する。

  　僕は右手で予備のハンティング・ナイフを抜いて、ひげをそったドワーフに躍りかかった。一気に間合いを詰めて、肉切り包丁のようにナイフを振り下ろす。

  　骨を断つ「ガッ」という鈍にぶい音がして、ドワーフの手首から先が床に落ちた。手首は人体の中で一番切り落としやすい箇か所しよだ。そこそこの重さがある鋭い刃物で思い切りいけば、一撃で切断できる。皮や筋が残ってぶらさがることもあるが、たいていはすんなり上う手まくいく。

  「ひっ……!」

  　ひげをそったドワーフは、右手を失ったドワーフになった。花か瓶びんを引っくり返したように切断面からボトボトと血が落ちる。

  　僕はそんな彼の鼻先にナイフを突きつけた。

  「悪いけど、動いたら殺すと思う」

  　一応、警告しておいた。作戦完了だ。

  



  
    ３
  


  

  　帝都ノアは城じよう壁へきが二重になっている。

  　貧民街スラムと街を区切る「外壁」と、宮殿や官庁舎が集まった中央区を守るための「内壁」だ。

  　外壁は高さ重視で、内壁は厚さ重視になっている。同じ城壁といっても、それぞれ目的が違うのだ。

  　貧民街スラムで大戦果をあげた僕たちは、現場を帝都の内務省警察に引き継ぎ、警備厳重な外壁を通り抜けて中央区を目指す。返り血を浴びた僕たちは目立つので、装甲板のついた騎士団専用の四頭だて箱馬車を使わせてもらう。

  　帝都内は道路が石畳で舗ほ装そうされているので天国のように馬車の乗り心地がいい。悪路を飛ばす軍用馬車の乗り心地といったら、毎月一人は揺れのせいで舌を噛かんで病院送りになるほどだ。焦あせった新米の兵士が走行中の馬車で剣を抜いて、悪いタイミングでバランスを崩し、ついうっかり同どう僚りように一ひと太た刀ち浴びせたという笑えない事件も報告されている。

  　馬車が、帝都内壁の城門を通過した。大したことはなかった揺れが、中央区に入ってさらに小さなものになる。石畳の質があがったのだ。

  　帝都中央区には皇帝の宮殿があり、首相官邸があり、国会議事堂や議員宿舎や政府主要省庁の本部施設なども存在する。メイトリア帝国の心臓部と言っていい。頭脳と言い直しても構わないわけだが。

  　御ぎよ者しやが馬を停めたので、僕たちは箱型の車両から降りた。そこは国防騎士団ＯＮＤ宿営地内の厩きゆう舎しやで、係の人間に馬車を渡す。馬たちは疲れているので、やけに息いき遣づかいが荒々しかった。厩舎係に一刻も早く水を飲ませてもらおうと尻尾しつぽを振っている。ニンジンや乾ほし草くさ、そして馬ば糞ふんの臭においが漂う厩舎から五分ほど歩くと、国防騎士団ＯＮＤ・特殊作戦群ＳＯＧの兵員宿舎の赤い屋根が見えてくる。巨大な四階建て、すべて石造り。麗うるわしの我が家だ。

  　ＳＯＧの兵員宿舎は夏は暑さがこもり、冬はむき出しの石が寒さを増ぞう幅ふくさせる。あまり人間が暮らすには向いていない──はっきり言って、ラクダとか昆虫にはぴったりだと思う──場所だが、そこで一六〇人が暮らしていて、おまけに僕もその中に含まれている。

  　僕は宿舎の四階にあがった。そこに自分の部屋がある。家具は必要最低限だ。ベッド、デスク、小さな丸いテーブル、椅い子すにもなる長なが持もち（長方形の木箱）、そして装備を保管しておくための大きな棚。

  　中に入って、ベッドの上に作戦用の装備が詰まった布袋を置いた。それから鎧よろいを脱いで、予備を含めて合計六本のハンティング・ナイフはデスクの上に並べる。血や脂あぶらを落として、棚に片付けるのは一休みしてからにしよう。

  「どっかで風呂に入って血を落とさないとな……」

  　独り言をつぶやいてしまった僕は、なんとなく小さな窓から外の風景を眺めた。四階の見晴らしは、まあまあだ。それ以上でも以下でもない。荘そう厳ごん華か麗れいな宮殿や官庁舎は方向が逆なので見えない。しかし、牢ろう獄ごくの高い塔と大事な武器庫、草花が咲き乱れる美しい庭園が視界の枠わくにおさまっているので、まあまあの風景だと自分を納得させることができる。

  「オーディン、風呂に入ろうぜ!」

  　部屋に帰ってくるなり提案してきたのは、相棒バデイのスプライトだった。この部屋の最大の欠点は、個室ではないことだ。静かな時間が欲しいのに、いくら精鋭のＳＯＧ強襲部隊所属とはいえ、国防騎士団ＯＮＤに一人一部屋与える余裕はないという。

  　僕とスプライトは相部屋だ。僕たちは国防騎士団ＯＮＤに所属しているが、騎士ではない。強襲部隊チーム２でちゃんと騎士として国王に叙じよ任にんされているのは隊長のサテュロスだけだ。なにしろ僕たちは騎乗して戦うことがほとんどない。

  　つまり、僕たちは各隊長の従じゆう兵へい──高官の護衛や下働きを担当する兵士のこと──という扱いなのだ。本物の騎士になるには手柄を立て、騎士の叙任を受け、領地あるいは紋章、最低でも軍馬を所有しなければいけない。

  「ここでオーディンと呼ぶのはやめてくれよ、スプライト」

  「わかった。でも、リョウトも俺を暗号名で呼ぶな」

  「そうだね。すまないウーゴ」

  　スプライトの本名は、ウーゴ・バティスタだ。

  

  　帝都ではサイフォンの原理を使った水道路が整備されているので、飲み水はもちろん風呂用の水にも困らない。実戦で働いた強襲部隊のために、薪まきを燃やして熱湯を用意するのは国防Ｏ騎士団ＮＤの新入りの役目だ。若い僕たちよりもさらに若い、ほとんど子供といってもいいような後輩をこき使うのには抵抗があったが、そうしてもらわないと冷水で体を洗うことになり、返り血は落ちにくいし疲れもとれない。

  　僕とウーゴの階級は国防騎士団ＯＮＤ中ちゆう尉い。実はけっこうな立場だったりするので、後輩たちも納得して奉ほう仕ししてくれる。

  　士官学校も貴族の子し弟てい向けの幹部候補生学校も卒業していない僕たちが、この若さで尉い官かんに就ついているというのは異例のことだった。すべては特殊戦闘員としてのスキルと実績のたまものである。──というのはまあ建前の話で。貴族のおぼっちゃまに比べて明らかに「使える」僕たちを、安い報ほう酬しゆうと手厚いとは言い難い待遇で自国につなぎとめておくために、せめてプライドだけはくすぐっておこうという魂こん胆たんが透すけて見えた。

  　宿舎の近くにある風呂場は男女に分かれていて、大部分が木造であり、小さな池のような浴よく槽そうだけが薄い金属でできている。かなりの広さだが、今使っているのは僕とウーゴの二人だけだ。桶おけを使って水をかぶると、黒くかたまった返り血がポロポロと排水溝に向かって流れていった。血のかたまりの他にも、脂し肪ぼうや敵の骨のかけらがお湯によって体から引き剥はがされた。

  　自分の髪の毛にたまった返り血が一番厄やつ介かいだ。しつこくこびりついて痒かゆさのもとになる。石せつ鹸けんを使って強く洗い、果物の汁で臭においを消す。

  　組織のため、国家のために人を殺していくと、心が一枚ずつ鎧よろいのようなものを重ね着していく。目に見えない装甲が、恐怖や緊張感を緩かん和わしてくれるようになる。しかしその装甲は万能のものではなく、心をきつく拘こう束そくし、人間から感情を奪うこともある。感情を失った心はいずれ壊れる。だから最前線の兵士たちは絶えず自問していなければいけない。

  　──僕の心は、いつの間にか壊れていないだろうか?



  


   第二章　国防騎士団
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  　隊長から休みをもらった。

  　そういえばここ数日間ろくに眠っていなかった。特殊作戦群ＳＯＧの任務は腕うでっ節ぷしだけでは務まらない。重要なのは忍耐と集中力だ。ろくに眠らずに何日も監視対象から目を離さない忍耐、どんなに疲れていても戦いが始まればベストの力を発揮する集中力。その二つを高いレベルで維持するには、大手柄をたてたあとくらいゆったりとした休日がなければやっていられない。

  　僕は決めた。ゆっくりしよう。隊長に本を借りて、それを読みながらときどきうたた寝をする。活かつ版ぱん印刷所も増えてきてだいぶ値段が下がってきたとはいっても、本はまだまだ高価な品物だ。自分で買うよりも、高給取りが買った本を貸してもらうほうが効率がいい。僕は、過去の戦記ものや騎士のロマンスの物語が好きだ。そのうち腹が減ったら辛しん気き臭くさい騎士団宿営地を出て、街で何か食べて、今月分の仕送りと一緒に母と妹に何かプレゼントを贈ろう。いい休日になる。

  「よーう、リョウト、ウーゴ!」

  　明るい声とともに、僕たちの部屋のドアが開けられた。すごい勢いだったので、蹴け破られたのかと思った。そして入ってきたのは、同じチームの女性兵士カトブレパスだった。野性味あふれるギラギラとした容よう貌ぼうの彼女は、本名をシナフィという。

  「みんなで遊びに出るぞ、オラ」

  　シナフィがやや恫どう喝かつめいた口調で言った。

  「あいにく、僕には予定が……」

  　そう答えたら、シナフィにいきなり耳をつままれた。「へいへーい、年下に口ごたえは許しませーん」と、彼女はそのまま強く引っ張る。耳を千ち切ぎられると大変そうなので、僕は逆らわないで彼女についていくことにする。いい休日になりそうだったのに。

  「ウーゴは、何か予定が?」

  　というシナフィの獲物を探すような視線を受けて、ウーゴは腰をかがめ、ほとんどもみ手を始めそうな卑ひ屈くつな表情を浮かべた。「もちろん!　予定なんかなんにもありません!　アネさんが行くところなら、遊びでも地じ獄ごくでもどこへでも」

  　ウーゴはいつもこんな感じだ。強いものには逆らわない。彼の媚こび方は極端で、逆にすがすがしいほどだ。

  「今日はただ遊びにいくんじゃねーんだ」

  　シナフィが太い犬けん歯しを光らせて言う。

  「シタデルがいよいよ童どう貞ていを卒業する。みんなでそれを見送るんだよ!」

  「…………」

  　僕とウーゴは顔を見合わせた。たぶん、考えていることは同じか。シタデルが気の毒でならない。シナフィは今日、彼を退屈しのぎのおもちゃにするつもりだ。ろくでもない。彼女が思いつくことは本当にろくでもない。

  

  　シタデルだけは、任務中も休日も同じ名前で呼ばれている。

  　彼の巨体には、「城塞シタデル」以外の名前があまり似合わないのだ。

  　そしてここからが今日の本題。

  　シタデルはＳＯＧの強襲部隊に所属する男で唯ゆい一いつの童どう貞ていだったりする。

  　ちなみに最年少である僕の女性経験は三人。恥ずかしながら、相手はすべてプロフェッショナル──つまり娼しよう婦ふさんたち。他のチームの連中に「素人しろうと童貞」とバカにされることもあるが、それはさておき、シタデルの話だ。

  　シタデルはなぜか娼婦を抱くことを怖がっていて、正しよう真しん正しよう銘めいの童貞だ。かといって好意を抱いだく女性に告白する度胸もなく──戦争に参加したり、テロリストたちの根城に突入するのは平気のくせに──まだキスさえしたことがないという。

  「いいか、シタデル」

  　悪い先輩の見本を地でいくシナフィが、彼の襟えり首くびをつかんで脅おどした。シタデルのほうがずっと背が高いので、中腰のような姿勢になっている。

  「お前は口くち下べ手たで、体がでかすぎて普通の女は恐怖を覚える。どういうことかわかるか?　このままじゃ一生童貞のままかもしれねーぞ」

  「俺はいいよ……そういうのは」

  　シナフィの脅しに屈することなく、シタデルは自分の意思を口にした。「……ほう?」と目を細めるシナフィ。僕たち四人はすでに中央区を守る内壁を抜けて、いかがわしい酒場や娼婦館が集まった風俗街に向かっている。

  「それに、猫の世話で忙しいんだよ」

  　続けてシタデルは言った。彼の猫好きは有名だ。体の大きな彼が可愛かわいがると、どんな猫も子猫に見えてきて、とても微笑ほほえましい光景になる。

  「騎士団の宿営地には係の人間がいるんだから、心配する必要ねぇだろ」

  　シナフィは聞く耳持たず、といった様子だ。

  「そういうんじゃねくて……」

  「ほら、ウーゴもリョウトも言ってやれ」

  「娼婦を抱くと自信がつく」と、ウーゴが力強い口調で言った。シタデルに向かって、意味ありげに握り拳こぶしを見せつける。「そうなると、普通の女を前にしても堂々とした態度がとれるようになる。男として一回り大きくなれるんだ。怖がるようなことじゃないぜ、シタデル」

  　──どうだろうか。僕はウーゴの言葉に内心納得できなかった。

  　何人女を抱いた男だろうと、魅力がないヤツはやっぱり魅力がないままだ。そんなに簡単に一回り大きくなれるんなら苦労はしない。

  「リョウトもそう思う?」

  　シタデルが僕に話を振ってきた。

  「……よくわからないけど」

  　僕は曖あい昧まいな笑みを浮かべて、ウーゴに賛同していないことを暗あんに示した。それから自分の意見を述べる。

  「ハマりすぎない程度に、そういう店をたまに利用するくらいなら悪いことじゃないと思うよ。僕は、娼しよう婦ふを抱いたおかげで、なんとなく『仕組み』がわかった気がした。それだけで十分な成果だった」

  「なんの仕組みが?」

  「お金とか人間とか……そういう世の中の仕組みが、本当にほんのちょっとだけ」

  　上う手まく説明できない。しかし、シタデルには伝わったようだった。

  「……ふうん……リョウトの言い方だと、やってみたくなるなあ……」

  「やるじゃねーか、リョウト。その気にさせるのが上う手まいな!」

  　僕は「はあ」と気のない返事。シナフィに褒ほめられてもあまり嬉うれしくない。

  　まだ午前中なのに風俗街はにぎわっていた。

  　このメイトリア帝国領内では、売春は性別や売る相手にかかわらず合法とされている。そうでなければ、中央区からずいぶん離れているとはいえ、この帝都で風俗街が堂々と営業できるものではない。厳しく取り締まって風俗店に裏で営業されるよりは、法律で認めてきっちり税金を取り立てたほうが効率的という判断からだ。

  　売春は合法でも人身売買や性的な奴ど隷れいの使し役えきは違法なので、たしかに他国と違って性風俗店が犯罪の温おん床しようになることは少ないが、その敷居の低さが風紀の乱れに一役買っている感は否いなめない。売るほうも買うほうもどこか気楽なところがあり、メイトリアの文化が他国に「退たい廃はい的」と言われるゆえんだ。

  　帝都の風俗街は、広場から放射状に広がる商業区の合間に存在している。商店が並んだ通り、繁華街、風俗街、再び商店の通り──そんな四段構えの繰り返しが、大河の奔ほん流りゆうに似た人の流れを生み出している。帝都には有名な風俗街が六か所ほどあり、僕たちが足を運んだのは料金がそこそこ高い優良店が多く、国防騎士団ＯＮＤや陸軍の兵士たちがよく利用する場所だった。

  　僕は自分の俸ほう給きゆうを「安い」と思っているが、それは命をかけた仕事にしては──という話であり、たとえば標準的な農民や市民よりはいくぶんか多くもらっている。しかも国防騎士団ＯＮＤの兵士は住む場所も国から提供されているので、遊びに使う金にも余裕があるのだ。

  「なんで平日の午前中なのにこんなに人がいるのかな」

  　僕は疑問をそのまま口にした。

  「戦争による好景気の影響じゃないかな」シタデルが答えてくれた。戦闘時の彼とは同一人物とは思えない、おっとりとした口調で続ける。「戦争には莫ばく大だいな金がかかる。そのかわり、勝てば相手の国から取り戻したうえに利り益えきが出る。軍は農民から食しよく糧りようを買い、職人や大工たちには戦争に関わる建物や武器の生産を依頼する。そういった職種の休日は不定期で、暇ひまな時期と忙しい時期がはっきり分かれている。小金を持っているうえに、時間を自由に使える人間が増えたんだ」

  　なるほど。僕は静かにうなずいた。

  　古代の戦争はのんきなものだった。兵士たちがそれぞれ持てるだけの食糧を携行し、戦い、敵の兵ひよう糧ろうを奪い、また戦い、最終的な勝利を目指す。もしも途中で食糧が尽きたら、落らく伍ご者を出しながら退却する──。

  　しかし現代の戦争は違う。人口が増え戦争の規模が大きくなったので、戦線を支えるために「兵へい站たん」という概がい念ねんが生まれた。戦場に近い場所に兵糧を備蓄する倉庫や、負傷者を収容するための療りよう養よう所じよが必要になった。さらにより多くの食糧を素早く運ぶため荷馬車用舗ほ装そう道路も整備され、長い戦いには従軍商人や娼しよう婦ふたちも欠かせなかった。仮に一万の軍勢が動いたら、それを支える非戦闘員が二千人から五千人も同行した。

  　戦争に勝てば、政治家や兵士たちはもちろん、兵站に関わったすべての人間がうるおう。好景気がやってくるというわけ。それでも貧民街スラムがなくならないのは、失業者が減っても戦争難民が次々と流入してくるせいだ。

  　我らがメイトリア帝国は、西のヴォルコフ大公国との全面戦争は避けているが、周辺の小国を相手に連戦連勝で破は竹ちくの勢いだった。今は帝都での対テロ戦が主任務になっている僕たちＳＯＧ強襲部隊も、あちこちで暴れまわったものだ。

  「じゃあ、その好景気にのっかって、シタデルは童どう貞てい卒業な!」

  　シナフィが話を下世話な方向に戻した。

  

  　世の中には宮殿に出入りすような高級な娼婦もいるが、ここにいるのは貧乏な市民・農民の妻といった半なかば「兼業」の娼婦たちだ。店によっては男だん娼しようをおき、同性愛者歓迎の看板を掲かかげているところもある。どの店にも、合法売春ならではの軽さが漂っている。

  　帝都内の娼婦館、売春宿は二階建てから三階建ての建物が多い。性を売り物にしている男女が、窓から手を振って媚び態たいをふりまいている。風俗街の通りには濃厚な化粧や香水のにおいが漂い、まだ午前中なのにすでに酔っ払いがいて酒臭い息を吐く。

  「じゃあ、おすすめの店があるからそこに入れ」

  　シナフィが勝手にどんどん話を進めていく。

  「そ、その間、みんなはどうしてるのさ?」

  　シタデルが逃げ道を求めるような顔で言った。

  「俺たちも楽しむに決まってるじゃねえか」

  　と、シナフィ。彼女の「俺たち」には、僕も入っているのだろうか。

  「俺は男だん娼しようを買うから。リョウトとウーゴも適当にすませろ」

  　僕が返事をする前に、ウーゴが「了解!」と敬礼した。

  　彼女は満足げにうなずく。

  「で、終わったら『一いつ角かく鮫ざめ亭てい』に集合な。そこでシタデルにたっぷり感想を話してもらう」

  　風俗街にも酒場がある。普通の酒場は夜に店を開くが、風俗街の酒場は朝に開いて夜に閉まる。メインの客層が娼しよう婦ふや男娼だからだ。

  　シナフィは、シタデルの童どう貞ていなんて本当のところどうでもいいんだろう。娼婦を相手にシタデルが失敗すれば、笑い話のネタが一つ増える。上う手まくいったらいったで「初めての相手が娼婦だなんて情けないヤローだ!」とバカにできる。僕は後者のパターンだった。シナフィの後輩いびりに逃げ道はないのだ。

  　シタデルを、シナフィとウーゴが店に引っ立てていく。

  　僕は、自分も娼婦を買いに行くふりをして繁華街に足を向けた。

  



  
    ２
  


  

  　繁華街で母と妹のためにアクセサリを買い、帝都領内ならどんな辺境でも銀貨や銅貨に交換できる紙し幣へいの束と一緒に小包を作り、郵便局員に預けた。貧しい家への大事な仕送りだ。

  　僕は一応国防騎士団ＯＮＤ精鋭部隊の一員なので、テロ組織の報復対象となる可能性があり、そんなときに家族を巻き込まないよう郵便の送り主の欄らんには偽ぎ名めいを使っている。僕の偽名は子供のころ地元の友人たちが使っていたあだ名なので、母や妹にはすぐわかるが、敵や第三者にはまず知られていない。知っているわけがない。

  　ＳＯＧの人間には、たとえ高官でなくともこれくらいの用心が必要だ。

  　兵士は売春宿を利用する率がとにかく高いが（星光体反射治癒魔法アストラル・リフレクシヨン・ヒーリング・マジツクの発展によって、性病のリスクが軽減したのもその一因らしい）、僕はもう愛のないセックスならもういいやという気分だった。今は、物語で描えがかれるようなロマンスに憧あこがれている。美しい貴婦人を守り、戦場では軍馬を駆る──そう、僕は「本物の」騎士になりたいのかもしれない。

  　僕は繁華街の大通りから横道にそれて、落ち着いた雰ふん囲い気きの宿屋を見つけたのでそこで食事をとることにした。一階の大部屋が、食堂や酒場を兼ねているタイプの宿屋だったのだ。宿泊客でなくとも、金さえ払えば飯が食える。僕の他には、店員も含めて老人しかいない。年よりくさいとよく言われる僕にはぴったりだ。

  　お婆ばあさんが、パンをかごに入れてテーブルまで運んできてくれた。飲み物は酔いにくい果汁の蒸じよう留りゆう酒しゆ。帝都領内ならメインはやはり肉料理。塩、コショウ、にんにく、からしで濃い味付けをした鹿しかの赤身だ。かじると熱々の肉にく汁じゅうがあふれて、にんにくの刺激的な香りが鼻の奥まで突き抜ける。牛肉に比べれば味は落ちるが、普段騎士団宿営地の食堂で出されているベーコンやソーセージよりずっとよかった。鹿の他には、鯨くじら肉の脂あぶら身みで炒いためた野菜類。ゆっくりと食べて時間を潰つぶした。

  　この大陸では一四歳から成人として扱われる。僕の年なら、酒も娼しよう婦ふも問題ない。一〇代前半に結婚するのも珍しくないのだ。

  「そろそろかな……」

  　宿屋の主人に代金を支払って、繁華街の浴場で昼間から一風呂浴びてから、僕は風俗街に戻った。待ち合わせ場所の『一いつ角かく鮫ざめ亭てい』へ。三階建てで、上階は売春宿を兼ねている。甘い果物が腐くさりつつあるようなにおいが常時漂う、ガンガンに焚たかれた大麻の煙が目にしみる店だ。僕はいかにも「一戦終えてまいりやした」という下げ卑びた顔をして席につき、安酒とドライソーセージを注文して仲間を待つ。

  「…………」

  　僕は目立っていた。娼婦や男だん娼しようだけでなく、野獣のように屈強な男たちが店の一角に陣取っている。朝から娼婦を抱いてきたらしい、陸軍の連中だった。やつらが僕に怪け訝げんそうな視線を送ってくる。

  　このメイトリア帝国には二つの主戦力がある。

  　国防騎士団ＯＮＤと帝国陸軍だ。

  　どちらも「国を守る、敵国と戦う」という目的は同じだが、成立過程が異なるため、あまり良好な関係とは言えない。

  　古代、戦闘は小規模なものだった。王と騎士団、そして貴族の家来たちが軍の中心として戦っていた。騎士は重武装で、軍馬を駆り、日頃から戦闘訓練を怠おこたらない、そんじょそこらの農民兵では束になっても勝てない軍事エリートだ。騎士たちの一騎討ちで戦争の決着がつくことすらあった。

  　もちろん、数を増やすために農民や市民の兵隊も集められた。しかし彼らの本業は戦うことではなく、戦争が一段落したらもとの農作業や職場に戻っていった。つまり、賦ふ役えき（労役）としての一時的な軍隊というわけだ。しょせんは最低限の訓練しかしていない民兵部隊なので、騎士団の突撃で簡単に蹴け散ちらすことができる。

  　そして時代が進んで、戦場に変わった連中がくわわった。

  　傭よう兵へい部隊だ。

  　金で雇やとわれて戦う傭兵自体はずっと昔から存在していたが、彼らが徒党を組んで一つの軍隊となったときに価値が急激にあがった。生活費のすべてを戦闘で稼かせぎ出す傭兵たちは、毎日のように集団で訓練をすることができた。きわめて短時間で複雑な陣形を作り、民兵など問題にならないほど素早く行軍する。

  　傭よう兵へい部隊の欠点は、国家に対する忠ちゆう誠せい心しんがないことだ。便利だが、それは敵にとっても同じことであり、より多く金を積んだほうに味方するというのでは危険極まりない。もっと安心して使える大規模な戦力はないのか──。

  　ここで専門家たちが過去の史料を研究・分析した結果、さらに軍事的な革新が起きた。

  　国民徴ちよう兵へい制常備軍構想だ。

  　一時的な賦ふ役えきではなく、一定期間を国民の義務として軍隊で過ごす。徴兵期間が四年間であれば、その間は一切農作業や職人仕事に関わる必要はないので、集団としての戦闘力を訓練で維い持じすることも容よう易いだ。

  　しかも常備軍の整備が進めば、徴兵期間を終えても軍隊を離れない人間が出てくる。そういったベテランの兵士たちは下士官──軍ぐん曹そう、伍ご長ちよう──となり、指揮官の手足として働き、新兵たちを厳しく教育する。これが、陸軍だ。

  　国防騎士団ＯＮＤの指揮官を務めるのは、国王から領地を与えられた封ほう建けん騎士、あるいは月給で雇やとわれている契けい約やく騎士だ。騎士たちの指揮下には、僕たちのような志願兵の従兵団がいる。従兵は本当の騎士ではないが、騎士団の一員には違いないという誇りを持っている。

  　帝国陸軍は自分たちで指揮官を決め、主戦力は徴集兵。陸軍の士官たちは、騎士の戦い方は古臭いとバカにしている。これからの戦争は徴集兵の動員力で決まると豪語してはばからない連中だ。

  （まあ、確かに……）

  　徴兵制による常備軍というのが画期的な存在だというのは僕にも理解できている。

  　ただ人を適当に集めて武器を与えて軍隊にすれば常備軍になるのかというと、そうではない。きちんとした常備軍は金食い虫なので、小国や後進国には維持できないのだ。

  　メイトリア帝国が優すぐれた陸軍を保有するにいたった理由はいくつか存在する。馬にひかせる重量有輪犂すきといった農具の開発が、新種の麦と豆を使った三さん圃ぽ制農業を実現し、国全体の食しよく糧りよう事情を改善したのも、その一つ。

  　少数民族の鉱山技術を吸収することによって、武器防具の大量生産がさらに円滑になったことも、徴兵制をしくためには重要だった。他にも戸こ籍せき制度の整備や、急増する事務仕事や複雑化する作戦を担当する参さん謀ぼう本部の創設など、必要な仕事は多た岐きにわたる。

  　つまり徴兵制常備軍を持つということは、メイトリアが経済力に余裕があり、文化的にも豊かな先進国である証しよう拠こだった。

  　帝国陸軍に栄光あれ。

  　──だからといって、国防騎士団ＯＮＤが連中より下かというとそれはありえない。

  　僕は皇帝に対する忠ちゆう誠せい心や愛国心は薄いかもしれないが、間違いなく騎士団のことは愛している。ありのままの僕を受け入れてくれた組織。命をかけて助け合う仲間たち。俸ほう給きゆうが多少安くても我慢できる。国防騎士団ＯＮＤこそが僕の戦う場所だ。

  　きつい塩味のサラミをかじりながら、そんなとりとめのないことを考えていたら、僕の仲間たち──ＳＯＧ強襲部隊チーム２のメンバー──シナフィ、シタデル、ウーゴの三人がやってきた。シナフィだけがバカみたいに笑いながら。

  「……ちっ」

  　シナフィの笑い声が気に入らなかったらしく、さっきから僕のことを睨にらみつけている陸軍の連中の目つきがさらに険けわしくなり、舌打ちの音さえ聞こえた。僕よりも体の大きい男ばかりが六人。国防騎士団ＯＮＤと帝国陸軍の下したっ端ぱが酒場で殴なぐり合うというのは、このあたりでは事件とも呼べない日常茶飯事に近いことであり、もしかしたらこれからそうなるのかもしれないなと思って僕は内心密ひそかに覚悟を決めた。

  「よう、リョウト!　シタデルが売春宿に入ったぞ!」

  「声が大きいよ、シナフィ」

  「そんなことねーよ、広い店なのに客は少ないし」

  　どうやらシナフィの視界には、陸軍の連中が入っていないらしい。

  「で、結局のところどうだったんだ?　ん?　お姉さんに話してみ?」

  　下世話、という言葉を人間の形にしたら今のシナフィになるのだろう。僕は、彼女のおもちゃになるしかないシタデルに同情する。

  

  「料金は前払いで……シナフィが教えてくれた浴場型の店で……」

  　仕方なく、シタデルは赤面して自分の体験談を語りだした。

  「そういう細かいこたぁいいから、先、先」

  　シナフィが急せかした。せっかちだなあ、もう。

  「で、その、しばらく待合室にいたら……綺き麗れいなお姉さんがやってきて……」

  「キレイだったんだ!　なんだ、当たり引いたんじゃんか」

  　ウーゴがぴゅー、と冷やかしの口笛を吹いた。気楽なものだ。さっきから、僕だけが陸軍の連中を気にしている。

  「綺麗なお姉さんは……いきなりすごくいやらしい下着姿で……でかくて岩みたいな顔した俺にも、笑顔を絶やさない優しそうな人だった」

  　だんだんと調子が出てきたらしい、シタデルの口元がほころんだ。

  　そりゃそうだと、僕は思う。向こうもプロだ。好き嫌いにかかわらず、お客様には笑顔をみせる訓練を積んでいる。僕たちが無表情で人を殺せるのと原理は同じ。

  「その娼しよう婦ふはいい体してた?」とウーゴ。

  「黒い下着から、大きな胸がこぼれ落ちそうだったよ」そのときのことを思い出したのか、シタデルが鼻の下を伸ばして続ける。「腰も細くて、お尻しりは豊かで、黒い布地がキュッと食い込んでて……なんていうか……あれだ……興奮した」

  「盛り上がってきたー!」

  　シナフィは大喜びだ。

  「個別に仕切られた浴場に案内されて、そこで俺も裸になった。綺き麗れいなお姉さんに服を脱がされるなんて初めてだったから……もう、変な気分だよ。夢を見ているみたいに現実感がなかった。それから何が始まるかはわかっているのに、それが信じられない感じ」

  「あー、俺も初めて利用したときはそうだったかも」とウーゴがうなずいて、シナフィは鼻息を荒くして「それでそれで……!?」と話の先を促うながした。なんというか、好色なのだ。シナフィは。こういう話が楽しくて楽しくてたまらないといった様子。

  　しかし──。

  「そこまでだよ……」

  　急に老けこんだような表情で、シタデルがため息まじりにそう言った。シナフィが求めた話の先は存在しなかった。

  　ウーゴが「……はあ?」と拍ひよう子し抜けした顔になった。

  「だから、そこで終わり」シタデルは情けない声を発して、背中を丸め、両肩をがっくりと落とす。「すごく楽しかったんだけど、裸で触ってくる綺麗なお姉さんを相手に緊張しすぎて、本格的に始まる前に……その……ドカンといって。あとは、ずっとふにゃふにゃで、向こうも困ったみたいに少し笑ってた」

  　束つかの間まの静せい寂じやくが訪れた。やがて「ぶひゃひゃ!」と大声をあげて、シナフィとウーゴが腹を抱かかえて大笑する。

  「そうかそうか!　童どう貞てい卒業は失敗したわけだな!」

  　と、シナフィがシタデルの背中をばんばん叩たたいた。

  「大声で言うなよ恥ずかしい……!」

  「シタデルは深く傷ついていたんだな……うんうん」シナフィは腕を組み、なぜか満足げに何度も深くうなずいた。「あとはもうフニャチンか……うはは!」

  「そんなに笑うなんてよくないよ、まったく」

  　僕は、そう言わずにはいられなかった。軍隊において、こういった下品な話題で盛り上がるのはよくあることだが、今回はちょっとやりすぎているような気がする。

  　シタデルが、僕の近くに寄ってきて「ありがとう、リョウト。君だけが俺の味方だ」と大げさに喜んだ。ほとんど、嬉うれし涙を流しそうな勢いだった。するとウーゴがすかさず「バカ、俺たちだって味方だよお前の」などと調子のいいことを口にした。

  「仕方ねえな。童貞捨てるのに失敗したシタデルくんのためにお姉さんが一肌脱いであげようか?　ん?」

  　シナフィが、シタデルに顔を近づけていった。彼女の猫のような目が、艶あでやかに細められる。よく見るとまつげが長く、顔立ちも整っている。突然、成熟した女の匂いを漂わせ始めたチームメイトに、シタデルは傍はたから見ていても明らかなほど動揺した。

  「ひ、一肌脱ぐって……どういうこと?」

  「俺が、してあげようかって言ってんの。シタデルのぶっとい筆おろしをさ」

  　と、シナフィは湿った声でささやく。

  「……え?」

  　シタデルがごくりと生なま唾つばをのみこんだ。任務も訓練も入っていない休日のシナフィの私服は、いかにも年頃の女性らしい、流は行やりの丈たけの短いワンピースだった。引き締まった脚線美を惜しげもなくさらしている。胸元が大きく開いていて、覗のぞきこめばあっさりと下着が見えそうだ。シナフィは、普段からこういった危なっかしい格好で過ごすことが多い。

  　シナフィは意味ありげにシタデルに体を寄せて、彼の太ふと腿ももに自分の長い脚を軽くからませ、豊かな胸を押しつけるようにした。血圧が上がりすぎて死ぬんじゃないかと僕が心配になるほど、シタデルは赤面し、呼吸を乱している。

  　そしてシナフィのしなやかな指がシタデルの股こ間かんに向かって伸びていき──。

  「バーカ!　一瞬本気にしたなコノヤロー!」

  　そこで、流れが元に戻った。シナフィは再び大笑し、シタデルの鼻先をぴっと指で弾はじいた。ひどいからかいかただが、ここまでくると逆に愛あい嬌きようがあった。シタデルも怒るわけではなく、とうとうつられて笑いだした。

  「ひどいよう、もう!」

  　からかったり、たまに口論を交わしながらも、命がけの現場で作り上げた僕たちのチームワークは不思議なほど揺るがない。よくわからないまま、昔からの友人のように通じ合っている。人付き合いが苦手で、やや口数が少ない僕でも、なんとなくこの輪に加わることができた。よくできた特殊部隊とはこういうものらしい。

  「おい、お前」

  　そして和を崩そうとするのは、いつだって外部の人間だ。とうとう、僕が恐れていた事態が起きた。陸軍の連中が、全員で近づいてきたのだ。

  「やるならそんなデカブツじゃなく、俺の相手をしてくれねえかな」

  　命知らずの大男が、いきなりそんな無礼な言葉をシナフィにぶつけた。

  「陸軍アーミーの連中か」

  「国防騎士団ＯＮＤがこのあたりでデカいツラできると思うなよ」

  「なんだと……コノ野郎」

  　と、まずシナフィが立ち上がる。

  　──こういう展開になると、僕にはずっと前からわかっていた。

  　あとは、どう考えても乱闘は避けられないし、乱闘になったからといってそれほど怒られるわけでもない。何人か半殺しにするくらいでは内務省の憲けん兵ぺい隊たいも動かない。休日といえども僕たちは護身用のナイフや短剣を所持しているが、さすがに人死にや重傷者を出すとあとで大問題になるので（殺人傷しよう害がい罪だ）使わないでおく。

  　相手は六人。こちらは四人。

  　──どう考えても楽勝だった。

  

  　同じ兵士といっても、国防騎士団ＯＮＤ・特戦群ＳＯＧと陸軍では訓練の内容がまったく違う。僕たちは一人一人の戦闘能力を高める訓練を、陸軍は集団として戦うための訓練を繰り返している。陸軍の場合は規則正しく行進し、素早く陣形を組み、状況に合わせて陣形を変更し、全員が一いつ斉せいに同じ動きをするのが重要なのだ。

  　ＳＯＧ、その中でも強襲部隊の任務は変わっている。たとえば、敵の施設を隠おん密みつ裏りに制圧する任務、あるいは少数で敵の大部隊を足止めする任務など──。隊員の一人一人がそれぞれの得意分野を発揮しないと絶対に達成不可能なものばかりだ。

  　陸軍では、素手の格闘技についてはほとんど訓練しない。修得に時間がかかるわりには、実戦で役立つ機会は少ないからだ。逆にＳＯＧでは、任務によって素手での殺しが欠かせないことがあるので、徹底的にやる。

  　軍隊格闘技を「やっている」人間と「やっていない」人間とでは、明確な差が出る。まず、拳こぶしの硬さからして違う。普通の人間、普通の兵士は、朝から何百発も木の杭くいにパンチを叩たたきこんだりはしない。戦えばわかる。ベテランのシェフと、ろくに卵も割れない人間の料理がまったく味が違うのと同じだ。

  

  　最初に動いたのは、もちろんシナフィだった。街でケンカを買うのはいつも彼女だ。いきなり、ついさっきまで話していた相手のみぞおちに鋭い蹴けりを打ち込んで、身体を折らせてから、髪の毛をつかんで顔面に膝ひざ蹴げりを一発。ＳＯＧの特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターは、たとえ女性でも侮あなどってはいけない。性別や体格に関係なく、ちゃんとした訓練と経験を積めば誰でも人間凶器になるチャンスはあるのだ。

  　シナフィの膝蹴りで相手の前歯が砕け散り、唇くちびるが大きく切れて鮮血が飛び散った。食らった男は顔面を両手で押さえて、後方によろめいてから尻しり餅もちをつく。ふがふがと男がうめき声をあげるたびに、口から赤い泡がこぼれる。

  　シタデルも立ち上がった。童どう貞てい卒業を失敗して八つ当たり気味に敵をつかんで、足で払いながら身体全体で巻き込むように投げた。巨体でも、技は素早かった。投げられた男はテーブルに激突した。テーブルの板が割れ、脚が折れ、背中を強したたかに打った男は残ざん骸がいに埋もれて動けなくなる。

  　ウーゴも、近くにいる敵の鼻を狙ねらって殴なぐった。体全体で踏み込みながら、硬い拳で鼻び骨こつをへし折る。鼻の骨は、指の骨と同じくらい折りやすい。鍛きたえた拳こぶしなら、一発で鼻血を溢あふれさせることができる。

  　僕は掌てのひらの底を使った。掌しよう底てい打だだ。これで敵の顎あごを打ち抜く。

  　掌底打の当て方には二種類ある。フック気味に横から当てるのと、アッパー気味に下から打ち上げるやり方だ。今回僕が繰り出したのは、フックの掌底打。顎の先端に当てて、関節ごと横にずらす感じ。威力を貫通させるためには、思い切りよく振り抜くのが重要だ。

  　これで、陸軍の兵士が四人が倒れた。残った二人は、大おお慌あわてで逃げ出していった。そいつらをシナフィが追いかけて、その背中に次々と蹴けりを入れる。

  「話になんねーな陸軍アーミーの連中!」

  　シナフィが「がはは」と豪快に笑う。

  「楽しそうだなあ」

  　遠くで暴力を振るう彼女を眺めつつ、僕はしみじみとつぶやいた。

  「お前は楽しくないのかよ」

  　と、隣にいるウーゴに言われた。

  　生き真ま面じ目めなことに、シタデルは後片付けを始めている。

  「もちろん、楽しいよ」僕は苦笑まじりに答える。「でも、シナフィほど楽しんでいるかと言われれば……そこまでじゃない気がして」

  「ふうん……相変わらずリョウトはなんかややこしいな」

  「ウーゴは今日は楽しかった?　娼しよう婦ふを抱いたんだろ?」

  　そう言ったら、ウーゴが「ああ、うん……」と曖あい昧まいに語尾を濁にごらせたので、僕は「あれ?」と思って彼の次の言葉を待った。

  「実は、抱いてない。娼婦に有り金を全部渡して、何もせずに出てきた」

  　びっくりした。

  「……どうして?」

  「戦争未み亡ぼう人じんの娼婦だったんだ。それはちょっと、な」

  　僕は「ああ」と納得して、それ以上は何も言わなかった。ウーゴはそういう男だ。

  　彼の母も戦争未亡人だ。女手一つでウーゴを育てた。だからウーゴは戦争未亡人のうえ生活に困こん窮きゆうした娼婦は抱けない。ただのお調子ものの兵隊ではない。母親思いで、妙なところで気前がいい、同じ部屋で寝泊まりする僕の相棒バデイ。

  　シタデルは女性に弱く、不器用で話はなし下べ手ただが、彼はたくさんの妹や弟を流は行やり病やまいで死んだ親にかわって育てている。家に帰れば、幼い子供たちに昔話を語って聞かせるいい兄貴だ。しかも、戦闘の際には本当に頼りになる。一歩も引かないまさに城塞シタデル。

  　シナフィはいたずら好きのひどい女だが、ああ見えて面倒見はいいし、どんなに悲ひ惨さんな戦場でも絶対に仲間を見捨てない。彼女がこの強襲部隊に配属される前、空くう挺てい軍団時代、傷ついた仲間を背負って敵中一五キロを突破した戦いは今でも語りぐさだ。彼女は南方の少数民族の出身であり、その土地は貧しく、なんの特産物もない。若い男女は兵士か娼しよう婦ふくらいしか職業の選択肢がないような地域に生まれた。しかし彼女は自みずからの一族に誇りを持ち、こうして最前線で命を危険にさらしている。

  　──僕の大切な仲間たちだ。

  　国防騎士団特殊作戦群ＯＮＤ・ＳＯＧ、強襲部隊に栄光あれ。
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  　陸軍の連中を蹴け散ちらしたあと、僕たちは店を替えて飲めや歌えやの大騒ぎ。結局騎士団宿営地の門限を破ってしまい、懲ちよう罰ばつは免まぬかれたもののこっぴどく叱しかられた。翌朝はお決まりの二日酔い。酒の値段と頭痛の強度は反比例する法則が働いていた。しかし二日酔いだろうが寝不足だろうが、国防騎士団ＯＮＤの精鋭たるもの、次の任務に備えて訓練を怠おこたってはならない。宿営地内の訓練場に出れば、自然と気持ちが引き締まる。

  　低い土ど塁るいに囲まれただだっ広い訓練場には、あちこちに練習台として等身大のわら人形や木の杭くいが立てられている。そこに集まっているのは、特殊作戦群ＳＯＧ・強襲部隊の特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターたちだ。僕たちチーム２の他にも、チーム１からチーム８まで、五〇人近くが日々の訓練に励んでいる。

  　僕たちは国防騎士団ＯＮＤの白い制服姿だ。紋章入りの筒型衣に、男子は普通のロングパンツ、女子は動きやすい短めのスカートを組み合わせる。爵しやく位いのある騎士はさらに上からサーコートをつける場合が多い。

  　準備運動、ランニング、腕立てや腹ふつ筋きんといった基礎体力作りのあと、隊長のサテュロス──本名はソフィア──が「まずは射撃訓練からだ」と凜り々りしい声で告げた。

  　強襲部隊では、目的によって様々な長射程射撃武器、いわゆる飛び道具を使う。暗殺用の吹き矢から巨大な投石機まで、なんでもだ。その中でも最もよく使うものといえば、やはり弓矢か。弓矢だけで、四種類も使い分けている。

  　まずは普通の弓。陸軍の兵士たちも使っている、長さ一メートルほどの合成弓（三種類の木材を組み合わせてできた弓）で、殺傷射程は最高二〇〇メートル（あくまで理論上の数値であり、大勢で大量に射うつことを前提としていて、単発で動く標的に当てるのにはこの四分の一の距離でも難しい）。発射間かん隔かくは、狙ねらいをつける時間も含めて五秒に一発というところか。威力はそこそこだ。重装甲には撥はね返されることが多い。

  　そして、長弓ロングボウ。

  　長さ二メートルというかなりの大型。殺傷射程、最高三〇〇メートル。動物の腱けんや革を巻いて弾性が強化されている。発射間隔は七秒に一発撃てれば上出来。強い筋力としっかりとした技術がなければ扱えない。引くのに必要な力は、普通の弓の三倍だ。

  　あとはクロスボウだ。

  　木の台座ストツクに弓が取り付けてあるもので、矢をセットしてから引き金トリガーで発射する。弓よりも狙ねらいがつけやすく、威力もあるが、矢のセットに普通の弓よりも時間がかかるのが欠点。

  　ＳＯＧ強襲部隊で採用しているクロスボウは「山羊脚ガウツ・フツト式」と「滑車ウインドラス式」の二種類。

  　ガウツ・フットは、矢をクロスボウにセットする際、てこの原理を利用したレバーを引く。そのレバーが山や羊ぎの脚に似ていることからこの名前がついた。殺傷射程は三五〇メートル。貫通力はロングボウ並み。問題は一発撃つのに、慣れた射手シユーターでも二〇秒近くかかってしまうことだ。

  　ウィンドラスはガウツ・フットよりも威力があり、そのかわりもっと発射間かん隔かくが長くなる。その名前通り滑かつ車しやがついていて、大きな両手回しのハンドルで弦つるを巻き上げて弓をセットするのだ。四〇〇メートル先まで矢が届き、一〇〇メートル以下の距離なら単発でもかなりの命中率が期待できるが、一分間に二発撃てればかなり速いほうという武器なので使用する際には遮しや蔽へい物や大おお盾たて、仲間の掩えん護ごが欠かせない。

  　ウィンドラス・クロスボウより大きなサイズになると、あとはバリスタと呼ばれる設置型のものがあり、それは個人で携行するのがほぼ不可能なためＳＯＧではあまり使わない。

  　訓練で一番よく撃つのはロングボウだ。理由は簡単で、圧倒的に扱いが難しいから。専門の弓兵でない限り、軍用のロングボウを本気で二〇射もすれば腕はパンパンになって、翌日は筋肉痛確定であり、技術向上だけでなく筋力トレーニングにもなる。

  　これは余談になるが、実戦を知らない貴族や頭でっかちの軍事研究家には机き上じようの空くう論ろんを振り回す輩やからが多い。彼らはロングボウこそ最強の武器で、戦場にはこれだけあればいいと言ったりする。彼らは実際に使ったことがないから知らないのだ。ロングボウがどれだけ当てにくく、そして疲労する武器か、ということを。専門の弓兵は、指が変形し腕の長さも変わっているほどなのだ。弓きゆう兵へい隊たいに被害が出ればおいそれと補充ができるものではなく、戦場での運用は騎兵と同じくらい慎しん重ちようを要するものであり、しかも彼らに体力的な無茶をさせればほんの数十分で使いものにならなくなってしまう。

  「本当は騎乗射撃の訓練もしたいんだが……」

  　と、ロングボウを木の杭くいに撃ちこむ僕に、ソフィア隊長が話しかけてきた。

  「こんなに広くても、馬を走らせると狭く感じますからね」と僕。

  「そのうち、郊外の第二訓練場まで行かなくちゃな」

  　隊長を見ているとどきどきする。彼女が身につけている黒革の鎧よろいは、ほとんど水着のような露出度の高いものだ。これにはいくつか理由がある。理由その一、魔法の鎧だから。魔術師たちの加工によって、星光アストラル体の投射を強める処置が施ほどこされており、見た目よりもずっと防御力が高い。装甲が覆おおっていない部分も、星光アストラル体の分厚い層が攻撃を防ぐ。

  　理由その二。戦場でも性的な魅力は有効だから。男の兵士は、女性を殺すことに本能的な抵抗感がある。女性や子供でも平気で殺せるのはなんだかんだいって少数派だ。口では「どんな残ざん酷こくなことでもできる」とうそぶいている人間も、半はん裸らの女相手には殺意が鈍にぶる。そんな心理的効果まで狙ねらっての鎧よろいのデザインということになる（もちろん、そういう効果だというのを嫌いやがる女性兵士もいる）。メリットはあるが、そのかわり捕ほ虜りよになったら戦時規約を無視して性的な暴行・拷ごう問もんをされる可能性もあがる。まあ、それくらいのリスクは当然覚悟のうえでやっていくしかない。ちなみに、男ならすぐに殺されて性的暴行を受けないと思っているならそれは大きな間違いだったりする。たまたま顔がよかった若い男の兵士が、捕虜にされたあと、両足を切断されて性欲処理の奴ど隷れいにされていたという話もあるくらいなので──。

  　ソフィア隊長は僕の教師であり、恩おん人じんでもある。隊長の父親は元国防騎士団ＯＮＤ団長で、星光アストラル・体投射プロジエクシヨン・魔法マジツクを使う特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターの重要性をいちはやく見抜いていた人物だった。大量破壊系の魔法が便利なのは誰でも理解できるが、より小規模な破壊工作系の魔法を使うものは少数精鋭の特殊部隊として育成したほうが役に立つのではないか──という考え方は、なかなか理解を得るのが難しかったらしい。

  　ソフィア隊長は父親の考え方を受け継いで、自分自身も強襲部隊を率ひきいることになった。そして僕は歩兵学校ＳＯＩで、彼女に「お前には見込みがある」と直じき々じきにスカウトされたのだ。あのときのことはきっと死ぬまで忘れられない。本当に、本当に嬉うれしかったのだ。帝都に出てきて、軍人になって、ちゃんと居場所を見つけることができるかどうか、死ぬほど不安だった時期だったから、余計に。

  「よし、じゃあ次は木剣訓練だ!　ペアを組め!」

  　と、ソフィア隊長が大声で命じた。

  　これはまたシンプルな訓練だ。防具を身につけて、それぞれ好きな長さの木製の剣や槍やりを使い、あとは戦うだけ。木製といってもかなりの重量があり、防具を身につけていても当たれば激痛が走り、痣あざが残り、骨折することも珍しくない。

  　誰だって、痛い思いをしているうちに強くなるのだ。

  　戦闘の技術に近道はない。

  「やろうぜ、リョウト」

  「お手柔らかに」

  　僕の相手はウーゴだ。僕は短めの木剣の二刀流。ウーゴは長い木の棒をショート・スピアに見立てて使う。

  　ウーゴは訓練では気が弛ゆるんでいるときがたまにある。二日酔いの日は特にそうだ。本当はプロの兵士たるもの、コンディションに関係なく、最低限の集中力は発揮しなければならない。僕はそれが実践できているが、ウーゴはまだまだのようで──。

  　向かい合い、練習開始と同時に僕はウーゴの懐ふところに飛び込み、彼の右手に思い切り木剣を打ちこんだ。こてで守られている部分ではなく、指を狙った。鈍い打撃音のあと、ウーゴは「ぐっ!」とうめき声をあげて木の棒を下に落とす。

  「いてえ!　くっそ、相変わらず手加減なしだな!」

  「そうじゃなきゃ、訓練になんないよ。実戦で敵に手加減頼むわけにはいかないだろうし」

  「マジでクソいてえ!　折れてるじゃねーか!」

  　ウーゴはぎゃあぎゃあ悲鳴をあげながら鋼鉄のこてを引っ張って外した。出てきたのは、ぐにゃぐにゃに折れまがった右手の指だ。それぞれが、赤黒く腫はれあがり、普通ならありえない方向を向いている。まるでタコの足のようで、僕は思わず声をあげて笑ってしまった。僕の笑い声を聞きつけて、強襲部隊の仲間たちが集まってくる。他のみなも、ウーゴの指を見て大きく笑った。

  「ははっ」

  「あははって、笑い事じゃねーよ!」

  「あんまりぐにゃぐにゃなんでおかしくって」

  　当然、陸軍ではこんなに激しい訓練は実行できない。

  　ＳＯＧ強襲部隊がこれをやっても平気なのは──僕たちには「魔法」があるからだ。

  「まったく、油断してるからそうなるんだ」

  　と、ソフィア隊長がウーゴに近づいていった。

  「見せてみろ」

  「はい……!」

  　ウーゴは、隊長に右手を差し出した。

  「完全に折れてるなこりゃ」と、隊長は見ればわかることを軽い口調ででつぶやいた。「リョウト、お前がやったんだし、かっちり治してやれ」

  「わかりました」

  　僕は、ウーゴの手をとった。両手で彼の折れた指を包み込み、意識を集中して星光アストラル体による干かん渉しようを開始する。

  　僕が使う魔法は三種類で、最もよく使うのは、この治ち癒ゆ魔法かもしれない。

  　攻撃のための星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクに対して、治癒のためのものは「星光体反射アストラル・リフレクシヨン」と呼ばれている。僕は詳しいことは知らないが、原理がちょっとだけ違うらしい。星光アストラル体を投射し自然現象に干渉するやり方と、他人の星光アストラル体に自分の星光アストラル体を重ねてエネルギーを内側に反射させるやり方の違い──とかなんとか。まあとにかく、不思議な力でケガや病気を治すことができるのだ。

  「その程度なら、明日には痣あざも残ってないだろう」

  　と、ソフィア隊長。僕もそう思った。

  　もちろん星光体反射治癒魔法アストラル・リフレクシヨン・ヒーリング・マジツクも万能ではない。あくまで、本人の治癒能力を急激に高めるだけなので、限界がある。たとえば、腕が切断されたとして。切断面がきれいなら、切られた腕さえ残っていれば魔法で接合することは可能だ。しかし、その腕を紛ふん失しつしてしまったら、どんな強力な魔法でも再び一から生みだすことはできない。治ち癒ゆを受ける側に生きる意欲が、魔法を使う側には最低限の医い療りよう知識が必要となる。

  　複雑な開放骨折になると魔法で治療するのにも時間と手間がかかるが、木剣で防具越しだとそこまでの大ケガは滅多にない。

  「ちょっと痛いから、我慢して」

  　僕は、ウーゴの折れた指をまっすぐに伸ばしながら治癒魔法を使った。曲がったままでは、効き目が弱くなる。「くぅう……!」と、必死に痛みにたえるウーゴ。手のひらの内側で閃せん光こうが弾はじけて、バチバチと何かが焼けるような音がして、数十秒。ウーゴの表情が穏やかになり、僕が折った指がもとに戻っていた。

  「訓練とはいえ、油断しているからそうなる。リョウトは正しい」

  「申し訳ありません!」

  　ウーゴは、治ったばかりの手をあげて隊長に敬礼した。

  　治癒魔法を使う人間で、特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターになるものは──なれるものは──ほとんどいない。しかし強襲部隊チーム２には、それが二人もいる。僕とシタデルだ。

  　これで訓練が一段落して、休憩時間に入った。僕たちは水飲み場に集まって、渇ききった喉のどをうるおす。一度鎧よろいを脱いで、頭から水を被かぶっているものもいる。

  　僕とウーゴ、シナフィとシタデル。四人で水をかけ合ったりしてちょっとだけ遊びつつ休憩していたら、難しい顔をしたソフィア隊長が僕たちを呼びにきた。「ちょっと宿営地本部の大会議室までこい」とのこと。

  　ああ、任務かと思って、僕の体の芯しんが「すうっ」と冷える感覚があった。慣れてくると戦いを前にして興奮したりはしない。熱さよりも冷たさが特殊作戦には必要なのだ。

  

  　国防騎士団ＯＮＤ、帝都宿営地本部（防衛上の理由で、国防騎士団ＯＮＤ総本部というのが別の土地にあって少しややこしい）の大会議室は、やたらと大きな円卓が設置されただけで、石の壁や床がむき出しの飾り気のない内装の広い部屋だ。

  　そこに、ソフィア隊長以下、強襲部隊チーム２の面々が集まった。他にもう一人、見慣れない顔の中年男もいる。階級章を見ると大たい佐さ。かなりの高官だ。無礼がないように僕たちはかしこまる。軍隊だからね。階級差は絶対だ。

  「任務だ」

  　隊長が言った。そうじゃなきゃ、僕たちが呼ばれる理由がない。

  「こちらは、国防情報局Defense Intelligence Agencyの対ゲリラCounter Insurgency部長を務めるサローヤン大佐」

  　そう紹介されて、サローヤンは何の感情もこもっていない声で「よろしく」と一言。

  　サローヤンは大柄な男性で、今はゆったりとした私服姿だが、布の張り具合を見れば筋肉質な体なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。眼がん窩かがくぼんでいるのに目が大きい、変わった魚のような容よう貌ぼう。やや髪の毛の後退が進んでいるのに貧相に見えないのは、顔の彫ほりが深いからだろう。

  「今回の作戦は私が直接指揮を執とる」

  　と、サローヤン。

  　国防情報局ＤＩＡ指揮の任務か──。厄やつ介かいだな、と思ったので、それが表情に出ないように僕は注意した。

  　国家が巨大化し、戦争が複雑化すると、政治や軍事に関わる「情報」を専門に扱った組織が必要になる。我がメイトリア帝国には、まず国防騎士団ＯＮＤ内部に情報部が作られて、それが独立し権限を拡大する形でＤＩＡに生まれ変わった。

  　騎士団もＤＩＡも、頂点にいるのは皇帝だけであり、ほぼ同格の組織と言っていい（陸軍は陸軍省に所属。トップは陸軍卿きようで、その上には首相もいる）。しかし極秘作戦においては、皇帝命令でＤＩＡに主導権が与えられている。そうなった背景には、かつてＤＩＡが大規模な皇帝暗殺作戦を未然に防いだ実績などがある。

  　ＤＩＡは多数の優秀な工作員を抱かかえているが、しっかりとした戦闘部隊は保有していない。そこで僕たちが駆り出されることになる。

  　現在のＤＩＡ局長であるダレス中ちゆう将じようは皇帝陛下のお気に入りであり、その権威をかさにきてＤＩＡのやり方はどんどん過激化し、僕たちが迷惑を被こうむることも多々あった。なにしろＤＩＡの作戦は非道でろくでもないことが多い。今回も、たぶん、ただ敵を殺すだけではすまない、もっと陰いん惨さんな──いわゆる汚れ仕事になる。

  　国防騎士団ＯＮＤの仕事は楽しいが、ＤＩＡがからむとどうもいけない。同じ人殺しでも、後味が違う。そこは宮みや仕づかえの辛つらいところだ。命令が嫌いやなら、冒険者か傭よう兵へいにでもなればいいのだ。どちらも僕の性格では不向きな職業だと思う。

  　サローヤンは円卓に軍用地図を広げながら言う。

  「きみたちには敵地に潜入後、一人のエルフを拉ら致ちしてもらう」


  


   第三章　暴力の嵐
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  　何十万年も前、この世界にはいくつも大陸があったという。学会では「大陸移動」はかなり怪しい説とも言われているが、とりあえずそう信じている人間は多い。僕たちが暮らすこの大陸──誰が名付けたのかはもうわからない──新パンゲアが誕生する前の話だ。この命名をした人がわざわざ「新」をつけた真意も不明。前にもあったのだろうか。パンゲアが。

  　僕たちは英語イングリツシユを、ヴォルコフ大公国の人間はロシア語を使っているが、イギリスやロシアという国が実在したかどうかは知らないし、どうでもいい。

  　大昔、唐とう突とつに大陸移動が始まって、それにともなう大地震や洪こう水ずいで多くの人が死んだ。新パンゲア大陸ができたあとも、生き残った人々の間で争いが起こり、当時の文明は徹底的に破壊されたのだ。さらに氷河期があったとかなんとか──古こ文もん書じよの記録は曖あい昧まいで、断定はできないがとにかくそんな感じ。

  　大陸が分かれていたころ、その文明では魔法よりも進んだ技術でたくさんの人造生物を作り出していた。エルフ族やドワーフ族といった少数民族、コボルト族や巨人族といった怪物たちは、そんな人造生物の末まつ裔えいではないかとされている。「だから奴ど隷れい扱い」していい、というのが差別派の根こん拠きよになっていて、差別反対派は「それでも知能を持つ彼らは我われら人間と何ら変わりない」と反論。今のところ差別派のほうが優勢だ。

  　東の大国メイトリア、西の大国ヴォルコフ。両国の間や周辺には、たくさんの小国家が存在する。エルフ族たちの国──エルフェンクラングもその一つだ。エルフ族はドイツ語ジヤーマンを使うので、自分たちのことを「妖精エルフエン」と呼称している。

  　エルフ族は森林での生活を好む。星光アストラル体投射、反射の技術に長たけるものが多く（というか、そもそもそのために作られた生命である可能性が高い）、子供が生まれにくいかわりに寿じゆ命みようが異常に長い。滅多に病気にかからない。しかも運動能力も高めというのだから、明らかに人間より優すぐれた種しゆに思えるが、とにかく人口が少ないのが弱点だ。

  

  　僕たちは、エルフェンクラングの上空にいる。

  　強襲部隊が飼っている軍用の怪物──グリフォンに乗って移動しているのだ。

  　この大陸には多種多様な怪物が生息している。その中でも、グリフォンは最も人間になつきやすい。上半身は鷲わしで、下半身はライオンという生き物だ。全長七メートル（翼を含めず）とかなり大型なので、敵にすると厄やつ介かいなどというものではない。

  　グリフォンの翼は大きく、力強く羽ばたく。四〇〇キロ近い荷物を載せても、一〇〇メートルの高さを時速一二〇キロで飛ばすことができるほどだ。問題は、乗り心地が本当に本当に最悪だということ。体力がない人間、乗り物に酔いやすい人間は一生乗らないほうがいい。

  　軍用グリフォンには背中に乗り手のための鞍くらがつけられて、胴どう回りには翼の動きをさまたげないように鉄骨の足場──スキッド（そり状のもの）という──が組まれている。

  　僕たちが立っているのは、まさにそのスキッドの上だ。

  「イヤッホゥー!」

  　元空くう挺ていでグリフォン移動に強いシナフィが威勢のいい声をあげた。

  　作戦のために用意されたグリフォンは二頭。アルファとブラボーだ。グリフォン・アルファには騎手の他に僕とウーゴが、グリフォン・ブラボーにはソフィア隊長とシナフィが搭とう乗じようしている。体重が重すぎるシタデルは、今回は留守番だ。

  　命綱を一本つけて激しく揺れるグリフォンのスキッド上にいるのは、スリリングだが正気の沙さ汰たではない。こんな状態にも慣れてしまうのだから、特殊部隊とは嫌いやな場所だと思う。

  　巨大な翼が優雅に、それでいて高速で羽ばたき、僕たちは皮ひ膚ふが引き剥はがされそうな風の奔ほん流りゆうに包まれた。眼下に広がる緑色の地上が後方に過ぎていく。ここはすでに敵国領の森林地帯だ。

  　敵国境防衛隊の監視の目を避けるために、深夜三時のフライトとなった。グリフォンは本来夜行性なので、こんな深夜の飛行でも問題はない。騎手たちは、マジックアイテムの暗視装置を装着している。その装置は星光アストラル体を介してわずかな光でも増ぞう幅ふくし、暗くら闇やみの中でも視界を明るく保たもつ。貴重な道具なので、僕たちの分は支給されていない。

  「着陸地点ＬＺを発見!」

  　双眼鏡と兜かぶとを組み合わせたような暗視装置をつけた騎手が、懐ふところから取り出した作戦地図と地表を見比べつつ、大声でそう告げてきた。グリフォンはゆっくりと降下を開始。着陸時が一番油断できず、妙な浮遊感があって内臓が引っくり返りそうになる。

  　グリフォン、アルファとブラボーが予定通りのポイントに着地した。僕たちは「待ってました!」とばかりにスキッドから飛び降りる。上空を移動したあとは、地面を踏みしめる足の感覚がこれ以上ないほど愛いとおしい。

  「安全を確保しろ」

  　と、ソフィア隊長が鋭く告げた。

  　ここはすでにうっそうと茂る森の中だ。森の木々がざわざわと葉を鳴らして、まるで潮しお騒さいを聞く海の近くにいるかのようだった。

  　僕たちは、すぐに背負ってきたガウツ・フット・クロスボウを両手で構えて周囲を警戒した。身を低くしてから四人全員がそれぞれ別の方向を見て、月明かりを頼りに敵の姿を探すが、とりあえず近くには誰もいないようなので一安心。

  　騎手はこの場所──再集結地点ＯＲＰとされる──でグリフォンとともに待機。僕たちはここから少し歩いた場所で待ち伏せアンブツシユをかけて、目的の人物を拉ら致ちし、再びＯＲＰに戻ってくる予定だ。

  「……よし」

  　ＯＲＰ周辺の安全を確保して、隊長は満足げにうなずく。彼女がクロスボウを下げたので、僕たちもそれにならった。

  　ソフィア隊長は、腰に巻いた革のポーチから小さな水すい晶しよう球きゆうを取り出した。これもマジックアイテムだ。水晶球の中には簡かん易いの天体図が表示されていて、その図は季節や日時、自分たちが立っている場所によって変化する。詳細な作戦地図と水晶球の情報を照らし合わせることによって、現在位置を正確に把は握あくすることができる。

  「位置決定フイツクス。ちゃんと作戦通りに進んでいるな。とにかく、グリフォンに乗ってきたので疲れたろう。ここで小休止。日が昇り始めたら待ち伏せ地点に移動開始だ」

  

  　グリフォンを使う際には、あまり負担をかけないようにするために、武器と防具以外はなるべく荷物を減らすようにしている。だから、水と食料は一食分だけだ。トウモロコシの粉が混ざったパンと塩漬けの牛肉をよく噛かんで胃いに送り込む。火は使わない。

  　可能性は少ないが長期戦になったときに備えて、ＯＲＰで便所もすませておく。これは強制だ。たとえ便意がなくても、作戦開始前に必ずしぼり出しておかねばならない。戦闘が始まれば、次はいつその機会が訪れるかわからないからだ。深く穴を掘って、そこで用を足して、また埋め戻す。埋めた土には、小こ瓶びんに入れて携行している毒草の汁や粉末をかけて動物が掘り返さないようにしておく。

  「ふう……」

  　僕はため息をついた。ここからは神経をすり減らす森林戦だ。

  　メイトリア帝国とエルフェンクラングはちょっと前まで交戦状態にあった。現在は休戦しているが、その関係は良好にはほど遠い。完全な敵地であり、発見されれば間違いなく戦闘になってしまうだろう。

  　エルフ族の森林パトロール部隊は優秀なことで知られている。追つい跡せきされたら面倒なのは当然で、ばったり正面から遭遇したりすれば最悪などというものではない。

  「ストロベリー共和国リパブリツクでの任務か」

  　ウーゴが独り言のようにつぶやいた。

  「クソみたいに楽しい任務だ」

  　皮肉なのか本音なのか、どちらともつかない顔でシナフィが言った。

  　エルフ族やドワーフ族は、僕たち普通の人間よりもずっと性格が温厚で、嘘うそが下へ手たで、外交手腕は「お人よし」のレベルと言っていい。だからメイトリアやヴォルコフの政治家や兵士は、彼らの国がとても甘いという意味をこめて、ストロベリー共和国リパブリツクと呼ぶ。

  　グリフォンたちはおとなしく、騎手たちが持ってきた干し肉を食べている。凶暴な怪物が犬のように従順なのは、特殊な薬品を使った調教の結果だ。星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを使ったやり方もある。人間を襲おそうことはできない、と本能に刻み込むのだ。そうすると敵と戦わせることもできないが、今のところ怪物に敵味方を判別させる技術は未完成なので、仕方がない。

  　国防情報局ＤＩＡのサローヤンが提案した作戦はこうだった。

  　僕たちのメイトリア帝国は皇帝制度をとっているが、世せ襲しゆうの貴き族ぞく院いんと普通選挙によって議員が選ばれる市し民みん院いんという二つの議会があり、議決によって首相が指名される。帝国市民が「近代的」と自負する、二院制議会民主政治だ（とはいえ、皇帝と貴族院の権限が圧倒的に強く、首相や普通選挙はお飾りにすぎないという指摘もある）。

  　それに対して、エルフェンクラングは昔ながらの部族会議で政治を進めている。

  　エルフ族といっても、その内部はさらに四つの氏族に分かれていて、それぞれが二人の代表を出して政府の最高意思決定機関である「賢けん者じや会かい議ぎ」を運営している。

  　賢者会議に参加する八人のうち、最も若く、しかし一番強い権力を持っているのがゲオルク・ジーフェルスだ。

  　僕たちがさらうのは、そいつの妹だという。

  　なぜ拉ら致ちするのか。人ひと質じちとしての価値はどれほどのものなのか。詳しいことは何も聞かされていないし、兵士には関係のないことだった。訊たずねても誰も答えてはくれないだろう。僕の興味は、彼女についているボディガードたちの数と質だ。

  　この森林の奥地に、エルフ族の聖域があるという。彼らは独自の宗教体系を持ち、それは人間から見ると謎なぞに包まれている。ジーフェルスの妹は、その聖域に祈りを捧ささげにいく、いわゆる巫み女このような存在だ。僕たちは待ち伏せをかけて、聖域に向かう途中を襲う。

  　──戦争になるのではないか。

  　作戦を聞いたウーゴがそんな不安を抱いだいた。

  　ソフィア隊長はもちろん、騎士団長を通して上に問題はないか確認していた。

  「ＤＩＡの作戦に問題なし」

  　国防騎士団ＯＮＤ幹部も陸軍参さん謀ぼう本部も、意見は同じだった。

  「まず、ＳＯＧ強襲部隊チーム２の実力ならば、証しよう拠こも目撃者も出さずに任務を完了できるだろう。仮にメイトリアの作戦だと露ろ見けんしても、エルフ族の人口は少なく、森の中にこもって外に出るのを嫌う。侵略には抵抗するが、自分たちから攻めるということはない。殴なぐっても、こちらが少し離れれば殴り返してはこない。国家というには値あたいしない、意い気く地じなしの集団にすぎない」

  　ひどい言い草だが、確かに人間側が彼らに相当ひどいことをしても、エルフ族が全面戦争に打って出ることはなかった。あまりにも国力が違いすぎるからだ。先に人間と戦争を始めたドワーフの国であるニューマケドニアはすでに敗北し、メイトリア帝国の完全な植民地と化しており、圧政をしかれている。メイトリア帝国は──ヴォルコフ大公国もだが──エルフェンクラングをなめきっていた。

  　現在、エルフェンクラングはどちらの大国とも同どう盟めいを結んでいない。同盟とは名ばかりの植民地支配を嫌い、中立国宣言をした。僕に言わせればそれは、時間稼かせぎ以上の意味は存在しない、素人しろうと目めにも明らかな愚おろかな政治判断だった。エルフェンクラングの森林地帯からは良質の木材が伐ばつ採さいできるし、豊かな牧草地帯もある。つまり、支配すればちゃんと「うまみ」があるのだ。領土拡張欲をむき出しにしている東西の大国に挟まれているのに、中立を保たもとうなんて甘すぎる。まさにストロベリー・リパブリックだ。全ぜん裸らの美少女が刑務所に放りこまれて暴力的な男たちに囲まれれば、無事ですむわけはないという話。

  　東の空がうっすらと白く輝き始めた。

  「出発だ。殺傷区域キルゾーンに向かうぞ」

  　と、ソフィア隊長。

  　敵に待ち伏せ攻撃を加える場所がキルゾーンだ。
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  　──エルフェンクラング東部森林地帯、通称「聖域の森」での拉ら致ち作戦には、サローヤンによって「ダイアモンド・コレクション」という名前がつけられていた。成功しそうな作戦名は、いい作戦名だ。

  　僕たちはＳＯＧ強襲部隊の制式装備一式で守りを固め、ガウツ・フット・クロスボウを背負い、腰には普段から愛用している武器をぶらさげている。予備を含めた四本のハンティング・ナイフ。

  　ウーゴはショート・スピア。

  　シナフィはハンド・アックス。

  　僕たちチーム２は森の中を進んでいく。決して、見通しがいい場所は歩かない。移動は常に、遮しや蔽へい物を探しながらだ。柔らかい土を踏んで足跡を残すような愚かな真ま似ねは絶対に避ける。意外と大きな音が出るので、枝も踏んではいけない。

  　四人でひし形の隊形を組んだ。全員に「見るべき方向」が定められているので、ほぼ三六〇度をカバーできる、隙すきのない隊形だ。

  「…………」

  　森は不思議な場所だ。これがピクニックならどうということはないが、敵地だと思うと目に入るすべてが罠トラツプに見えてくる。大木から垂たれ下がったつるが敵の衣服に、先端が尖とがった枝が敵の武器に見えたりするのだ。足元では昆虫がうごめき、木の陰ではもしかしたら毒どく蛇じやが僕たちを見張っているかもしれない。

  　ひし形の先頭はシナフィだ。彼女が一番実戦経験豊富で、勘かんが良く、観察力もあるのでブービートラップにも強い。エルフが聖域を守るために、あるいは動物を仕留めるために、森の中にはあちこちに罠トラツプが仕掛けられている。毒針つきの落とし穴や、ばねで足に噛かみつくトラバサミなどだ。見つけたら、撤退するときのことも考えて排除しておく。

  　森林の合間にある空き地にさしかかった。すると隊長は、空き地を越えた先の一ひと際きわ背の高い木を目印ランドマークに設定し、時間に余裕があるので迂う回かいを命じた。用心深い隊長の指揮下にある兵士たちは幸福である。それだけ生き延びる確率があがる。

  　さらに進んでいくうちに、朝を迎えた。清すが々すがしい朝──とは、とてもではないが言えない。僕たちはひし形の隊形を維持し、用心に用心を重ね、無言で足を動かし続ける。何度も言おう。特殊部隊の兵士にとって大事なのは忍耐だ。シナフィのように普段はどんなにバカなことばかりしていても、いざ敵地での任務となれば鋼はがねの忍耐で高い集中力を維持する。

  　林道を見つけた。森林に線を引くように、幅一〇メートルほどの道が通っている。今のところひとけはない。ソフィア隊長が、簡かん易い天体水すい晶しよう球きゆうで現在位置を確認。作戦地図を見て「道なりに南西五〇メートルほどの位置が、ベストのポイントだ」と教えてくれた。隊長の指示通りの場所に移動して、木の陰に身を潜ひそめる。

  　──ここだ。

  　待ち伏せ攻撃のキルゾーンは、ここ。

  

  「Ｔ字のアンブッシュでいこう」と、ソフィア隊長。

  　僕たちは二手──僕とウーゴ、隊長とシナフィ──に分かれて、道の両側に潜せん伏ぷくした。これで敵が来れば、ちょうど「Ｔ」のような形で戦闘が始まる。Ｔの上の横線が僕たち。縦たて線が敵というわけ。

  　全員、まずはガウツ・フット・クロスボウを構えた。先制攻撃は飛び道具で実行するのがお約束セオリーだ。クロスボウに使うトネリコ材の矢には、その先端に蜜みつロウのかたまりがくっつけてある。こうすると、敵の装甲に当たった瞬間、そこに蜜ロウがはりついて貫通力があがる。

  　鉄製の「やじり」にも二種類ある。非武装の人間や動物を殺すための「鉤かぎつき型」と、鎧よろいを貫つらぬくための「錐きり型」のやじり。僕たちは普段から後者を使っている。

  　息を殺して、目的の人物がやってくるのを待つ。無関係な人間を見たらやり過ごすが、あまり利用者が多い道ではなさそうだ。静かな時間が続いた。この状態になったら、相棒バデイとのささやき声での会話くらいなら許される。

  「楽しいピクニックだぜ、オーディン」

  　ウーゴが言った。ああ、そうだった。任務中の僕はオーディンだった。ウーゴはスプライトで、シナフィはカトブレパス、そしてソフィア隊長はサテュロス。

  「スプライトはさすが余裕だね。いつもの小こ咄ばなしも出てくるかな?」

  「ああ、じゃあこんな話はどうだ」

  　やっぱり、ウーゴは大したものだ。どんなときでも、何か出てくる。

  「あるところに、まずい肉の店があった。その店に二〇年通い続けた常連客がいた。その常連客は言った。『お前の店に二〇年も通ってる。少し割り引きしろ』って。そうしたらそこの親父おやじは驚いて『うちの肉を二〇年も!　それはすごい!　よく体を壊しませんでしたね』だと」

  　──いったいどんな肉を食わせていたのか、って話だ。僕は声を出さないように笑った。

  

  　それから三時間、僕たちは忍耐を発揮した。それだけの成果はあった。待ちわびた目的のエルフと、その護衛たちが現れたのだ。林道を、ゆっくりとこちらに向かってくる。

  　エルフ族は耳が長く、背が高い。種族の体質として肥満のものはゼロで、男女ともに容姿は中性的で美しいものが多い。

  　目的のエルフは、四人の男たちが担かついだ神輿みこしのような乗り物の上にいた。

  　人形のような少女だった。

  　悪い意味ではなく、整っていて、抱きしめたくなるという意味で。

  　賢けん者じや会かい議ぎの代表、エルフ四部族の若き族長ゲオルク・ジーフェルスの妹──フランカ。

  　髪は煌きらめく金色で腰まで長い。肌は降り積もったばかりの雪よりも白く、つぶらな瞳には海に似た深い青さをたたえている。

  　少女は、エルフの巫み女こらしい薄着だった。半透明の布地で作られた、まるで水着だ。エルフ族の伝統で、神に仕つかえる乙女おとめはなるべく肌の露ろ出しゆつを多くしておかねばならない。人間たちの神が女性に貞てい淑しゆくや謙けん虚きよさを求めるのとはまったく逆なのだ。
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  　僕はフランカを、小さな鉄の塊かたまりを凹おうの形に削ったクロスボウの照準器越しに見つめる。　全体的にスレンダーな体形なのに、胸やヒップの形がいいのもエルフ族女性の特徴だ。顔は幼いのに、体は成熟している。

  　少女といっても、エルフの正確な年齢はわかりにくい。人間の何倍も寿じゆ命みようがあり、死ぬまでほとんど見た目が変わらないからだ。

  　神妙な表情をしている。長いまつげから、儚はかなさが漂う。顔はあまり似ていないのに、僕は故郷の妹を思い出した。フランカは間違いなく僕よりも年上のはずだが、放っておくと迷子になりそうな雰ふん囲い気きが妹にそっくりだった。

  　──あの少女を殺す任務でなくてよかった、と僕は心の中だけでつぶやく。拉ら致ちしたあと、結果的にそうなってしまうのかもしれないが。

  「…………」

  　敵は僕たちにまったく気づいていない。理想的な待ち伏せだ。僕は思わず舌なめずりをしそうになった。「ダイアモンド・コレクション作戦」のクライマックスだ。

  　敵が近づいてくる。僕たちは息を殺してベストのタイミングを待つ。

  　目的の少女、神輿みこしを担かついだ四人、そして護衛が八人。戦闘が始まれば、神輿の四人も武器を抜いて立ち向かってくるだろう。

  　思っていたよりも敵の数が多い。

  　しかし、手ごわい敵には見えない。

  　エルフの護衛たちは標準サイズの弓矢を背負い、腰には細めの長剣を帯びている。護衛は全員が革のベルトをたすきがけにしていて、そこに多目的のサバイバル・ナイフや投げナイフを大量にさしこみ、いかにも森林戦を得意としている様子。鎧よろいは薄い革のもので、ガウツ・フット・クロスボウならどんな当たり方をしても貫通するはずだ。

  　最初に仕掛けるのはソフィア隊長の役目。

  　彼女の一発に、僕たちが続く。

  　エルフ族の一行と僕たちとの距離が、一〇メートルまで縮ちぢまった。

  　僕たちの潜せん伏ぷくは完かん璧ぺきだ。森で暮らすエルフも、超人ではない。

  　バシッ、とクロスボウの発射音がして次の瞬間──額ひたいに矢が突き刺さった護衛のエルフが後ろにのけぞって、そのまま倒れた。

  　続いて、僕たちもガウツ・フット・クロスボウの引き金トリガーを引いた。当然、全員が別々の標的を狙ねらう。一人が一人を殺す。この距離でクロスボウなら、まず外さない。僕が放った矢は護衛の顔面を貫つらぬいた。鼻の横から入って、うなじのあたりから先端が突き出した。ウーゴとシナフィも、頭部や腹部といった急所に当てていた。

  「突撃!」

  　ソフィア隊長がそう叫んで、僕たちはクロスボウを放り捨てて駆けだした。次の矢を装そう填てんするよりは、肉薄して接近戦に持ち込んだほうが早い。

  　隊長がハンティング・ナイフを投げて、さらに護衛の数を減らした。それを見て、僕も同じようにした。

  　エルフの護衛たちは、仲間が矢で射いられたのを見て、背中の弓を構えようとしていた。しかし僕たちは、すでにクロスボウを捨てている。弓に矢をつがえる途中の相手は、無防備と言っていい状態だ。僕がアンダスローで投げたナイフは護衛の喉のどに突き刺さって、「グフェッ」と奇妙な断末魔の声があがった。破れた気管から漏もれた空気のせいで、喉から流れ出す血が泡状になっていた。

  　ほんの数秒で、僕たちは六人の敵を倒していた。

  　ナイフを投げた僕は、すぐさま予備を抜いて二刀流の構えに戻った。敵はまだ、未練たらしく弓の狙ねらいをつけようとしている。一番近くにいた敵に向かって間合いを詰めて、その太ふと腿ももにハンティング・ナイフを叩たたきつけてやった。

  「!」

  　人間を斬るのにはコツがある。刃物を叩きつけて筋肉に食い込ませたら、ほんの一瞬押してみる。そして、すぐに全力で引く。

  「引き抜く」のではない。

  「引き切る」のだ。

  　素人しろうとのようにただ力任せに斬ろうとするのではダメだ。食い込ませて、押して、引き切り、抜く。この一連の動作を、瞬まばたきする間まにやってしまう。

  　僕の一撃で、そのエルフの護衛の太腿にぱっくりと大きな切れ目が生じた。動脈が切断されて、大量の出血。もちろん立っていられない。失血性のショックで、彼はあっさりと意識を失った。

  　一方、シナフィがハンド・アックスで殺人的な半円の軌き道どうを描えがいた。

  　彼女が狙ったのは、敵の首だ。頭ず蓋がい骨こつに一番近い頸けい椎つい──環椎ともいう──は、他の骨に比べてやや平らで、切断しやすい。首切り役人も、頭蓋骨と環椎のつなぎ目を狙うそうだ。シナフィは見事にそれをやり遂とげた。一撃で完全に切断されたエルフの首が、高速で「ぶるるんッ」と回転しながら飛んでいった。その生首を見て、しばらく状況が理解できずに呆ぼう然ぜんとしていたフランカが、ようやく凄すさまじい悲鳴をあげた。

  「──ッ!」

  　女性の悲鳴は、場所にもよるが平均して一五〇〇メートル先まで届く。しかもエルフたちは基本的に耳がいい。近くにエルフ族の森林パトロール部隊がうろついていたとしたら、聞き逃のがさないはずだ。

  　護衛の八人が倒れ、四人の男たちがフランカを乗せた神輿みこしを下ろした。それから剣を抜こうとしたところに、僕たちがそうはさせるかと襲いかかる。敵が弱いのではない。待ち伏せが完全に成功するとこうなる。僕たち国防騎士団ＯＮＤ・ＳＯＧ・強襲部隊チーム２は、一方的に殺しまくった。

  

  　護衛を全滅させてから、僕たちはフランカを取り囲んだ。

  「私を、賢けん者じや会かい議ぎ筆ひつ頭とうゲオルク・ジーフェルスの妹、フランカと知っての狼ろう藉ぜきか!」

  　さっきは悲鳴をあげていた彼女だが、今は気丈に振る舞おうとしている。エルフの貴族らしい威厳がある。遠目には美しい人形のようなフランカだが、可愛かわいい八や重え歯ばをむき出しにして吠える姿は勝ち気で生意気なお嬢様といった感じだ。

  　こちらも大急ぎで行く。

  　抵抗するフランカを、ウーゴが取り押さえた。素早く後ろ手に麻あさ縄なわで拘こう束そくし、小さな口に猿さる轡ぐつわを噛かませる。

  「んー!　むふー!」

  　彼女を担かついで運ぶのは、なんとなく僕の役目になった。フランカの体重は、子供のように軽かった。ソフィア隊長が「目標の人物を確保。突撃時に放り捨てたクロスボウを回収後、ＯＲＰでグリフォンと合流する」と言ったので、その通りに動いた。撤退すれば任務完了だ。僕はすでにフランカを担いでいるので、僕のクロスボウはシナフィが自分の分もまとめて背負ってくれた。

  「ウーゴ、地じ雷らいを設置していけ」

  　そう言って、隊長は地面を指差した。

  「了解」と、即答したウーゴは、意識を集中して両手のひらをこすり合わせた。ウーゴも特殊戦闘員なので、星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクが使える。彼が使う魔法はたったの一種類だが、使い勝手のいいものだ。すぐに彼の掌しよう中ちゆうに、ゼリー状の平べったい物体が生じた。星光アストラル体が元げん素その運動に干かん渉しようして生まれた魔法の物質だった。このタイプの魔法は、星光体投射地雷アストラル・プロジエクシヨン・マインと呼ばれていた。

  　地雷とはよくいったもので、このゼリー状の物体は地面、あるいは地中に設置すると数秒で内部が爆発物化し、誰かが踏むと起爆する。罠トラツプ系の魔法だった。政府が重視している大量破壊系の魔法に比べると地味なのは否いなめないが、敵が「踏みそう」な場所に埋めておけば、対追跡戦闘カウンター・トラツキングや防御戦闘において絶大な威力を発揮する。

  「サテュロス。僕も何かやっておきましょうか?」

  　僕は隊長に訊たずねた。僕が使う星光アストラル体魔法は多めの三種類。一つはこの前も使ったウィル・オ・ウィスプ。さらに地雷系の魔法も一つ持っている。

  「まだ余裕がある。そこまですることはない。オーディンは『荷物』も担いでいるしな」

  　了解。僕はフランカを担いで逃げることに専念する。

  　ウーゴを残して、僕たちは再集結地点──ＯＲＰへと急いだ。ウーゴは、地じ雷らいをある程度設置したら追いかけてくるはずだ。来るときは慎しん重ちように少しずつ進んだが、帰りは森の中を全速力で駆ける。

  　行きの五分の一程度の時間で、僕たちはＯＲＰに戻った。フランカは、大きな鞍くらの後ろに厳重にくくりつけておいた。グリフォンのスキッドに飛び乗って、地雷設置を担当したウーゴの帰還を待つ。

  「待たせた!」

  　少し心配したが、元気な声をあげてすぐに彼も合流してきた。「いくつだ?」と隊長がスキッドの上から質問した。地雷の数のことだ。ウーゴは「六つです!」と答えた。短い時間でよくやったものだ。

  　ウーゴもスキッドに乗り、命綱を結びつけたところで騎手がグリフォンの横腹を蹴けった。翼が羽ばたいて、急激に上昇開始。遠くでウーゴの地雷が爆発する音がした。エルフの森林パトロールがうっかり踏んで、バラバラになったわけだ。そして僕たちは高速で危険地帯を離脱していく。赤ちゃんをあやすガラガラのおもちゃのように、体が激しく上下に揺れる。乗り心地は最悪でも、この生き物は高速で安全に僕たちを運んでくれる。
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  　──くたびれた。

  　体力には自信がある僕たちも、さすがにくたくただった。長距離の移動、森林戦、また長距離の移動──。エルフェンクラングに近い城じよう塞さい都市セントマルコから、移動手段を軍用馬車に切り替えて国防騎士団ＯＮＤ支部駐ちゆう屯とん地を経由し、六日もかかってようやく帝都に到着。その間、フランカの世話は同じ女性であるソフィア隊長とシナフィが担当した。女性陣が風呂に入れたり食事をさせたりする時間以外、フランカはずっと目隠しと猿さる轡ぐつわをされていたので、僕やウーゴと会話する機会はなかった。ただ、表情は見えなくても、彼女が恐怖に支配され、助けを求めているのは明らかだった。はっきり言って、居心地が悪かった。彼女をサローヤンに引き渡したら、この任務に関することはすべて忘れてしまおうと思う。

  「よくやった」

  　くぼんだ眼がん窩かの奥で両目をぎらつかせて、サローヤンはかわいそうな拘こう束そく済みのフランカを受け取った。フランカは顔に麻あさの袋をかぶせられた状態で、ＤＩＡの人間によって監かん獄ごくに連行されていく。サローヤンがエルフ族長の妹に何をする気なのかは知らないし、知りたくもなかった。たぶん、ろくでもないことだ。

  　早く宿舎で休みたい僕たちが踵きびすを返すと、サローヤンが「任務の続きがある」と呼びとめてきた。うんざりした表情で振り返ったソフィア隊長が「もう終わりでしょう、他に何があるというんですか」ともっともなことを言った。

  「この少女、エルフ族長ゲオルクの妹フランカだが」

  　サローヤンは言う。

  「国防騎士団ＯＮＤの宿営地で密ひそかに監かん禁きんしておいてほしい」

  　まあそれくらいなら、と隊長は首を縦たてに振った。国防情報局ＤＩＡは純粋な軍事組織ではない。しっかりとした軍事施設を持っていないので、長期間の監禁と警備のことを考えれば、騎士団宿営地のほうが便利なのは確かだろう。

  　問題は、ここからだった。

  「あとは、拷ごう問もんだ」

  　つけくわえるようにサローヤンが事務的な口調で言い、僕たちは耳を疑った。

  「……はい?」

  「彼女に、拷問をしてほしいんだよ。君たちの手で」

  「お断りします」ソフィア隊長は即答した。「それは私たちの仕事ではない」

  「情報入手のために捕ほ虜りよを拷問するのは、我が国の法律に反するものではない」

  　と、サローヤンの顔は大真ま面じ目めだった。

  「あれが『捕虜』ですか。あんな無力な少女が」

  　すかさず隊長が皮肉を返す。

  　それが癇かんに障さわったのか、サローヤンはにわかに目つきを険けわしくした。

  「現在、重要な作戦が進行中だ。茶ちや化かすな」

  「どこがどう重要で、なぜ拷問が必要なのか説明を」

  　隊長は強い口調で言った。僕たちは、二人の話を黙って聞いている。階級が上の人間が話し込んでいるときは、下の人間が口を挟むべきではない。

  「いいだろう」

  　軽くうなずいてから、サローヤンは説明を始めた。

  「いいか、これは本当に極秘の作戦で、これ以上関わる人間を増やしたくないんだ。君たちを使ったのも、待ち伏せ作戦がどうしても欠かせないから『仕方なく』だった。ＤＩＡには、戦闘や拷問に使える兵士が傭よう兵へいしかいない。あの少女を、傭兵には見せたくない。できることなら同どう僚りようにも、だ」

  　彼は続ける。

  「賢けん者じや会かい議ぎに出席する八人の代表のうちで、最も若く、最も発言力があるのがゲオルク・ジーフェルスだ。若くしてそれだけの力を持っている理由は単純で、ゲオルクの父はエルフ族の英雄であり、彼のもとには父の代から仕つかえている優秀な戦士が多数いる。その武力が、その発言力の背景にあるわけだ」

  　僕は歩兵学校ＳＯＩの講義を思い出した。ゲオルクの父は、森林ゲリラ戦のプロフェッショナルだった。メイトリア帝国の精鋭たちも、ずいぶん苦しめられたとか。しかしそんな森の英雄も、押し寄せる大軍勢にはかなわなかった。壮絶な戦死を遂とげたらしい。

  「今回の作戦で、ゲオルクの妹を拉ら致ちしてもらったが」

  「妹を人ひと質じちにしてゲオルクに言うことを聞かせよう、というわけですか」

  　隊長は、そんなことができるわけがない、と言外に潜ひそませていた。エルフ族は誇り高い。人質をとられて人間に操あやつられるくらいなら、妹を見捨てるだろう。どんな小国であろうと、政治家や軍人なら必ずそうするはずだ。それができないものは、国政に関わるべきではないし、関わらせてはいけない。

  「もちろん、普通ならば無理だ。たかだか小娘一人のために部族全体を危険にさらすわけにはいかない」

  　だが、とサローヤンは口調を強める。

  「その小娘の血が、自分の命とつながっているとしたらどうする?」

  「……それは」

  「双子なんだよ。ただの妹ではない。エルフの双子だ」

  

  　信じられない、と隊長は驚きの表情を作った。僕たちも同じ気持ちだった。

  　生物学的にありえないと言われていたことだ。

  「エルフ族の繁はん殖しよく力は弱く、まず子供が少ない。特に兄弟姉妹というものが少ない。その双子といえば、誰も見たことも聞いたこともないのが当たり前だろう」

  　それだけではない。エルフの双子には特異な体質がある、という伝説がある。

  「エルフの双子は特別……そんなおとぎ話くらいは、みんな聞いたことがあると思う。私は今回、ゲオルクとフランカが双子であることを突き止め、同時にある神秘的な事実を知った」

  　ここで、サローヤンは一度言葉を切った。静かに鼻で息を整えている。もったいぶった間まのもたせかたに、僕は舌打ちをしそうになった。国防に関わるものは、もっと簡かん潔けつに話すことを心がけるべきだ。

  　たまらず、隊長が「神秘的とは?」と先を促うながした。

  「双子のどちらかを傷つければ、遠く離れた場所にいても、もう片方にも同じ傷がつくのだ」

  　サローヤンは、顎あごをあげて、唇くちびるの端を微かすかに歪ゆがめた。それが彼の微笑だと気づくのに、少し時間がかかった。

  「フランカを殺せば、ゲオルクも死ぬだろう。死なない程度に痛めつければ、ゲオルクから反抗心を奪うことができるはずだ。上う手まくやれば、内部の裏切り者として働いてくれるかもしれん。妹だけではなく、自分も死ぬのだからそう簡単には見捨てられない」

  「そこで、拷ごう問もんか」

  「そういうことだ。殺してはいかん。苦しめて苦しめて、ゲオルクを従順な奴ど隷れいにすることにこの作戦の意味がある。そういったプロフェッショナルな拷ごう問もんを任せるのなら、星光体アストラル・反射治癒魔法リフレクシヨン・ヒーリング・マジツクが使える特殊部隊が最適……理解してもらえたかな?」

  　理解はできた。ただ、納得はできない。確かに僕たちはそんじょそこらの兵士や工作員よりもはるかにレベルの高い尋じん問もん技術を持っているが、こんな少女を痛めつけるために毎日厳しい訓練をやっているわけではない。

  　第一、エルフの双子なんて──そんなおとぎ話のようなことが、本当にありえるのだろうか?

  「どうしても命令に従わないというのなら、こちらにも考えがある」

  　サローヤンが追い打ちをかけてきた。

  「局長を通して、皇帝陛下のサインが入った命令書を用意してもいいんだぞ?」

  「くッ……!」

  　ソフィア隊長が低くうめいて握り拳こぶしを固めた。殴なぐるかと思って心配したが、さすがに自じ重ちようしてくれた。

  　ＤＩＡの局長ダレス中ちゆう将じようは皇帝陛下のお気に入り。そして、サローヤンはダレスの腹ふく心しんの部下だと聞いている。彼の言葉はただの脅おどしではない。

  　もし皇帝の命令書が発はつ布ぷされれば、サローヤンの行動は正当化され、僕たちの反抗的な態度は公式な記録に残される。皇帝の権威は使うほうからすれば便利なものだろうが、使われるほうにしてみればたまったものではない。ソフィア隊長とサローヤンの階級は同じだが、微妙に立場は違うのだ。

  　──嫌いやな予感はしていた。

  　ＤＩＡが関わってきたので、とんでもない汚れ仕事になると。

  

  　宿営地の衛兵にフランカを渡して、僕たちはようやくサローヤンから離れることができた。しかし、一休みしたら拷問の当番ローテーションを組まなければいけないので、足取りも気分も重い。そんな中、留守番だったシタデルが無む邪じや気きな笑顔で駆け寄ってきた。

  「みんな、無事に帰ってきたみたいで、安心したよ」

  「まあ……」シナフィが苦にがい顔で言う。「俺たちは無事だし、作戦も成功なんだけどさ……」

  「それなのに、どうしてそんな浮かない顔なのさ」

  「後味悪そうな任務が、まだ続いてんの」

  　とウーゴは言い、それから何が起きたのかを説明し始めた。それを聞くうちに、見る見るシタデルの表情が曇くもっていった。

  　僕たち国防騎士団ＯＮＤＳＯＧ強襲部隊──いわゆる特殊戦闘員スペシヤル・オペレーター──は、一般の市民に誤解されていることが多い。「血も涙もない戦闘機械」「女性や子供も平気で殺すプロの兵士たち」──。それは半分正しいかもしれないが、半分は間違いだ。僕たちは血も涙も流す。女性や子供を平気で殺すような人間とは一緒にいたくないし、そんな仕事はなるべく避けたい。「できない」のではなく「避けたい」のだ。そんなことを言っても、肝心の軍上層部が僕たちのことを誤解していることもあるので、どうにもならない。お偉いさんたちの中には、僕たちについて「あいつらは殺しが好きだから、どんな汚れ仕事でも喜んでやる」と公言してはばからないものもいる。それはたとえばＤＩＡのダレス中ちゆう将じようだ。
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  　国防騎士団ＯＮＤの宿営地には政治犯や戦時捕ほ虜りよを収容するための監かん獄ごくがあり、その地下二階にはプレスヤードと呼ばれる拷ごう問もん部屋がある。

  　プレスヤードは石造りの小部屋で、四隅に太い柱が立ち、かつては罪人を押しつぶすための巨大な「重し」が滑かつ車しやにつり下げられていた。拷問に「重し」を使うのは非効率的なので、現在は撤去されているが、圧搾作業場プレスヤードという名前だけは残っている。

  　プレスヤードに、かわいそうなフランカが運び込まれた。

  　遠く離れたフランカの双子の兄、ゲオルクを脅おどすための拷問は、三日に一度、六時間ずつ行おこなわれることになった。間かん隔かくがあいているのは、ゲオルクの反応を確かめるためだ。四回ほど拷問を行ったところで、サローヤンがエルフェンクラングの駐在武官を通してゲオルクにコンタクトをとる。言いなりにできればそれでよし、という作戦だ。

  　現在ゲオルクは、自分の妹が誘ゆう拐かいされたことをとりあえず公表はせず、あちこちに軍事探偵（特殊工作員の一種）を放って隠おん密みつ裏りに事件を捜査しているという。僕たちの襲撃は完かん璧ぺきだった。最低限の証しよう拠こしか残していないので、向こうはまだ犯人を特定できていないのだ。だから、適切な手を打つことができないでいる。

  　最初の拷問は、僕とシナフィ。次の拷問はシタデルとウーゴ。それを交互に繰り返す。チームを二つに分ける際には、星光体反射治癒魔法アストラル・リフレクシヨン・ヒーリング・マジツクを使う僕とシタデルは別々になったほうが都合がいい。もちろん、すべての拷問にソフィア隊長とＤＩＡのサローヤンが立ち会う。

  　僕たちが帰還した翌日、通常通りの訓練終了後の夕方、僕とシナフィ、そしてソフィア隊長の三人でプレスヤードに向かった。

  「……どうにかなりませんかね」

  　僕は祈るように、隊長に向かって言った。

  「悪いが、どうにもならん」そう答えた隊長の顔も声も暗かった。「ダイアモンド・コレクション作戦にはＤＩＡが本腰を入れているようだ。本気で引っくり返そうとすれば、政争になる。いくら私が副団長でも、国防騎士団ＯＮＤにそこまでのリスクを冒おかす必要はない」

  「どうして、サローヤンはあそこまで僕たちに固こ執しつするんですか」

  「今はまだ、フランカを誘拐したのがメイトリア帝国だと知られるのはまずい。極秘作戦だ。『人権派』と呼ばれる連中が、人間のくせにエルフェンクラングに情報を流しているなんて噂うわさもある。だから機密保持のために、フランカのことを知っている人間をこれ以上増やしたくないというサローヤンの意見は、情報戦の観点からすれば筋が通っている。私たちの気持ちは無視しているが、それだけだ」

  「それだけ、ですか」

  「治ち癒ゆ魔法が使える人間は、普通は医局か研究所勤務だ。軍隊なら、衛生班に配属される。私たちのような特殊部隊には珍しい。味方を癒いやすだけでなく、敵を殺さないよう丁てい寧ねいに痛めつけるために治癒魔法が有効なのは明らかだ。──残念だが、今回の拷ごう問もんに我が強襲部隊チーム２がうってつけなのは否定できない」

  　一歩進むたびに、地面に足が沈む感覚がある。

  　胃いに鉛なまりを流し込まれて、それが冷えて固まっているような気がした。そんな風に体の内側が重く、吐く息にも透明な落胆が混ざる。

  　隣を見れば、シナフィも眉み間けんにしわを寄せていた。歯ぎしりの音が聞こえてきそうだ。

  　確かに、拷問は専門技術と言える。やりすぎて殺しては元も子もない。それに、無抵抗で拘こう束そくされた人間をいたぶるのには、意外と太い神経がいる。普通の人間は、暴力を振るいながら冷静さを失って、殴なぐる蹴けるばかりになってしまう。ろくに戦場に出たことのないおぼっちゃん士官がよせばいいのに拷問を担当すると、相手の爪をペンチで剥はがした瞬間、自分のほうが貧血を起こして卒倒したりしてしまう。

  　国防騎士団ＯＮＤの監かん獄ごくは、宿営地の中にありながらさらに壁に囲まれている。壁の出入り口には詰め所があり、そこには常時四人の衛兵がいる。四階建て地下二階構造で、遠目には見張り塔に見える。階段には階ごとに一か所大きな扉とびらがあり、鋼鉄製で、必ず二人の衛兵が両脇に立つ。つまり監獄の衛兵は合計一二人。小規模の監獄にしては、かなり厳重な警備と言っていい。

  　衛兵たちに敬礼されつつ地下二階のプレスヤードに足を踏み入れると、フランカがいた。衛兵の手によって、すでに拷問の前準備は終わっていた。

  　煌きらめく金色の長い髪、雪よりも白い肌に、澄みきった青色のつぶらな瞳──。そんな美しいフランカが、「Ｘ」字型の拘束具に、両手両足を大きく広げた格好ではりつけにされていた。服は剥はぎ取られて、面積の小さい黒革の下着姿だ。豊満な体形が、この状況では痛々しさを強調する。

  　やっぱり、そこはかとなく雰ふん囲い気きが妹に似ていて──辛つらい。胸が痛む。締め付けられる。

  　プレスヤードには、サローヤンも先に到着していた。僕たちを見て、彼はフランカの口にはめられていた猿さる轡ぐつわを外す。

  「早く私を解放しないと、大変なことになるぞ!」

  　そんなあられもない格好でありながら、フランカは口が自由になるなり強い口調で言った。表情は怯おびえているのに、恐怖と不安でたまらないはずなのに──気丈なものだ。彼女は勇気を振り絞って、せいいっぱいのはったりを口にしたのだろう。この気丈さは、妹にはないかもしれない。

  「人間どもの愚おろかさにはうんざりした!　森を守るエルフの力を侮あなどるな!」

  　ちなみに、フランカはメイトリア帝国の第一公用語である英語イングリツシユを使った。エルフェンクラングではドイツ語ジヤーマンを使うが、エルフ族は知能が高く優秀で、子供でも数か国語を話すという。彼女の英語イングリツシユが流りゆう暢ちようでも驚くほどのことではない。

  「言っておくが、我われ々われはエルフェンクラングの軍事力などまったく恐れていない。大変なことになど、ならない」

  　と、サローヤンはフランカのはったりを一いつ蹴しゆうした。

  「仮にこのことでエルフェンクラングと戦争になるなら、望むところだ」

  　メイトリア帝国は、ストロベリー共和国リパブリツクを恐れない。軍事力の圧倒的な差。そしてエルフ族の弱腰外交──。

  　ゲオルクを操あやつり人形にしたら、我が国と不平等条約を結ばせるだけでなく、ヴォルコフ大公国との戦いに使う気かもしれない。エルフ族の軍事力は国家のものとしては弱小だが、一部隊としてみればその限りではない。

  「…………」

  　言葉を失ったフランカに背中を向けて、サローヤンは「じゃあ、そろそろ始めてくれ。私はこういうことには慣れていないので見学しておく」と隊長に向かって言った。

  　そしてソフィア隊長は申し訳なさそうに「……頼む」と一言。

  　ずっと階級が上の、しかも尊敬しているソフィア隊長にそんな風に言われてしまったら、あとは僕たちが手を汚すしかない。

  「ごめんね」

  　最初に謝っておいた。謝られても向こうは困るだろうが、これは僕の気分の問題。

  　──ごめんね、僕たちは兵隊なので。

  　Ｘ字型の拘こう束そく具の隣には木製の台があり、その上には様々な拷ごう問もん用の道具が用意されていた。火ひ鉢ばちと焼け火ひ箸ばしのセット、爪を剥はぐためのペンチ、爪と肉の間にさしこむための針、漏ろう斗と、苦悩の梨なし、蝋ろう燭そく、九きゆう尾び鞭べん──ぱっと目についたのはそんなところだ。

  「はあ……」と深いため息をつきながら、シナフィが九尾鞭を手に取った。革の鞭むちを九本束ねたものだ。

  　僕は、自分が治ち癒ゆ魔法の能力を持って生まれたことに感謝した。そのおかげで、暴力を振るうのはシナフィ、あとで治すのは僕、という役割分担がなんとなく決まっていたからだ。

  「……私に何かしたら、きっと後悔するぞ」

  　無防備な羊ひつじのように、フランカの瞳が怯おびえている。処刑を待つ罪人と同じ顔だ。彼女は悪いことは特に何もしていないのに。

  「悪いな、任務なんだ」

  　シナフィも謝罪から入った。

  「任務だと……?」

  「君のお兄さんに関わることだ。ただの兄きよう妹だいじゃなくて、エルフの双子なんだろ?　だから特別な力を持っている」

  「……っ!」

  　双子、特別な力、という言葉を耳にしてフランカの表情が明らかに変わった。恐怖だけではない、動揺で青ざめていた。彼女の表情が、サローヤンが持ってきた情報がでたらめでないことを裏付けた。

  　そこでサローヤンが「捕ほ虜りよと、余計な話はやめろ」と口を出してきて、シナフィは一瞬上官に対して双そう眸ぼうに冷たい殺意をたぎらせたが、すぐに何かを諦あきらめたように九きゆう尾び鞭べんを大きく振りかぶった。「……そうっすね」

  　浮かない顔のまま、振り下ろす。

  　九尾鞭が空気を切る鋭い音がして、フランカの白い肌を強したたかに打った。九本の鞭むちにはたくさんの結び目がつけられていて、それが命中と同時に皮ひ膚ふにはりつき、引き剥はがされる際に肉ごと持っていく。

  　鞭が当たったのは、フランカの腹部だった。幾いく筋すじも赤い傷が走り、ところどころ皮膚が裂けて早くも出血が始まっている。苦痛に顔を歪ゆがませて、フランカは「助けてHilfe!」と絶叫した。痛みのあまり、母国語に戻っていた。

  「悪いけど、英語イングリツシユじゃないとよくわからないんだ」

  　シナフィが再び鞭を構える。

  「……私は何も知らない……」と、今度は英語イングリツシユでフランカ。その声は震ふるえていて、目には涙をためている。軍隊で使う鞭の一撃を甘く見てはいけない。専門の対苦痛訓練を受けていなければ、たったの数発で気絶する人間もいるほどだ。

  「信じられないかもしれないが……訊ききたいことは何もないんだ」

  　シナフィの言葉に、フランカは「え!?」と目を丸くする。

  「これはただ苦しめるだけの拷ごう問もん。目的はそれだけ。拷問のための拷問なんだ。君が苦しめば、それでいいって話」

  　シナフィは半なかば自や棄けになったような表情で、九尾鞭を連打した。フランカは、意味がわからないだろう。こんな拷問は普通ならありえない。「あぎっ!　あひっ!」と、少女の悲鳴がプレスヤードに反響する。

  「この痛みが、兄のゲオルクに伝わっているというわけですか」

  　ひどい光景から目をそらして、僕はサローヤンに向かって言った。

  「そのはずだ」と、サローヤンはフランカから視線を外さずに答えた。

  「もしこれで……」僕は、皮肉をこめて言う。「ゲオルクが自殺したりしたら作戦は失敗ですよね?　僕がそんな状況になったら、そうする」

  「もったいないが、そういうこともあるだろうな。エルフの双子は命と苦痛を共有する。兄が死ねば、妹も死ぬわけだ」

  「惜しくはないのですか」

  「妙なことを気にしているようだが」

  　サローヤンがようやく僕のほうを見た。飼い主がいまいち覚えの悪いイヌを見るときのような目つきだった。

  「部族の代表だろうがその妹だろうが、エルフはエルフだ。人間に奉ほう仕しするために生み出された魔法生物の末まつ裔えいだよ。惜しいのは作戦だけだ。あいつらの命なんて、浜辺に落ちている貝かい殻がらのかけらほども価値がないんだよ」
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  　シナフィが、鞭むちを振るう手を止めて言った。

  「ここらが限度だ。回復してあげないと」

  「了解」

  　──僕の出番だった。

  「はあ、はあ……」と、フランカが荒い息をついていた。彼女の目からは涙が、口からはよだれがとめどなく垂たれ落ちている。シナフィの鞭によって、傷は全身に広がっていた。一部肉が抉えぐれて、骨が見えそうだ。裂けた皮ひ膚ふからの出血がひどい。はりつけにされた彼女の膝ひざががくがくと笑っている。髪や下着が濡ぬれているのは、途中で一度意識を失ったので、桶おけで水をかけて無理やり覚かく醒せいさせたからだ。

  「くぅうう……」

  　ひどすぎる。こんなものは作戦とは呼べない。サローヤンは冷めた顔をしているが、内心楽しんでいるのではないか。そうとしか思えなかった。

  　とりあえず、フランカはこのままだと重傷だ。医療知識があり、人を殺す経験に関しては豊富な僕の意見としては、やはり人間はもろい生き物で、それはエルフも変わらない。人間もエルフも、血は赤い。

  　応急処置を施ほどこしたあと、僕は星光アストラル体でフランカに触れる。自分の「うぶげ」がほんの少しだけ伸びるような感覚をイメージすると、上う手まくいく。星光アストラル体の干かん渉しようが始まり、閃せん光こうが弾はじけて、バチバチと音がして、フランカの傷がふさがっていく。

  「……っ!」

  　最初は驚いていたフランカが、やがてなぜわざわざ傷を治すのか戸と惑まどいの表情を浮かべて、そのうち僕の行為の意味に気づいて睨にらみつけてきた。

  「痛めつけては治すつもりか!　この下郎め!」

  「…………」

  「お前たちは人の皮を被かぶったケダモノだ!　いや、人間そのものが卑いやしい獣なんだ!」

  　自分の治ち癒ゆ魔法に感謝していたが、間違いだった。僕が今やっているのは、考えようによっては直接暴力を振るうよりも罪深いことだ。他人の傷を治して、こんなに胸が悪くなるのは初めてだった。

  「今日はもう……こんなもんでいいんじゃないでしょうか」

  　僕はサローヤンに言った。あれだけ傷つけたのだ。兄のゲオルクにだって何らかの影響が出たはずだ。

  「いや……もうちょっとだな」

  　サローヤンは、人差し指であごをかきながら言った。

  「いい加減にしろよ」

  　サローヤンが「え?」と微かすかに目を丸くした。

  　ソフィア隊長も、シナフィも驚いていた。

  　みんなが驚くのも当然だ。

  　そんな言葉が口から出てきたことに、僕自身が一番驚いていた。

  　そうだ。僕が言った。いい加減にしろよ、と。サローヤンに。

  

  　我慢できなかった。なぜ、僕たちにこんなことをさせるのか。国防騎士団ＯＮＤの副団長が率ひきいる精鋭部隊への嫌いやがらせとしか思えない。あるいは、サローヤンの個人的な趣味か。どちらにしても、もうこれ以上黙ったままではいられない。

  「階級差がわかってるのか」

  「もちろん、わかってますよ。とても見ていられなかったもので」

  「クズめ!」

  　と、サローヤンに拳こぶしで殴なぐられた。だが、僕はびくともしなかった。後方の指揮担当にやられるほどこっちはヤワではない。

  「僕がクズならあんたは……」

  　続けてサローヤンに抗議しようとすると、急に天地が引っくり返った。背後からソフィア隊長に足をひっかけられて、倒されたのだ。完全に予想外で、僕はまったく抵抗できなかった。プレスヤードの床で背中を打った僕に、隊長は馬乗りになってきた。そして、真上から拳を打ちおろしてくる。何がなんだかわけがわからないまま、僕は一〇発ほど殴られた。サローヤンは怪け訝げんそうな目つきで隊長の暴力を見つめている。

  「上官に反抗するのか、お前は!」

  「……た、隊長、その……」

  「ＤＩＡと国防騎士団ＯＮＤ。部署は違っても、階級差は絶対だ。そんな簡単なこともわかってないとはな!」

  　下から見ると、隊長の胸のサイズに圧倒される。馬乗りになっている下半身の感触も気になる。しかし問題は、彼女の打撃によって前歯が折れて鼻血が噴き出したことだ。あとで治ち癒ゆ魔法でくっつけるために、僕は自分の折れた歯を飲み込まないように気をつけた。歯の小さな破片が頬ほおの内側に突き刺さる。鼻血が喉のどの奥まで溢あふれ返って、息をするのも辛つらい。

  「すみません、サローヤン大たい佐さ。部下が反抗的だったので」

  　ソフィア隊長は立ち上がって、サローヤンに向かって軽く頭を下げた。

  「そこまでする必要はなかったろう」

  　サローヤンは後方の指揮官で、しかも情報を扱うＤＩＡの人間だ。実戦に立つ機会はほとんどない。ソフィア隊長の暴力を見て、少し気け圧おされているようだ。ここでようやく僕も、隊長の意図に気づいた。

  「もう、今日はいい……」と、サローヤンは血まみれの僕を一いち瞥べつし、かぶりを振った。「回復役がその調子ではどうにもならんだろう。次の拷ごう問もんまでに、誰かがもっとよく教育しておけ。二度とこんなことは許さんからな」

  　サローヤンは不ふ機き嫌げんそうに大きな足音を鳴らしつつ、プレスヤードを出ていった。はりつけのフランカは、僕とソフィア隊長を交互に見て、何かを言おうとしてそれを途中で引っ込めた。彼女は明らかに混乱していた。

  　僕たちもプレスヤードを出た。僕は折れた歯を吐きだし、それをハンカチでくるんでから懐ふところに入れた。口から鼻にかけて、大量の血がたまっていた。これだから、鼻の骨を折られると厄やつ介かいなのだ。あまりの激痛で、勝手に涙が出てくる。

  「ふう……まったく、肝きもを冷やしたぞ」

  　そう言って、ソフィア隊長が僕の背中を叩たたいた。

  「さっき僕を殴なぐったのは……もしかして、助けてくれたんですか?」

  　と、僕。鼻血がまだ止まっていないので、もごもごしたしゃべり方になった。

  「まったく。そういうことだよ。まずい流れだった。お前、サローヤンと口論なんかしたら、すぐに上官侮ぶ辱じよく罪、反逆罪で軍法会議だぞ」

  「……でしょうね。助かりました」

  「でも、鼻の骨と前歯はすまなかった」

  「自分で治しますよ」

  　僕は、唾つばと一緒に血のかたまりを吐きだした。歩きながら折れた鼻の骨をつまんで、さっそく星光体反射アストラル・リフレクシヨンで治ち癒ゆを開始する。

  「この任務は最低だけど、やっぱりリョウトは最高だよ」

  　シナフィが話しかけてきて、僕は「……そんなんじゃないよ」と首を横に振った。

  「いや、最高さ、あのムカつく野郎に反抗しようとした。偉いよ」

  「…………」

  　僕だって、反抗したくはなかった。僕は軍隊に自分の居場所を見いだしたのだ。それが奪われたら、生きる意味を失ってしまう。きっと母や妹にも迷惑がかかる。僕は、一人で孤独に生きているわけではない。仲間に、家族に、この国防騎士団ＯＮＤという組織に生かされているのだ。頭に血がのぼって上官に逆らうなんて、どうかしていた。

  「……フランカは、どうなるんでしょうか」

  　隊長に訊たずねた。鼻血が止まって、呼吸が楽になってきた。折れた骨もつながり始めている。

  「次の拷ごう問もんは、ウーゴとシタデルだ」答えて、隊長は苦にがい顔をする。「……エルフ族のゲオルクが、ＤＩＡの軍門に降くだるまで拷問は続く。とりあえずは、エルフェンクラングの駐在武官や工作員からの報告待ちだ」

  

  　隊長やシナフィと別れて、自分の部屋に戻る途中、宿舎の管理人に「手紙が届いてるよ」と声をかけられた。初老で上品な雰ふん囲い気きの管理人さん──兵士の一部は親しげにおじさんと呼ぶこともある──は、兵士が訓練中にケガをして帰ってくるのを見慣れているので、僕が血まみれでもまったく驚かなかった。

  「ありがとうございます」

  　手紙を受け取って、自分の部屋へ。相部屋のウーゴはいなかった。食事か、風呂にでもいっているのだろう。僕はベッドの端に腰かけて、懐ふところから自分の折れた前歯を取り出した。血に染まった小さな歯は、根元には歯は茎ぐきの一部らしき肉がこびりついていて、何か小さな別の生き物のようにも見えた。僕はそれをもともと生えていた場所に当てて、星光アストラル体を反射。あまり魔法を使いすぎると集中力が落ちてきて意識を失ったりするが、今日くらいの使用量ならまだまだ余裕がある。

  「痛ッ」

  　歯の周辺に、何かが突き刺さるような刺激のあと、治ち癒ゆがうまくいって折れた前歯が元に戻った。何度か歯を強く噛かみ合わせて、ぽろりといかないことを確認する。どうやら、大丈夫のようだ。ただ、小さな欠片かけらは紛ふん失しつしてしまったので、歯と歯の隙すき間まが少しだけ広くなった気がする。

  「さて、と……」僕は、管理人さんから受け取った「憲けん兵ぺい隊たい検けん閲えつ済み」の印が捺おされた封筒を開けた。中から出てきたのは、妹からの手紙だった。

  

  　兄さん、調子はいかがですか。こちらは母さんも私も元気です。兄さんからの仕送りのおかげで、今年の冬もなんとかなりそうです。ただ、兄さんが忙しすぎて、全然こっちに帰ってこないのが母さんは残念みたいです。私もちょっとさびしいかな。でも、兄さんは国を守る立派な仕事についているのだから、私たちがわがままを言うのはよくありませんよね。兄さんの身に何も起きませんように、兄さんが関わったすべての戦いがうまくいきますように、毎日星に願いを捧ささげています。

  　あと、プレゼントもいつもありがとう!　とても嬉うれしいです。兄さんからのプレゼントは、どれも一生の宝物にします。お礼にと思って、手作りのお守りを同封しました。忙しいと思いますので、この手紙に返信は不要です。とにかく体に気をつけて。無理をしないでください。ではまた、何かありましたら。

  

  　すべて妹の文字だ。母から手紙をもらったことは一度もない。母がこどもだったころは故郷の村に学校がなかったので、大人でも読み書きができない人間が多いのだ。

  　僕が封筒を逆さにすると、中から小さな人形が落ちてきた。妹が針金で作った「お守り人形」だ。僕の故郷では、小さな人形は持ち主にかわって不幸を引き受けてくれるという言い伝えがある。そのお守りを、懐ふところの奥にしまった。

  「国を守る立派な仕事、か……」

  　思わず、独りごちた。妹はまさか、僕が罪もないエルフの少女を拷ごう問もんする任務についているとは夢にも思っていないだろう。そのことを知ったら、母も妹も悲しむに違いない。

  　──何をやっているんだ、僕は。



  


   第四章　ロマンス
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  　三日後、ウーゴとシタデルでの拷ごう問もんが行おこなわれて、その間、エルフェンクラングから特に反応はなく、ゲオルクは妹が誘ゆう拐かいされたことも自分の腹ふく心しん以外には秘密にしているらしい。僕はずっと訓練に励み、一度警察の手伝いで貧民街スラムでの暴動鎮ちん圧あつに参加し（これは、街頭に立って怖い顔をしているだけですんだ）、さらに三日が過ぎた。

  　特殊部隊の一員とは思えないほど心根が優しいシタデルは、拷問のあとずいぶん落ち込んでいた。生まれたときから面倒を見ている子猫に向かって「ひどいことをしちゃった……」と愚ぐ痴ちを漏もらしていた。ウーゴとシタデルは、プレスヤードの隣にある水車部屋でフランカを拷問にかけたという。

  　大きな水車に、全ぜん裸らにしたフランカを両手両足を伸ばした姿勢でくくりつける。車輪に仰向けで拘こう束そくされれば、自然と体が反そり返って、その時点ですでにかなりの苦痛だ。水車は当然、下のほうが水につくようになっている。

  　拷問用の水車は、ハンドルがついた歯車で自由自在に回転をコントロールできる。そうやってフランカを水に浸ひたし、体を冷やし、息苦しい思いをさせて、水も飲ませる。水でフランカの腹が膨ふくらんできたら、口から棒を突っ込んで無理やり吐かせる──。ウーゴもシタデルも、その手の拷問を楽しめる変態ではない。得をするのはサローヤンだけ。本当に本当に、心の底からひどい話だと思う。

  　──まあ、二人のことをあまり心配しても仕方がない。

  　今日の拷問は僕たちの番なのだ。

  　サローヤンに言わせれば、まだまだ拷問が「手ぬるい」らしい。うんざりすることこの上なかったが、命令が出ている以上、サボれば懲ちよう罰ばつだ。サローヤンが手を回せば、軍法会議にかけられることもあるだろう。ただでさえ僕は、彼に目をつけられている。

  「シナフィは平気なの?」

  　僕は彼女と二人でプレスヤードに向かっていた。

  「平気なわけねーだろ」

  　不ふ機き嫌げんそうな声で答えが返ってきた。そりゃそうか。罪もない少女をいたぶることに何の抵抗もないような人間は、たぶん僕たちのチームにはいないはずだ。ウーゴもシタデルも、嫌いや々いややっているのだ。

  　しかし僕たちが嫌々でも、それはフランカにとってはなんの関係もないことだ。乗り気だろうがそうでなかろうが、同じ拷問には違いない。

  「俺はさ……」

  「ん?」

  　シナフィが、急にしおらしい態度で語った。

  「ほら、俺は学校も出てないし、外見も女っぽくないし、こんな性格だし……軍を追い出されたら、農のう奴どか娼しよう婦ふくらいしか仕事がないと思うんだ」

  「…………」

  　いくらメイトリア帝国が豊かといっても、女性が就つくことのできる職業はある程度限られている。たとえば、議会の被選挙権もまだ女性には与えられていない。特に未婚の女が、一人で自分らしく生きていくのは難しい社会なのだ。そのあたりの事情は、ヴォルコフ大公国もあまり変わらない。

  「でも、シナフィには冒険者adventurerの道があるかもよ」

  　僕は、励ますつもりでそう言った。

  「冒険か……」

  　と、シナフィは微かすかに目を細めた。

  　この大陸には、まだ人じん跡せき未み踏とうの秘境が北部と南部に散らばっている。そういった場所には未知の怪物が潜ひそみ、また怪しげな邪じや教きよう集団が神殿を作っていたりする。冒険者とは、秘境に飛び込んで財宝をあさったり、誰かの依頼で賞金首を追ったり、珍しい怪物を殺すか生け捕るかして報ほう酬しゆうを得たりする──そんな仕事だ。たまには傭よう兵へいや探偵のまねごとをしたりもすると聞いている。

  「ちょっといいなと思ったけど、そういうわけにはいかないさ、リョウト。故郷から、俺を頼って帝都にやってくる若いのとかがいるんだ。そういう若いのに仕事を紹介してやるのも、今の俺には大事なことなんだ……」

  　そういえば、そうだった。少数民族から国防騎士団ＯＮＤ入りしたシナフィは、彼女の故郷では期待の星なのだ。シナフィが出世すればするほど、主に騎士団がらみで、紹介できる仕事も増える。産業のない彼女の故郷も、そうした出で稼かせぎのおかげでうるおっていく。人は、一人で生きているわけではない。

  「そういうリョウトは、冒険者の道は考えなかったのか?」

  「考えたよ。でも、冒険者は給料が出る仕事じゃないから。僕は、故郷に毎月安定した仕送りがしたいんだ。それに軍人なら、戦死したら家族に補償金が出る」

  「家族思いなんだな」

  「父親が早死にしたら、こうなるよ。誰かが頑張らないと」

  「お互い、軍をやめられない理由があるわけだ」

  　シナフィの言葉には、わがままが許されない重さがあった。一人で生きているわけではない──それはとても幸せなことだが、同時に僕たちの行動を制限する鎖くさりにもなる。鎖を断ち切るのは簡単だが、そうするとつなぎ直すのは不可能に近いという、厄やつ介かいなしろものだ。得がたいものは、捨てないほうがいいに決まっている。

  「……そういうことだね」

  　僕はシナフィの言葉にうなずき、プレスヤードのドアに手をかけた。

  

  　親指潰つぶし、という拷ごう問もん具ぐがある。鉄板二枚で親指を挟みこんで、ハンドルでねじを回し、締め付けて圧迫していく。締め続ければ、当然親指の骨が砕ける。フランカの親指はうっ血し、いびつに変形していた。

  　僕がちょっと疑問に思ったのは、もしもフランカの乳ち房ぶさや女性器に激痛がくわえられた場合、ゲオルクがどんな苦痛を感じるかだ。サローヤンによれば、エルフの双子は一部の感覚が「つながって」いるらしい。ただ、男女は体の構造が違う。たとえばゲオルクの男根に痛みがくわえられた場合、フランカはどう感じるのか。恐らく、それに近い器官の痛みに変換されるのだろうが──。

  　それはさておき、苦しむフランカとサローヤンの機械的な表情を交互に見ていると、頑張ろうと思ったのにさっそく吐き気がしてきた。サローヤンは「もっとやれ」という。彼自身には拷問の技術はない。どうやって傷つけて、どこまでが魔法で治ち癒ゆできる範囲なのか。拷問は人体を熟知している人間の手によって行おこなわれなければ効果が落ちる。

  「……あ、う、あ……」

  　フランカは相変わらずＸ字型の拘こう束そく具にはりつけにされていて、表情はすっかり憔しよう悴すいしていた。親指潰しの痛みに耐えようとしているが、意識がもうろうとして判断力が鈍にぶっているのは虚うつろな目を見れば明らかで、脂あぶら汗あせを流し過ぎたせいで肌の色はくすんでいる。

  　ずっと心配しているのは、サローヤンが「この娘を輪りん姦かんしろ」と言い出しはしないか、ということだ。拷問と違って輪姦には専門知識も技術も必要ないので、下へ手たをすればサローヤン自みずからがそれを実行する恐れもあった。僕は、どうかそんな展開にだけはならないことを祈るばかりだ。

  「ふむ……」

  　サローヤンが突然動きだして、道具棚から蝋ろう燭そくを取り出し、それに部屋の燭しよく台だいを使って火をつけた。その蝋燭の火を、サローヤンはフランカに近づけていく。

  「ちょっと勝手な真ま似ねは……」

  　ソフィア隊長が制止しようとしたが、

  「これくらいなら、問題ないだろう。血も出ないし、殴なぐるわけでもないし」

  　サローヤンは平気な顔で溶けたロウをフランカに垂たらした。

  「……ああッ!」

  　今までの拷問に比べれば軽い苦痛だったろうが、かといって無視できるわけもなく、フランカはか細い悲鳴をあげた。熱いロウがフランカの肌を焼き、しかしすぐに冷えて固まって奇妙な装飾と化す。

  「本格的な拷ごう問もんは君らに任せる。これはちょっとした遊びだ」

  　──僕には鎖くさりが見える。

  　その鎖は無色透明なのに、なぜかそこにあるとわかる。

  　僕も、シナフィも、ソフィア隊長も、みんな透明な鎖に縛られている。この鎖は断ち切らないほうがいい。やっと見つけた居場所に、いられなくなるから。

  　──心を空からにしよう。

  　プレスヤードにいるときだけは、感情を捨てよう。

  　ロウで遊ぶことに飽あきたサローヤンがフランカから離れたので、僕は彼女に近寄って疲労度や負傷の具合を確かめた。必要ならば、治ち癒ゆ魔法を使う。彼女の目は見ないようにする。しかし、間近で彼女の息いき遣づかいを感じる。無視するのだ。僕は機械のように、与えられた役割を果たせばそれでいい──。

  　その時だった。フランカは、僕に聞こえるかどうかというギリギリの小さな声で、

  

  「助けて……兄さま……」

  

  　とつぶやいた。その声は、せっかく用意した心の鎧よろいを突き破って、僕の奥深いところまで突き刺さった。刹せつ那な、頭の中で閃せん光こうが弾はじける。空にした頭に電光が走る。
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  　僕の体が、半なかばオートマティックのように動いた。

  　ソフィア隊長が腰につけていたハンティング・ナイフを抜き取り、反対側の手でサローヤンをつかんで引き寄せて、みんなに「動くな」と告げた。サローヤンの首にナイフを当てて、彼を盾たてのようにする。

  「なにをやってるんだ、お前……!」

  　──本当に、僕は何をやっているのか。
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  「すみません、もう、何がなんだかわからなくなって……」

  　僕はそう言ったが、半分は嘘うそだ。頭の中では閃せん光こうがいくつも弾はじけているが、ほんの一部分はひどく冷静で、どうやればフランカを救えるかを高速で計算し始めている。それでも不安なのは間違いないし、近いうちにきっとこの行為を後悔するのだろう。まずいことになっている。うんざりする。

  「私を放せ。お前は、ちょっと混乱しているだけだ」

  　サローヤンにそう言われると、後悔はしないような気もしてくる。もうこれで僕の軍隊生活は終わりかもしれないが──いや、それどころか刑務所行き確定だが──それでもフランカをこのままいたぶり続けるなんて絶対にできない。

  「とにかく、シナフィ。彼女の拘こう束そくを解いて」

  「おい、待て。リョウト。お前の気持ちはわかるが、冷静に……」

  「急がないと、なんていうか……殺したくないけど、殺すかも」

  　僕はシナフィの言葉を遮さえぎって、サローヤンの頬ほおをナイフでざっくり抉えぐった。顎あごから目の下まで一直線にズバッと。これだ。今までどんな人間を傷つけたときよりも気分が良かった。もちろん致命傷にはなるはずもないが、結構な量の出血だ。顔面は、傷が浅くても血が派手に出ることが多い。

  「ぎゃッ!」

  　この程度で悲鳴をあげるなんて、サローヤンは痛みに弱いのかな、と思った。フランカにもっとひどいことをするよう命じてきたくせに。

  「とんでもないことになったな……」

  　とつぶやいて、ソフィア隊長はまず親指潰つぶしのねじを緩ゆるめて外した。それから拘束をすべて解除して、フランカは久しぶりに自由を得る。

  「…………」

  　驚いた顔のフランカは、僕の目をじっと見つめてきた。彼女の青い瞳はやはり深い海に似ていて、僕は溺おぼれそうだ。

  「シナフィ、ごめん、服を脱いで」

  「……リョウト」

  　フランカは全ぜん裸らに近い。とても外を歩けないので、まともな服がいる。シナフィは素直に服を脱いで、それをフランカに渡してくれた。フランカは状況を完全に把は握あくしていた。大急ぎでシナフィの服を着ていく。国防騎士団ＯＮＤの女子制服だ。

  「逃げよう」

  　僕はサローヤンを盾たてにしたまま、扉とびらに近づいていった。ソフィア隊長とシナフィには、部屋の奥まで下がるように命じる。そして思い切りサローヤンを蹴け飛ばして、さっきまでフランカがはりつけにされていた拘こう束そく具にぶつけてやった。扉を開けて、フランカとともにプレスヤードの外に出る。すぐに閉めて、外から鍵かぎをかけておく。これで時間を稼かせげる。

  　──さあ、問題はここからだ。

  「君を助けたい」

  　僕は、サローヤンの血で濡ぬれたナイフを拭ぬぐい、腰のベルトにさしこみながら言った。

  「……どうして?」

  　フランカは心底不思議そうな顔だ。

  「細かい理由はたくさんあるけど……とにかく、そうしたいと思った」

  　僕は、上う手まく答えられなかった。それでも、フランカは何かを納得したかのように微笑ほほえんでくれた。

  「……どうも、Dankeありがとうschon」

  　ドイツ語ジヤーマンはあまり得意ではないが、ダンケくらいはわかる。

  「申し訳ないけど、まだ礼は早い」

  　国防騎士団ＯＮＤの監かん獄ごくは壁に囲まれている。壁の出入り口には詰め所あり、そこには常時四人の衛兵が。それに地下二階から階段に出るためには、二人の衛兵が両脇に立った大扉を抜けないといけない。

  　僕たちにとって有利なのは、フランカがシナフィの制服を着ていることだ。衛兵は、上官の顔をじろじろ見たりはしない。無礼にあたる。あと、衛兵たちはフランカの顔を知らない。彼女がプレスヤードに運び込まれた時、顔には袋が被かぶせられていた。不自然な挙動さえ見せなければ、なんとかなるかもしれない──。

  「お前はリョウトだな」

  「君はフランカだ。話はあとで。とりあえず、ここから出よう」

  　フランカの長い耳はエルフ族の特徴だ。隠さねばならない。僕は応急処置用の包帯を取り出し（治ち癒ゆ魔法と併へい用ようするためのもの）、それをフランカの頭に巻いた。耳を押さえつけて、外からは見えないようにしておく。

  

  　僕は、フランカに「落ち着いて、慌あわてないで、堂々として。衛兵の敬礼には応えなくていいから、気をつけて」と言っておいた。これで囚しゆう人じんの脱走だと見破られたらそこまでだ。そのときは諦あきらめて投とう降こう──いや、暴力の出番か。やるとしても、仲間は殺したくないので、なるべく素手ですませたい。

  　階段へ出るための大扉とびらを開けた。心臓をばくばくと激しく鳴らしつつ、しかし表向きは冷静を装って、僕とフランカは衛兵の横を通り抜ける。衛兵は敬礼するが、僕たちと目を合わせようとはしない。拷ごう問もんを得意とする特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターを恐れている、というのもあるだろう。

  　無事に一階まで移動することができた。他人の視線を気にしているせいか、皮ひ膚ふが弱火であぶられているかのようにチリチリする。今までのどんな作戦よりも僕は緊張している。ほんの少しだけ早足で、詰め所の横にある壁の出入り口を目指す。

  　外はすっかり暗くなっていた。時間は──夜の七時くらいか。九時になると、外壁の城門が完全に閉ざされる。

  　詰め所の四人は、内部から囚人が出てくることよりも、壁を越えようとする侵入者を警戒していた。確かに、外からの手引きなしでこの監かん獄ごくを脱走するのは恐ろしく難しい。注意が外側に向いているのは当然のことで、それが今回は僕たちにとってプラスに働いた。

  　僕とフランカは、監獄をぐるりと囲む壁を抜けた。たぶん、この事件がきっかけで、警備がもっと強化されることになる。

  　まだまだ安心はできない。ウーゴと鉢はち合あわせになったら言い訳ができないので、宿舎には戻れない。宮殿や官庁舎が集まった中央区は危険だ。「このあたりは兵隊や警官がうろうろしてる。用心してついてきて」と隣のフランカに告げて、また歩き出す。こういうとき国防騎士団ＯＮＤの制服は便利だ。ほぼノーチェックで、中央区を守る内壁の城門を抜けられる。

  　僕とフランカは、中心部から少し外れた広場に立った。ここから、商業区の街並みが放射状に広がっていく。広場の端にベンチを見つけたので僕がそこに腰をおろすと、フランカもとことことついてきて、隣に並んで座った。フランカは、僕が何を考えているのか見極めようと、不安そうにこちらの様子をうかがっている。

  　こんな暴挙に出ながらも、僕は母や妹のことを忘れたわけではない。テロリストの報復を恐れて、実家に何か送るときは偽ぎ名めいを使っているのが役に立ちそうだ。国防騎士団ＯＮＤのメンバーで実家の住所を知っているのはソフィア隊長だけなので、しばらく家族は安全だと思う。隊長は僕の家族を人ひと質じちにとったり、その情報をサローヤンに売ったりする人間ではない。しかしそれも時間の問題だろう。ＤＩＡや憲けん兵ぺい隊が本気になれば、僕の故郷で母と妹を見つけ出すなんてそれほどの苦労ではないはずだ。

  　──なんでこんなことをしてしまったのか。

  　フランカを助けると決めて動き出したとき、頭の一部分は冷静だった。だが、それは一時的な目的達成のために、体がプロの兵士らしい動きをしただけにすぎない。やはり、あのときの僕はおかしかったのだ。状況は絶望的だ。エルフ族の少女を助けるべきではなかった。どうにもならないじゃないか、こんなことをしても。

  「くそっ……」

  　細かい思考が全部吹き飛んで、後悔と焦あせりだけが募つのる。

  　サローヤンを斬ったときはスカッとした。それは本当のことだ。だが、そのせいで僕は自分の人生を失いかけている。まるで、ゴールの見えない綱渡りをしているみたいな気分だ。時間の問題で、真っ逆さまに奈な落らくに落ちていく。

  　僕が途方に暮れて頭を抱かかえそうになっていると、フランカがそっと僕の手を握ってきた。

  「……っ!」

  　はっとして、彼女の顔を見た。青い瞳と僕の黒い瞳が、見つめ合う。

  「お前はもしかして……兄の依頼で私を助けにきた傭よう兵へいなのか?　それとも、兄の密偵にお金をもらって裏切ってくれたとか」

  「どっちも大間違いだ」僕は少しむっとした。見み損そこなってもらっては困る。金のためにあんなことはしない。「さっきも言ったけど、理由は色々だ。でも、一番大きな理由はあれかな……」

  「それは?」

  「……僕にも、妹がいるんだ」

  「…………」

  　世の中は複雑で、僕にはわからないことだらけだ。ただ、こんな僕でも、妹がいる兄の気持ちなら少しは理解できる。

  　フランカはプレスヤードで「助けて……兄さま……」とつぶやいた。遠く離れたエルフェンクラングのゲオルクには届くはずのない言葉だ。それは、拷ごう問もんの恐怖と疲労のせいで朦もう朧ろうとする意識の中、半なかば神に祈るような、つまりはうわごとのようなものだったのかもしれない。

  　──そうだ、思い出した。

  　僕は助けたいと思ったんだ。彼女を。

  

  「君を、故郷に帰す」

  　僕がきっぱりそう言うと、フランカはまず驚き、安あん堵どと不安が入りまじった複雑な顔をして、それから「……私を帰して、そのあとお前はどうするんだ?」と不思議そうに訊たずねてきた。

  「わからない」

  　即答した。これは嘘うそだ。少なくとも、無事ではすまないことがわかっている。

  「その……すまない」

  　なんとなく、彼女のために僕が窮きゆう地ちに立たされていることが伝わったのだろう。フランカが頭を下げて謝った。僕は首を左右に振って彼女の手を握り返す。

  「いいよ。自分で決断してやったことだ」

  　──そうだろうか?

  　自分で言ったことながら、決断、というのはちょっと違う気がした。プレスヤードでサローヤンを人ひと質じちにとったときには、僕はまだ決断していなかった。なんとなく、衝つき動かされるように、大おお慌あわてでやるべきことをやった。

  　彼女を守る──そう決断したのは今だ。たった今。
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  　フランカと話しているうちに、少しだけ先が見えてきた。次に何をするべきか、思いついたのだ。フランカを僕が守り、故郷──エルフェンクラングに帰す。これはもう決定事項だ。そこから先が絶望的だったのだが、もしかしたら政治で解決できるのではないだろうか?

  　妹を助けたとなれば、兄のゲオルクは僕のことを邪じや険けんには扱わないだろう。そして、サローヤンの作戦は国際問題になる。エルフェンクラングがいくら騒いでも、メイトリア帝国はびくともしないが、ヴォルコフ大公国はこの問題を放っておかないはずだ。エルフェンクラングへの不当な介入として、作戦の指揮官──サローヤン──に非難が集まる。

  　そういった政治的混乱の隙すきをついて、僕は母と妹を連れてノーマークの第三国に亡ぼう命めいする。当然、一人でやると大変そうなのでゲオルクに手伝ってもらう。エルフェンクラングを経由しての亡命ということになる。

  　この計画には欠点が二つある。欠点その一。計画の大事なところが、一度も会ったことがないゲオルク頼みであること。見知らぬ人間を信用することが大前提になっている計画なんて、誰かにギャンブルと言われても仕方がない。

  　欠点その二。まず、フランカをエルフェンクラングに帰すのが至難の業わざだということ。プレスヤードに外から鍵かぎをかけて時間稼かせぎをしたが、すぐに誰かが気づいて、サローヤンが僕とフランカの逮たい捕ほを命じる。主要な街道や都市には検問所が設置され、各地の警察や憲けん兵ぺい隊たいに僕たちの似顔絵が配布される。特殊部隊の僕を仕留めるためには、恐らく特殊部隊が猟りよう犬けんとして放たれる。陸軍、憲兵隊、内務省──そして国防騎士団ＯＮＤ、いったいどこの特殊部隊かはわからないが、必ずくる。

  　メイトリアの帝都ノアからエルフェンクラングまで直線距離で八〇〇キロメートル。これだけの距離を、追っ手をすべてかわして走破しなければいけない。グリフォンや軍用馬車をフルに使っても一週間近くかかる行程ときた。

  　しかしどんな欠点があろうとも、他に選択肢がない。

  　ああ、つまり、これは、なんというか、あれだ。

  　──やるしかないわけだ。

  「どこかで空路が使えたら、楽になるんだけどな……」

  「空路?」

  「人間に飼いならされたグリフォンとか翼竜だよ。それに乗って移動すると、あっという間」

  「ああ、そういう……」

  「よし、覚悟が決まった」

  　そう言って、僕は立ち上がる。

  「長旅になる。準備をしよう。僕はまだ君のことをよく知らないし、君も僕のことは知らないだろう。でも、これも運命と思って諦あきらめてくれ。とにかく、信用してほしい」

  「……わかった!」

  　あどけない表情で、フランカは僕の言葉にいちいち大きくうなずいた。エルフ族は寿じゆ命みようが人間よりはるかに長く、見た目と実年齢が一致しないというが、彼女の態度や言動は僕よりも年下にしか見えない。こんな少女にみんなで拷ごう問もんをくわえていたのかと思うと、キリキリ胸が痛くなる。

  「君を助けたいのは本当だ。君にとって異常な事態だろうが、僕にとってもそうだ。君が一人で逃げようとしたり、勝手な行動をとったりしたら二人とも死ぬだけだ」

  「……承しよう知ちしている」

  「旅には、道具がいる。金もかかる。ちょっと荒っぽい方法になるけど、手に入れる」

  　門が閉じられる九時がタイムリミットだ。

  

  　僕はフランカを連れて、商業区にある道具屋を探した。星光アストラル体で作られたマジックアイテムも扱っている店で、どの品物も高価なため、そこで買い物をしたことはほとんどない。場所を忘れかけていたが、目を皿のようにしていたら、なんとか地味な看板を見つけることができた。まだ営業時間中で助かった。

  　フランカと一緒に店内に足を踏み入れる。

  「ああ……いらっしゃいませ」

  　という店長のオヤジの声はぶっきらぼうで、怪け訝げんそうな目つきが「もうすぐ閉店なのに、金を持ってなさそうな客がやってきやがった。面倒くせえ」と口ほどに語っていた。

  　道具屋の名前は「マーリンの杖つえ」といった。

  　店内はそこそこの広さで、商品は木の棚にきれいに陳ちん列れつされている。ほうき、下着、料理道具といった雑貨類から、ナイフやロープといった長旅の必ひつ需じゆ品ひんまで。まあまあの品ぞろえ。高価なマジックアイテムは棚には見当たらず、恐らく店長が肘ひじを乗せているカウンターの奥に隠してあるのだろう。

  　店の隅に椅い子すだけがぽつんとあり、そこに武装した若い男が座っていた。店の用心棒だ。肩幅が広く、まあまあの腕うで利ききに見える。屋内だというのに鎖帷子チエイン・メイルを着こんでいて、腰には短めの剣を佩はいている。マジックアイテムがある道具屋には、強ごう盗とうに備えて用心棒がいるのが当たり前だ。

  　フランカは、物珍しそうにきょろきょろと店内を見回している。エルフの村以外を知らない彼女にとって、この帝都は初めての「人間の世界」なのだ。

  「国防騎士団ＯＮＤのものだけど」

  　僕は店長に話しかけた。

  「制服を見ればわかります」

  「暗視装置が欲しい。見せてくれないか」

  「あるけど、高いですよ」

  「今日は下見だ」僕は適当な嘘うそを並べていく。「正式な購入には、ちゃんと装備課を通す。今週中にいくつ用意できるか知っておきたい」

  「ああ、なるほど」

  　店長はあっさり騙だまされてくれた。こんなところでも、制服の効果は絶大だ。しかし、僕たちの指名手配書が出回り始めたら、逆に目立つのでせっかくの制服も脱がなければいけない。

  　僕の予想通り、カウンターの下には鍵かぎつきの大きな引き出しがいくつもあり、そこにマジックアイテムが保管されていた。

  「ここにあるのは、二つですね。裏に倉庫があって、そこに在庫がもう二つ」

  「倉庫があるのか……」

  　よく見れば、カウンターの向こう側には裏口があった。店長が言っていた倉庫につながっているものだろう。

  　このあたりでは店てん舗ぽが住居を兼ねているのが普通だが、「マーリンの杖つえ」は違うようだ。店長には特に家族がいないのかもしれない。好都合だ。

  　知りたいことは全部わかった。

  　まずは用心棒だ。

  「よし」

  　僕は、用心棒に駆け寄っていきなり一回転し、右の後ろ回し蹴げりを繰り出した。足を伸ばしたまま振り上げ、大きく巻き込むように蹴るのだ。

  「!」

  　大技とは、奇襲のためにある──というのが僕の持論。集中している相手に大技を打ちこむのは難しいが、比較的気を抜いている相手への奇襲なら話は別だ。先制攻撃で一気に終わらせることができれば、楽でいい。

  　加速する僕のカカトが、用心棒のこめかみに炸さく裂れつした。

  　人間の脳は、頭ず蓋がい骨こつ内の液体──脳のう漿しよう──の中で浮いたような状態になっている。こめかみを強打すると、体は急激に動くのに脳は慣性の法則に従ってその場にとどまろうとするので、頭蓋骨と衝突して気絶級のダメージが発生する。

  　事実、その用心棒はがくりと膝ひざから崩れ落ちた。僕は動きを止めずに反転し、今度はカウンターに向かって猛ダッシュ。

  「ひっ」

  　とくぐもった悲鳴をあげて腰を抜かした店長に、カウンターを飛び越えて肉薄した。僕は店長の首を抱かかえて、彼のみぞおちに思い切り膝蹴げりを打ちこむ。

  「ぐぼッ」

  　店長の喉のどの奥から奇妙なうめき声が漏もれた。僕はさらに連続して膝蹴りを打ちこみ、彼の動きを完全に止めてから、背後に回って首に腕を回し頸けい動どう脈みやくを絞めあげる。殺しはしない。一瞬で「落とす」だけだ。始めてから一〇秒近くで、強こわ張ばっていた店長の体から余計な力が抜けた。気を失ったのだ。

  　僕は急いで出入り口に走り、窓から通りを見て、通行人の誰かが店内の騒動に気づいていないか確認した。こちらを気にかけている様子の人間はとりあえず見当たらない。ドアにかかっている札を「閉店」にして、窓の鎧よろい戸どをすべて下ろす。

  「お前、何者なんだ?」

  　フランカが目を丸くしていた。手て際ぎわの良さに驚いているのだろうが、訓練を受けた兵士なら当然のことをしているだけだ。

  「何者だと思う?」

  「拷ごう問もん部屋で私を治ち療りようしていたから……衛生兵か何かだと」

  　フランカは、僕が彼女の護衛を殺し、拉ら致ちを実行したグループの一員であることを覚えていないらしい。──それはそうか。いきなり戦闘に巻き込まれて、襲ってきた人間の顔をいちいち記憶しておくなんて素人しろうとには難しいに違いない。「君をさらった部隊に所属してた」なんて正直に話しても利点はなさそうなので、余計なことは何も言わないでおく。

  「こう見えても、国防騎士団ＯＮＤの対テロ要員だよ。専門の訓練を受けてる。少しだけど、星光体アストラル・投射魔法プロジエクシヨン・マジツクも使える」

  　僕は、棚にあったロープをとり、気絶させた店長と用心棒を後ろ手に縛った。がっちりと猿さる轡ぐつわを噛かませて、助けを呼べないようにする。店長の懐ふところをまさぐると、鍵かぎの束が出てきたのでもらっておく。

  　裏口のドアを開けてみた。裏庭があり、離れに小屋がある。あの小屋が、親おや父じの言っていた倉庫だ。倉庫のドアには外から南なん京きん錠じようがかかっていたが、奪った鍵の一つで簡単に開けることができた。倉庫の中は暗く、空気も湿っていて、所狭しと品物が保管されている。

  「手伝って、フランカ」

  「な、何をすれば?」

  「足のほう、持って」

  　フランカの手も借りて、店長と用心棒を倉庫の中に運んだ。その二人を、倉庫の柱に厳重に結び付けて一安心だ。僕はそのまま、倉庫の中を物色した。星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを使う鍛か冶じ師が研といだ、特製の短剣を二本見つけて、僕は自分の悪運に感謝する。土ど壇たん場ばだが、まだまだツキには見放されていないようだ。

  「貴族の私に力仕事など……」

  「ごめんね、非常事態だし」

  　他にも倉庫には防具類もあった。

  「フランカ、国防騎士団ＯＮＤの制服は逆に目立つから、ここで着替えよう。あそこに、女性向けの防具もあるみたいだから。サイズが合うやつを。靴くつもね」

  「わかった」

  　フランカは不思議そうにしながら、しかし僕の言葉には素直に従ってくれる。

  「僕は店のほうで着替えて、待ってる」

  　彼女が人目を気にしないで着替えられるよう、僕は気を遣つかった。気を遣うも何も、僕はフランカの全ぜん裸らに近い姿を何度も見ているわけだが、今は状況が違うので別の話。

  　国防騎士団ＯＮＤの制服を脱いで、倉庫から持ってきた厚手の革かわ鎧よろいを身につけた。重要なポイントが鉄板で補強された、質のいいものだ。

  　腰のベルトに短剣をさしこんでいると、着替え終えたフランカが店に戻ってきた。

  「…………」

  　彼女の姿に、僕は一瞬目を奪われた。

  　フランカが選んだのは、都市をメインに活動する女性冒険者の間で流は行やっている、見た目の美しさと実用性を兼ね備えたチェイン・メイルだ。星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクが使われている気配を感じる。隙すき間まが多いのに、防御力は高そうだ。

  　彼女の肉感的な乳ち房ぶさや太ふと腿ももを、鎖くさりの輪が美しく強調している。これも妙な話だが、服を着ていないときよりもずっと彼女が色っぽく見えた。

  「……ど、どうかな?」

  「ええと、その……似合ってる」

  　フランカが感想を求めてきて、僕は思わず頬ほおを赤らめる。

  　なんなんだ。この緊張感のない会話は。

  

  　フランカは包帯を外し、棚に陳ちん列れつされていた大きめのヘアバンドをつけて、自分の長い耳を隠した。護身用に懐ふところにナイフを隠し持ち、普通の弓と矢や筒づつを背負う。僕と並んで歩けば、傍はた目めには二人旅の傭よう兵へいか冒険者に見えるはずだ。

  「あと、大事なこと忘れてた」

  「なんだ?」

  「目だよ。僕の隻せき眼がん」

  　僕はカウンター下にある引き出しをすべて開けて、使えそうなマジックアイテムを探した。指名手配書には、必ず僕の顔の特徴として「隻せき眼がん」と書かれているはずだ。それを逆手に取るには、性能のいい義眼があればいい。

  「よかった、これだ」

  　幸運が続く。

  　水の入った小こ瓶びんに、ガラス玉のような義眼が浮かんでいた。瓶のふたを開けて、中からしっとりとした質感の義眼を取り出す。見た目は硬そうだが、触ってみると柔らかく、ゆで卵のよう。それを、空くう洞どうになっている僕の左目に押しこむ。

  　魔法の義眼といっても、これで視力が回復するわけではない。そこまで高性能な義眼の開発はまだだ。ただ、この特別な義眼は右目の動きと連動する。外からでは義眼には見えないという利点があるのだ。

  「ふう……」

  　僕は大きく安あん堵どのため息をついた。逃げると決断して以降、一番気になっていたのが実はこの「隻眼」のことだった。追手の目をごまかすために、これだけはなんとかしておきたかった。

  　ばね仕掛けの時計が壁にかかっていた。時刻は夜の八時二〇分。あと四〇分しかない。旅の準備を急がねばならない。

  　旅行用の背嚢バツクパツクがあったので、使わせてもらう。それに、棚に並んだ商品の中で役に立ちそうなものをどんどん詰め込んでいく。レインコート、替えの下着、靴下、手袋、折おり畳たたみ式スコップ、料理用具、せっけん、タオル、ハンカチ、毛布に水筒など。エルフェンクラング国境線付近、そしてメイトリア帝国北部の地図も忘れてはいけない。なるべく大きな縮しゆく尺しやくのものをいただく。

  　少し悩んだが、マジックアイテムの暗視装置は持っていかないことにした。大きさと重量が難点だった。すぐに売り払うという手もあったが、こんな珍しい品物は必ず足がつく。

  　背嚢バツクパツクの他にも、腰にさげるタイプの雑嚢フイールドバツグも装備していく。

  　雑嚢フイールドバツグの中身は、はさみ、メス、かみそり、脱だつ脂し綿めん、包帯、薬草のクリーム、消毒用アルコールといった応急処置の道具。そして火打ち石や植物油、コンパス、飯はん盒ごう、ロープなどサバイバル用品も。

  　この道具屋は、食べ物は扱っていなかった。本当は保存食がたっぷり欲しいところだが、それはまた別の場所で仕入れることにする。

  　フランカはもう弓矢を背負っているので、背嚢バツクパツクはなし。そのかわり、雑嚢フイールドバツグを二つさげる。彼女の雑嚢フイールドバツグには、女物の下着とレインコートと毛布をもう一枚ずつ。

  　店にあった現金の額は、二人旅には十分すぎるほどだった。しばらく路ろ銀ぎんで難なん儀ぎすることはなさそうだ。ぴったり半分にして、僕とフランカの懐ふところに収める。

  「こんなものかな、行こう」

  「その……なにからなにまで……」

  「ん?」

  「世話になって、その……感謝する……」

  　そう言った彼女はとても照れていた。

  「いや……」フランカの感謝が、僕の耳には痛かった。

  　そもそも僕はフランカの拉ら致ちや拷ごう問もんに一枚も二枚も噛かんでいたわけだし、本当は軍を裏切りたくなかった。今だって、少し気を抜くと弱気になって、フランカをサローヤンに返して投とう降こうしたほうがいいんじゃないかと悪い考えが頭をもたげてくる。

  　だけど──僕は助けると決めたのだ。無実の彼女を、非人道的な作戦から救うために。

  「謝らないといけないのは、こっちなんだ」

  「……え?」

  「早くいこう。門が閉じたら全部が水の泡だ」

  　店長と用心棒を閉じ込めた倉庫に鍵かぎをかけて、僕たちは帝都外壁の城門を目指した。さっきの監かん獄ごくと同じで、城門の警備は注意が外──つまり、貧民街スラム──に向かっている。入るのが難しいかわりに、出るのはたやすい。

  　僕たちは帝都を離れて、エルフェンクラングへの旅に出る。

  　嵐の海に小舟で漕こぎだす船乗りの気分だ。



  


   第五章　帝国の追跡者たち

  

  　国防騎士団ＯＮＤの副団長にして、ＳＯＧ強襲部隊チーム２のリーダーでもあるソフィア大たい佐さは、女主人がなかなか戻ってこないことを心配した侍じ女じよによって、国防騎士団ＯＮＤ宿営地監かん獄ごくの地下二階、通称「プレスヤード」に監かん禁きんされているところを発見された。プレスヤードには、国防Ｄ情報Ｉ局Ａのサローヤン大佐と、ソフィアの部下であるシナフィ大たい尉いもいた。プレスヤードでは極秘作戦を進行していたが、内部から裏切り者が出て、重要な捕ほ虜りよとともに逃とう亡ぼうしたという。裏切り者の逃亡からその発覚まで、すでに八時間が経過。深夜二時を過ぎていた。この時点で、逃亡者の追つい跡せきは大きく出遅れていた。徒歩での速度を時速六キロと仮定しても、逃亡者は最高四八キロもこの帝都を離れたことになる。
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  「リョウトがまさかそんな……」

  　ショックを受けているのは、ウーゴ・バティスタ中ちゆう尉いだった。

  　国防騎士団ＯＮＤ、帝都宿営地本部の大会議室で、強襲部隊チーム２の面々とサローヤンが円卓の席についていた。監禁されていたソフィアたちが一休みして、ウーゴとシタデルが集まってくるまでの間に、サローヤンは帝都周辺の主要都市・街道に検問所を設置するように指示。星光体投射アストラル・プロジエクシヨンによる遠えん隔かく通信ができる魔術師たちを使った。しかし似顔絵の配布はまだ間に合っていない。検問所の兵士たちに与えられているのは、隻せき眼がんの青年兵士とエルフの少女二人組という情報だけだった。

  「……まさかも何も、だ」サローヤンは不ふ機き嫌げんさを隠そうともせずに吐き捨てた。彼の目には殺気が満ちていた。「事実、あの男は裏切り、エルフの娘を連れて逃げた。もしかしたら、どこかでエルフェンクラングの工作員に金でももらっていたのかもしれん」

  「リョウトはそんな男ではありません」

  　ソフィアが部下をかばう。

  「どうでもいい」と、サローヤン。「とにかく、あの男は内々で片付ける」

  「片付ける、とはどういう意味ですか」

  「そのままの意味だ」

  　サローヤンが冷たく言った直後、ドアをノックする音がした。向こう側から「ＤＩＡ、対ゲリラの副部長ニコラス少佐です」

  「私の右腕だ。入っていい」

  「失礼します」

  　大会議室に、もう一人増えた。サローヤンの部下であるニコラスは、ＤＩＡには珍しい武闘派、肉体派に見えた。パイナップルのような不思議な髪型で、顔の輪りん郭かくが角張っている。あごのあたりに凄すさまじい刀傷があり、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしてたくましい。ニコラスは敬礼し、サローヤンに対して報告を始める。

  「現在、帝都から五〇キロ圏内の主要都市と街道で検問を実施。しかし、今までに特に成果はありません。本格的な捜索は、夜が明けてからになるかと……」

  「くそっ……厄やつ介かいなことになってきたな」

  　舌打ちするサローヤンに、ソフィアが冷水を浴びせるように言う。「あのエルフの少女……フランカのことは、各地の憲けん兵ぺいや警察にどう説明するつもりだ?」

  「お前の部下のせいでとんでもないことになったが、作戦が完全に崩ほう壊かいしたわけではない。追手には、フランカの身体的特徴だけ伝えて、詳細は伏せる。極秘作戦は続行だ」

  「つまり?」

  「表向きには、危険な脱走兵が少女テロリストともに逃とう亡ぼう……そういう筋書きでいく」

  　それしかあるまい、とサローヤンは吐き捨てた。

  「それは、ひどい」シタデルが抗議の声をあげる。「確かに、リョウトは許されないことをやらかしましたが……」

  「こっちだって遊びじゃないんだ!」

  　シタデルの言葉を遮さえぎって、サローヤンは激げつ昂こうした。

  「ザコは黙ってろ!　いいか!　ソフィア大たい佐さ、強襲部隊にも手伝ってもらうぞ。いやとは言わせん。あのリョウトとかいう裏切り者を、あなたが直接追いかけて逮たい捕ほしろ。その責任があるはずだ」

  「ふん……」

  　ソフィアは何も言い返さなかった。分が悪い。部下の管理責任を問われれば、これは完全にソフィアの落ち度だ。

  「捜索範囲はどう広げましょうか?」

  「それは、考えるまでもない。あいつらは、エルフェンクラングを目指すに決まっている。移動ルートを予測し、包囲網を形成し、徐々に縮ちぢめていってカタをつける」

  　そのときだった。ノックもなしにドアが開けられた。いきなり見知らぬ大男が会議室の中に入ってきて、居合わせた面々は護身用の武器に手を伸ばし、腰を浮かせて不測の事態に備えた。

  「あ、失礼しました。ノック忘れてました」

  　ところがその大男は、緊張感のかけらもない声でぺこぺこと頭を下げた。どうやら敵ではなく身内のようだが、妙な男なのは間違いなかった。

  「なんだお前は!」

  　サローヤンが怒鳴りつける。

  「ああ、すみません。陸軍のもんです」

  「お呼びじゃないぞ」

  「ただの陸軍じゃないんですなあ。これが」

  　と、大男は懐ふところから手帳型の身分証明書を取り出してみせる。

  「陸軍、調査部第一課中ちゆう佐さ。リカルド・アイアンハイドです。よろしくお願いしますよ」

  

  　リカルド・アイアンハイドは、身長二メートル近い大男だが、シタデルと違って太ってはいなかった。背が高いだけでなく、手も足も長く、全体のバランスがとれている。やや猫背気味で、くすんだ色の軍用外套コートを羽織っている。

  　顔を見れば、髪が短く、いつも笑っているように目が細い。叩たたき上げが多い陸軍の中佐とは思えない、温和そうな顔だ。

  「そちらの特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターが、軍規違反を犯して逃とう亡ぼう中だとか」

  　リカルドが言うと、ソフィアが眉まゆをひそめた。

  「まだ、陸軍には秘密のはずだが」

  「そこそこの情報網はちゃんと持ってますよ。そりゃあ」

  　すでに国家憲けん兵ぺい隊や内務省警察局を動かしている。確かに、耳が早いものならすでにリョウトの件を嗅かぎつけていてもおかしくはない。

  　それにしても、とソフィアは思考を巡らせる。

  （陸軍調査部か……）

  　一つの国家に、様々な情報組織が存在するのは珍しくない。国防騎士団ＯＮＤの調査隊、皇帝直属の国防情報局ＤＩＡ、内務省の秘密警察──組織は組織ごとに独自の情報網を構築したがるものだ。

  　陸軍もその例に漏もれず、専属の情報組織を有している。それが、陸軍調査部Army Intelligence Department。略称は陸Ａ調Ｉだ。皇帝陛下の「諜ちよう報ほう好き」によって、陸調もそれなりの優遇を受けていた。国防騎士団ＯＮＤやＤＩＡより格下なのは間違いない、だからといって無視できる存在でもない。

  　調査部中佐のリカルド・アイアンハイドといえば、有能なのか無能なのかわからない男として有名だった。顔はいつも温和そうで、昼間は日向ひなたでぼんやりしているばかりで、まともな軍人には見えない。しかし、実績の話になると、彼ほど活躍している軍人は陸調には他にいない。

  　リカルドはもともとは一般の徴ちよう集しゆう兵でありながらも、陸軍にいるうちにめきめきと頭角を現し、主に国内の防ぼう諜ちよう作戦でいくつも大手柄を立てている。現在は、最近急速に勢力を伸ばしつつある邪じや神しん崇すう拝はいの秘密教団を摘てき発はつする作戦に関わっているとソフィアは聞いていたが……なぜそんな男がこの段階から動いてくる?

  「なんでも、エルフの少女を連れて逃げたとか」リカルドはにこにこと笑顔で言う。「気になるのは、そっちですよね。逃げた特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターの情報はそこそこ出てくるけど、少女のほうはまだ名前もわからない。名前も発表されていない少女を、どう追いかけろと?」

  「……陸軍はアテにしとらん、ということだ」サローヤンは身も蓋ふたもない言い方をした。「裏切り者も、エルフの捕ほ虜りよも、すぐに追い詰める。情報局と騎士団で十分だ。下働きは、憲兵と警察で足りている」

  「そちらが何と言おうと、俺たちは逃げた『彼』を追いますよ」

  　そう言ったリカルドの顔は微笑のままだったが、声には微妙に硬質なものが混ざった。のんびりとした声の奥に、一歩も引かない頑強さが潜ひそんでいた。

  「別に、サローヤン大たい佐さの許可をもらいに来たわけではありません。ただ、礼儀として『おたくの若いのをつかまえますよ』と、ソフィア大佐に挨あい拶さつに来ただけです」
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  　挨拶をすませたリカルドが建物の外に出ると、副官のクレア大たい尉いが待っていた。とても真ま面じ目めな女性軍人で、リカルドは少しだけ彼女のことを苦手にしていた。よく怒られるし、なぜか頭が上がらない。

  　クレアはその性格を象徴するかのように、陸軍の女子制服をタイトに着こなしている。赤毛で色白なせいか、知的な黒い瞳ひとみがやけに目立つ。

  「必要だったんですかね、挨拶」

  　クレアが話しかけてきて、リカルドは「顔を見ておきたかったんですよ。向こうさんの」と答えた。相手は部下なのに敬語だった。

  「やっぱり、一度くらいは見ておかないとね。性格はある程度顔に出ますから。──それよりも、クレアさん。頼んでおいた資料は手に入りました?」

  「はい。もちろん」

  　クレアは、右脇に書類の束を挟んでいた。それを持ち直して、読み上げる。

  「リョウト・アマザキ。一七歳。国防騎士団ＯＮＤ、最年少の強襲部隊特殊戦闘要員スペシヤル・オペレーターです。歩兵学校ＳＯＩを一五歳で卒業。卒業と同時に国防騎士団ＯＮＤに実戦配備。二年間で七〇以上の作戦に参加。報ほう国こく銀ぎん鷲しゆう章しようと帝国貢こう献けん章を受じゆ勲くん。すでに一〇〇人以上を殺している、若いですが筋金入りのキラーエリートです。星光体魔法アストラル・マジツクも三種類使うとか。隻せき眼がんです」

  「家族は?」

  　というリカルドの問いに、クレアは書類を何枚かめくってから答える。

  「トルキア山地の小さな村で母と妹が暮らしているようですね。裕福な家庭ではありません。しかし国防騎士団ＯＮＤは用心深いので、家族の正確な住所は不明でした」

  「あとで、郵便局に人をやってください。リョウト・アマザキが故郷に仕送りか何かをしていないか調べておきましょう」

  「了解」

  「あと、帝都内で魔法の義眼を扱っている店ってのはどれくらいあるんでしょうね」

  　リカルドは、髪の毛をわしわしとかき回しながら言った。

  「魔法の義眼……ですか?」

  「目立ちますよ。隻せき眼がんの逃とう亡ぼう者は。俺がリョウト・アマザキの立場なら、それを最初にどうにかしたいと考えます。しかし普通の義眼では、結局すぐに身元が割れる。傍はたから見たら何の変へん哲てつもないような、魔法の義眼でなければ」

  「急いでリストアップして、調べ上げます」

  「よろしくお願いします。で、俺は準備が整い次第帝都を出ます。彼を追いかけないと」

  「リカルド中ちゆう佐さ!　最前線に出るおつもりですか!?」

  　クレアが、腰に手を当てて怒りだした。

  「リカルド・アイアンハイド中佐は陸りく調ちようのエースで、第一課の課長代理でもあります。そんなあなたが、簡単に帝都を離れるようでは困ります!」

  「あ、いや……クレアさんの言いたいことはごもっともなんですが……」

  　クレアに怒られるのが苦手なリカルドは、思わずぺこぺこと頭を下げた。これではどちらが上官かわからない。

  「あのですね……俺の推測では、リョウト・アマザキは国防の根幹に関わる重大事件の鍵かぎを握ってるんですよ。彼の身柄は騎士団やＤＩＡに渡したくない。俺が直接、追つい跡せき部隊を仕切ったほうが絶対に効率がいいと思うので……」

  「もう……」

  　クレアは、半なかば呆あきれたような顔だ。

  「リカルド中佐は、いつもにこにこしてるくせに、妙に頑固なところがあって。一度やると決めたら絶対に曲げませんからね……わかりましたよ。それで、いいです。中佐自みずからが追跡部隊を率ひきいる方向で調整しておきます。そのかわり、私も一緒にいきますから」

  「は、はい……」

  　本当は、事務処理能力が高いクレアには留守を任せたかったのだが──。一度ついてくると言ったら何があっても彼女はついてくるだろう。頑固なのはどっちだか、とリカルドは極めて小さな声でつぶやく。

  「何か言いましたか?　中佐」

  「いえ、何も……」
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  　逃とう亡ぼうの旅が始まった。

  　短い旅になればいい、と僕は思う。

  　帝都の周囲には、たくさんの小さな都市がある。巨大な帝都を支えるための機能を分担する、衛星都市群だ。そのうちのひとつに、長旅の隊商キヤラバンがよく利用するニューバイトブリッジという町がある。この町に滞在しつつ、帝都の市場や卸おろし売りの業者に商品を売りさばいていくのだ。

  　帝都から三〇キロほど離れたニューバイトブリッジは、広大な牧場に囲まれた軍用場、農のう耕こう馬ばの産地でもある。大きな厩きゆう舎しやが並び、飼料畑が広がり、馬牧場は丈夫そうな牧柵に囲まれている。町の人口の六割が、何らかの形で馬の育成と販売に関わっているという。ここでキャラバンが旅行用の馬を補充する。長旅において、かわいそうだが馬は「消しよう耗もう品ひん」と言っていい。でかくて速くてタフに見えるが、ちょっと無理をさせるとすぐにダメになる。特に寿じゆ命みようが短いのが、軍用馬だ。

  　とにかく、フランカの故郷エルフェンクラングは遠い。馬がなければ話にならない。最初は盗もうかとも思ったが、ニューバイトブリッジの馬牧場は陸軍や自警団によって厳重に守られている。何人か殺さないと、盗むのは無理だろう。それは避けたい。なんとか、金で買うことができれば一番いい。

  　ニューバイトブリッジの中心には砦とりでがあるが、町全体が城じよう壁へきに囲まれているわけではない。夜や陰いんに乗じて町中に忍び込むことが十分に可能だった。僕とフランカが到着したときには、まだ検問所も設置されていなかった。

  　この規模の町ならば、冒険者向けの宿屋が深夜も営業しているのが当たり前だ。そこに駆けこんで、部屋をとった。フランカとともに二階の角部屋に入って、大量の荷物を床におろし、一息つく。

  　僕が窓まど際ぎわの椅い子すに座ると、フランカは粗そ末まつなベッドの端に腰を下ろし、足をぶらぶらとさせた。

  「この町で、馬と食料を買う。キャラバン向けの町だ。そういう品物はよくそろう」

  　僕は今後の方針を説明した。

  「馬か」

  「フランカは、馬には乗れる?」

  「もちろん。エルフ族の成人で、騎乗で弓が撃てないものは、ほぼおらん。馬鹿にするものではない」

  「馬鹿にしたわけじゃないんだけど……」

  　帝都の道具屋で奪った金は、軍用馬は無理でも、調教済みの乗用馬を二頭、馬具つきで買ってもまだ十分すぎるほどのおつりがくる額だった。

  「それよりも……一晩ずっと歩いたせいで、こんなになってしまった」

  　そう言ってフランカは靴くつを脱いだ。靴下も一緒にだ。そしてあらわになった彼女の足は、かかとの豆がつぶれていたり、あちこちの皮がめくれていたりで、ほとんど血まみれと言ってよかった。歩き慣れていないなら、当然こうなる。それにしても、よくこれだけの痛みにたえて平然とついてきたものだ。

  「治そう」

  　僕はフランカに対して跪ひざまずき、とりあえず彼女の右足を自分の膝ひざの上にのせた。

  「ぶ、無礼者!　何をする!」

  　フランカが、顔を真っ赤にして怒鳴ってきた。足をバタつかせて僕を蹴けろうとする。

  　無礼者と言われて、僕はなんだかおかしかった。

  「だから、治すんだって。じっとしてて」

  　ここで、僕が治ち癒ゆ魔法を使うことを思い出したのだろう。フランカは静かになって、僕に足を任せてくれた。

  　僕は水筒の水でハンカチを濡ぬらして、汚れた彼女の足を丁てい寧ねいに拭ふいていった。いきなり治癒魔法をかけても、効き目は薄い。応急処置をしてからだ。

  　エルフ族の特徴なのか、それとも彼女の個性なのかはわからないが、足の指がとても長かった。桜色の指先に、うっすらと光る形のいい爪。美しい足に見み惚ほれていたら今度こそ本当に蹴られるかもしれないので、応急処置に集中する。

  　僕は雑嚢フイールドバツグから消毒用アルコールを取り出し、彼女の傷に薄く塗った。その刺激に、彼女の顔が「ん……」と微かすかに歪ゆがむ。

  「痛かった?」

  「いや……大丈夫だ。続けろ」

  　消毒後、薬草のクリームを塗り、ここでやっと魔法の出番だ。星光アストラル体の干かん渉しようで完全に傷をふさいでから、包帯をきつめに巻いておく。

  「……お前は、不思議な男だな」

  　フランカがしみじみと言った。

  「そうかな……わかりやすいほうだと思うけど」

  「危険を冒おかして私を助けてくれた。だが、感情的な熱血漢という感じでもない。知的で、冷静で、学者のようなのに……戦っても強い」

  「褒ほめすぎだよ。僕は勝てる勝負は落とさないだけ。冷静に見えるけど、内心いつも焦あせりっぱなしだ」

  　僕は、今度は彼女の右足の治療にとりかかる。

  「お前のような人間に会うのは初めてだ。お前は私を拷ごう問もんしていた連中の仲間だったのに、なぜか信頼できると思える……」

  　傍はたから見たら妙な構図だろう。助けた僕が、捕ほ虜りよだったエルフの少女にかしずき、彼女の足を大事に抱えて治療をしている。少女は貴族のしゃべり方で僕を褒ほめて、微かすかに熱を帯びた視線を送ってきている。

  　僕は彼女と視線が合わないようにうつむいて、治ち癒ゆ魔法に専念する。

  「……妹がいるんだったな。私に似ているのか?」

  　フランカが訊たずねてきた。

  「遠目にはちょっと似てる。でも、こうして話していると全然似てない」

  「どういう意味だ?」

  「妹は貧乏農民の娘だから、色々と違うよ。そういう意味」

  「私のせいで人ひと質じちにとられたりしないか?」

  「家族の住所は秘密にしてある。仕送りをする際にも、偽ぎ名めいを使ってた。しばらくは大丈夫だと思う。──君をエルフェンクラングに帰したら、僕は第三国を経由して政治亡ぼう命めいするつもりだ。そのときは、もちろん母と妹も一緒だ」

  「もしかして、以前から亡命したかったのか?」

  「そんなことはないよ。楽しかった。いい仲間がいて、毎日が充実してて、僕の居場所はここしかないと思ってた」

  「……そんな」

  「でも、僕はどうしてもこの任務だけはまったく納得できなかった。我慢の限界がきて、この任務の立案と指揮を担当しているサローヤンという男に刃やいばを向けた。君の目の前でやったことだから、あんまり詳しく説明する必要はないと思う」

  　僕は続けて言う。

  「ああいうことを、やってしまった。で、君を監かん獄ごくから外に連れ出した。ここで僕が君を再び拘こう束そくして、帝都に戻ってサローヤンに突き出したとして、無事に終わると思うかい?」

  「…………」フランカは無言で首を横に振った。

  「そう。ここで投とう降こうしても、僕だけ無罪放免なんてありえない。僕は軍隊を追い出されて、たぶん刑務所で一〇年近く食らう。そのうえ、君には前よりもひどい拷問が待っているはずだ。ここで引き返しても、いいことは何もない。ということは前に進むしかないんだ」

  　フランカをサローヤンに引き渡して、逃とう亡ぼう劇を終わらせてしまうというのは、正直楽でいいと思った。僕も無事ではすまないだろうが、これから続くであろう困難の連続を想像したら、悪い選択とは言えない。

  　悪い選択ではない──だけど、僕はそうしない。

  　不安は募つのるし、後悔もある。それなのに、僕は今とても楽しんでいる。

  　わくわくしているんだ。

  　貴族の少女を守って旅をするなんて、まるでずっと憧あこがれていた騎士物語のようじゃないか。

  「終わった。どうかな?」

  　僕は彼女の足を離して、立ち上がった。フランカも立って、爪つま先さき立ちになったり床を蹴けったりして足の具合を確かめる。

  「元通りだ。すごいな……ありがとう」

  「フランカは優しいんだね」

  「うん?　なぜだ」

  「エルフ族の貴族っていえば、すごくプライドが高いって聞いてる。それなのに、僕のような人間の平民にちゃんとお礼を言ってくれる」

  　先進的民主主義を標ひよう榜ぼうしているメイトリア帝国だが、身分制度は残っている。生まれたときの身分で人生が左右されるのは、どうしようもない。国防騎士団ＯＮＤに所属し、いくつも勲くん章しようをもらっている僕が、いまだに本物の騎士として扱ってもらっていないのがその証しよう拠こだ。ソフィア隊長が強く推薦してくれても、どうにもならない。

  　エルフは人工生物の末まつ裔えいだとされているが、当のエルフたちはもちろんそれを認めていない。自分たちが、突然変異と進化の末に生まれた、人間より優すぐれた種しゆと信じて疑っていない。だからプライドが高い。

  「それはそうだ……お前は……命の恩おん人じんだ」

  　フランカが、少し照れたように言った。人間の貴族よりも、エルフの貴族のほうがずっと付き合いやすそうだ。

  「とりあえず、ベッドはフランカが使って」

  「もちろん、そのつもりじゃ」

  　と、強めに言い放って、フランカはベッドに勢いよく腰を沈めた。なんだか、無理をして偉そうに振る舞ったようだ。親しみやすくても、プライドが高いのは間違いない。

  「リョウトは?」

  　お前、ではなく名前で呼んでくれるようになった。

  「鎧よろいは着たまま、椅い子すに座って眠る。何かあったとき、すぐ対応できるように」

  「そうか……大変だな」

  「そうでもないよ。できるように訓練された。慣れたらどうってことない」

  

  　宿の一階に貯水場があった。井戸や水道の水を昼間のうちに貯めておく場所だ。その周辺には洗面所があり、動物の毛を使ったブラシで歯を磨くこともできた。そこで顔を洗ってさっぱりしてから、部屋に戻ってオイルランプの灯ひを消す。

  「おやすみ、フランカ」

  「……おやすみ……私に変なことをするなよ……」

  「しないよ。君が嫌いやがることは、もうしない」

  「そうか……」

  　ベッドで横になると、彼女はすぐに眠りに落ちた。なんだかんだで、帝都を脱け出してからかなり歩いた。疲労は限界に近かったはずだ。足もひどいことになっていたし、僕の治ち癒ゆ魔法がなかったら逃げるどころの話ではなかった。

  　それにしてもフランカは寝相が悪い。鎧よろいを脱いで薄い毛布にくるまっていたはずの彼女は、いつの間にかしどけなく手足を伸ばし、僕の目に白い肌をさらしていた。

  　なかなか眠れない僕は、ついついこっそりと薄く瞼まぶたを開けて、彼女の二の腕や太ふと腿もも、服の隙すき間まからのぞく乳ち房ぶさの一部に視線をやってしまう。ランプは消したが、僕はもともと夜目がきくほうだし、窓からは月明かりもさしている。ぼんやりとした月光に、彼女の体の曲線が描えがくなだらかな隆りゆう起きが照らし出される。彼女が呼吸するたびに、豊かな乳房が波を打つ。艶つややかな丸みを帯びた太腿は白く輝き、まるで遠くの島の美しい浜辺のようだ。

  　僕は、今まで知らなかった感情をフランカに抱いだき始めている。彼女の体に官能を刺激されつつも、同時に彼女を大切に守りたいと思っている。やがて僕はうっすらと開けていた瞼を静かに閉じた。しかし瞼の裏に、彼女の姿はしっかりと焼き付いている。

  （眠れないかもしれない）

  　本当は眠らなくても三日くらいなら大丈夫だ。徹夜で、食事もとらず、何日もジャングルで過ごす──そんな訓練を何度もやった。しかし、休めるときに休んでおくのがプロというものだ。悩ましい。フランカ、君は僕のことを信用しすぎだよ、まったく……。
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  　朝になった。なんだかんだで、少しは僕も眠ることができた。

  「……本当に何もしなかったようだな。やはり、信頼に足る真ま面じ目めな男だ」

  「お褒ほめにあずかり光栄至し極ごく」

  　ここでようやく、彼女はわざと無防備な姿をさらして、僕を試ためしていたのかもしれないと気づく。

  　宿でパンとベーコンエッグ、そしてスープという食事をとってから、フランカとともに買い物に出た。どこかにもう追手が近づいているんじゃないかとびくびくしながら、保存がきく食べ物と油ゆ脂し性の軟なん膏こうを購入する。

  　塩漬け肉、魚の燻くん製せい、酢に漬けたにんにく、氷砂糖、ハチミツ、ピーナッツ、葡ぶ萄どう酒しゆなどなど。パンはかさばるので、かわりに硬めで黒ゴマ入りのビスケットにする。二人で持てるだけ買って、五日分ほどの量になった。食い伸ばせば、一週間はもつか。道中、食堂のある宿に泊まることができれば保存食を節約できる。

  　いよいよ馬市場に向かう。それは、ニューバイトブリッジ中心部の大広場をすべて埋め尽くす形で開催されていた。

  　牧場主や馬の仲買人が声をはりあげ、通りのあちこちに商品の動物がつながれている。この大広場には売り手のために厩きゆう舎しやも用意されていて、至れり尽くせりだ。

  　売られているのは、子馬、乗用馬、軍用野戦馬、ロバ、ラバ、雄お牛うし、子豚、去勢した豚──。馬市場といっても、扱う動物は色々だ。馬具職人も品を出し、馬にひかせるための農具も売っている。それらを買う客は、主君を探す旅の途中の放浪騎士や傭よう兵へい部隊、貴族の婦人たち、裕福な農民や冒険者たちだ。市場は活気にあふれている。

  　軍馬を扱う商人の周囲には、当然のことながら役人や軍人の姿が目立つ。そのあたりには近づかないようにして、主にキャラバン相手の商売をしている牧場主を見つけたので、彼に話しかけた。その牧場主は初老で、しわだらけの顔は日焼けしていた。牧場の力仕事に慣れたごつごつとした手が特に印象に残った。

  「二頭欲しい」

  「どんな馬にするね?」

  　初老の牧場主は、客を相手にしても愛あい想そ笑いを浮かべたりはしなかった。長い間風雨にさらされてきた大木の樹皮のような無表情だ。そのことが、逆に好感が持てる。

  「長旅に強いやつがいい」

  「大型の乗用馬だな」

  「できることなら、馬具つきで」

  「用意しよう」

  　それからしばらくして牧場主が手た綱づなを引いて連れてきたのは、鞍くら、蹄てい鉄てつ、ハミなどを装着した二頭の乗用馬だった。

  　メイトリア帝国では、軍馬には体高一七〇センチ以上のものを使う。かなりの大型重種馬だ。もともとこの大陸の東部は大型の動物が多かった。今、馬商人が紹介したのは二頭とも体高一六〇センチほど。軍馬には劣おとるが、旅人向けとしては十分な体格と言っていい。よく筋肉が引き締まっていて、瞳が落ち着いている。馬の唇を裏返して、変な病気を患わずらっていないか確かめる。健康そうだ。

  「少し乗りたい」

  「どうぞ」

  　馬の左側から、左手で手綱とたてがみを一緒につかみ、左足をあぶみにかけてから体を持ち上げる。鞍をまたぐ際には、右足で馬の腹や尻を蹴けらないようにするのが重要だ。右手を伸ばし、鞍に腰を落ち着けて、乗った馬に直じかに触れて気性を探る。よく調教されている。これは買いだろう。

  「女性向けの片かた鞍くらもあるよ」

  　片鞍は、両足を同じ方向にそろえた楽な姿勢で乗馬するための馬具だ。楽は楽だが、速度が出ない。

  「必要ない。馬鹿にするな!」

  　フランカが怒声をあげて、ぷいとそっぽを向いてしまった。馬術に自信があるから、プライドを傷つけられたのだ。牧場主は微かすかに目を丸くしていたが、やがて「そうか。それはすまんな」と無感情な声でつぶやいた。

  　まったく、トラブルは起こさないでくれよと思いながら僕はあぶみから右足を外し、左側にそろえて馬から降りた。

  「扱いが難しそうな恋人だね」

  　降りた僕に、牧場主が小声で話しかけてきた。

  「いや、まあ……」

  　そうか、恋人だと思われているのか。

  「女も馬も一緒だ。じゃじゃ馬はよく調教しないと」

  　牧場主がいかにも年寄りくさい小言を口にした。

  　僕は苦笑して「女性は敬うやまうものだよ。しつけるとか、そういうのは失礼だ」と答えておく。

  「あんたは若い放浪騎士かい?　立派なもんだね」

  「それより代金だけど」

  　僕は、雑嚢フイールドバツグから金貨や紙し幣へいを入れている麻あさ袋ぶくろを取り出した。

  　このメイトリア帝国内で使われている通貨は主に四種類。帝国標準銅貨、標準銀貨、標準金貨、そして帝国銀行券だ。貨幣を鋳ちゆう造ぞうする際に使う混合物の比率は、帝国銀行によって厳しく管理されている。しかしそれでも金・銀・銅の値段はある程度変動するので、それに合わせた額の銀行券──いわゆる紙幣が発行される。

  　この紙幣は帝国領外では何の価値もない。だから、今のうちに使っておきたいのだ。僕は、現在のレートで標準銀貨二〇枚分の紙幣を牧場主に渡した。

  「これで足りるかな?」

  「ああ、十分だ」

  

  　馬を買った僕たちは、厩きゆう舎しやを借りて馬の世話をした。少しでも手をかけてやるだけで、馬はずいぶん乗り手に対して素直になってくれるものだ。

  　僕とフランカは、馬の脚を一本ずつ持ち上げて、蹄てい鉄てつの狭はざ間まにたまった細かいゴミを取り除き、全身にブラシをかけてやった。馬は、気持ち良さそうに鼻を伸ばしている。たてがみや尻尾しつぽにクシをかけて、もつれを解く。今のうちにたっぷりと水を飲ませ、餌えさを食べさせておく。

  　ハミがきつすぎないか確認してから、喉のど革かわを締め直し、いよいよ僕たちは馬に乗ってこのニューバイトブリッジを出ることにした。

  　僕は正式な騎士ではなかったが、一通りの騎兵訓練は受けている。そもそも、乗馬はそれほど難しい技術ではない。両足で馬の腹を少し押すと、馬はゆっくりと歩き始める。腹を軽く蹴ければ速度は上がる。乗馬鞭むちで叩たたかずとも、よく調教された馬は鞭を見せるだけで速度を上げてくれる。

  　僕とフランカは、くつわを並べて馬を進めた。ゆらりゆらりと馬が進む並足だ。町中でこれ以上速度を出すと目立つし、事故のもとになる。

  　僕は久しぶりの乗馬だったが、技術は鈍にぶっていなかった。馬が歩く際に出る反動を吸収するために、腰と足をどう使えばいいのか、体がよく覚えてくれていた。フランカは僕よりも小柄だったが、脚が長いので馬の走行に不自由はなさそうだった。

  「これで、一気に楽になった」

  　僕が言うと、

  「リョウトは、本当にてきぱきとしていて見事だ!」

  　フランカも喜色満面だ。

  　しかし街道に出ようとしたところで、重要な問題に出くわした。町の出口に、検問所が設置されていたのだ。
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  　ニューバイトブリッジは、城じよう壁へきに囲まれているわけではない。しかし、低い柵や堀があるし、なにより街道を使わないで町を出ようとすると必ず警備に目をつけられる。昨晩忍び込んだ時のように、夜や陰いんに乗じれば検問所を通らずとも町の外に出られるかもしれないが、その場合はせっかく買った馬をいきなり捨てないといけなくなる。隠おん密みつ行動をするには、馬は大きすぎるからだ。

  「……どうする?」

  　フランカが表面的には冷静な表情で、しかし確実に動揺した声で訊きいてきた。

  「大丈夫、堂々としていよう」僕はあえて力強く言う。「いざとなったら強行突破だ」

  「わかった」

  　検問所の様子を見て、なんとかなりそうだと僕は判断した。街道へとつながる町の出入り口に仮の詰め所のようなものができていて、そこに自警団が数十人。実際に検問を行おこなっているのは、ニューバイトブリッジ領主の陸軍が一〇人近くだ。直接質問したり、荷物を調べたりして通行人の身元を確かめる役目の人間は四人。彼らの検査を待つ間に、それなりの列ができている。

  　検査をしている陸軍の兵士たちは、指名手配書は持っているが、そこに似顔絵は書かれていないようだった。その証しよう拠こに、隻せき眼がんでない人間はほぼ素通りだ。手配書には、僕たちの大おお雑ざつ把ぱな身体的特徴しか書いていないのだろう。サローヤンの秘密主義が裏目に出ているのではないか、と僕は推測した。

  「次」

  「次」と検問が進んでいき、僕たちの番となった。上体を起こし、手た綱づなを握って馬の歩みを止めた。馬から降りて、検問所の兵士たちと向かい合う。

  「冒険者か?」

  　質問してきたのは、長剣を腰にさした無ぶ精しようひげの兵士だった。革かわ鎧よろいが薄汚れていて、いかにも陸軍アーミーといった感じだ。帝都配置の陸軍はさすがにそこそこ洗練されているが、それ以外はまだまだ農民兵に毛が生えた程度のものが多い。

  「僕は放浪騎士、彼女は恋人だ」

  「……ッ!」

  　恋人と言われてフランカは一瞬抗議の声をあげかけたが、すぐに僕の意図に気づいて、「そ、そういうことだ……」と話を合わせてくれた。

  「なるほど……」

  　無精ひげの兵士が僕の目を覗のぞきこんできた。本当は隻眼ではないのか、義眼をつけていないか確かめている。僕は目をそらしたりはしない。「早く先に行きたいんだけど面倒くさいなあ」といった、いかにも自然な感じを装う。──さて、上う手まくいくか。

  　僕は自分自身に「このときのために魔法の義眼を盗んだのだ。大丈夫」と言い聞かせる。

  「ふむ、行っていいぞ」

  　やっぱりだ。上手くいった。わざわざ魔法の義眼を盗んだかいがあった。まだ、帝都ではあの店──マーリンの杖つえ──から大量の道具が盗まれたことが露ろ見けんしていないのだ。兵士たちは「帝都を脱け出した隻眼の青年」を捜している。もうしばらくは、楽な旅になりそうだ。

  　僕とフランカは、再び馬に乗って進み始める。

  　そのとき──。

  「ちょっと待て」

  　背後で、無精ひげの兵士が呼び止めてきた。

  　心臓が止まるかと思った。──何か、ミスがあったのだろうか?　それとも、魔法の義眼だとばれてしまった?

  　僕は恐る恐る振り返る。

  「……何か?」

  「お前の恋人はいいムネとケツを持ってる」

  　無精ひげの男はそう言って「がはは」と笑った。それにつられるようにして、検問所の兵士たちに粗そ野やな笑いが広がっていく。フランカは顔を真っ赤にして頬ほおを膨ふくらませて怒っていたが、僕は助かったと密ひそかに安あん堵どのため息をついた。

  

  　町を離れて、草原地帯に出た。

  　手た綱づなと足でコントロールして、馬は時速一〇キロ程度に調整する。

  　軍馬ではなく中型の乗用馬とはいえ、僕たちや重い荷物を載せているとはいえ、鞭むちを使えば時速三〇キロは出せるだろう。しかしそれは一時的な速度にすぎず、すぐにバテてしまう。大事な馬を、簡単に使いつぶすわけにはいかない。時速一〇キロだ。そして、四、五時間ごとに馬を休ませる。

  　ちなみに、軍馬用の鎧よろいをつけていない状態の野戦馬なら時速六〇キロくらいで走るので、帝都からの追っ手のほうが機動力があるのは残念ながら念頭に置いて行動する必要がある。

  　風の強い草原を馬で走るのは気持ちがいい。一緒に走るのが、僕と同等かそれ以上に馬の扱いに長たけた美しい少女ならなおさらだ。彼女の長い髪が風になびく。何もかもが金色に輝いている。

  「リョウトは本当になんでもできるな。見事な手綱さばきだ。人間にしておくのはもったいないぞ」

  「フランカも、巫み女こなんてもったいないよ。一緒に戦ったら心強そうだ」

  「変な感じだな……敵同士だったはずなのに、今はこうして一緒に馬で走って、昔からの友人同士のように話している」

  「…………」

  　フランカがそういう風に感じてくれているのなら、僕は嬉うれしい。

  　ところで、逃げる僕たちにも有利な点がある。僕たちは「線」で動けばいいが、捜すほうは「面」をしらみ潰つぶしにしなければいけないのだ。追っ手も、僕たちがエルフェンクラングに向かうことくらいは予測しているだろうが、その最短ルートに人を配置すればいいというものでもない。事実、僕はほんの少し遠回りして、人目につきにくいルートを選んでいる。ここから先は、読み合いでもある。彼らがどう網をはっていて、僕らがそれをどう抜けるか。

  　追っ手はたぶん、最短ルート沿いの主要都市にある貧ス民ラ街ムや、宿場町の裏通りを中心に捜索するだろう。だから僕は、そのあたりは避ける。

  　帝都から北方のエルフェンクラングまで、直線距離で八〇〇キロ。ニューバイトブリッジを出て、何度か小休止を挟みながら、一気に八〇キロほど目的地に向かって進んだところで夜になった。

  　ちょうどいいところで、かなり詳細な地図でなければ載っていないような小さな村を見つけた。帝都から離れると、こういう場所が各地に点在する。追っ手が見み逃のがすとしたら、こういう場所に決まっている。小さな村では旅人は目立つので、追っ手が来たら確実に怪しまれるが、いちいち都市の検問所をくぐるよりはずっと危険度は低いはずだ。

  　本当は、森にでも入って野宿するのが一番見つかりにくい。しかしそうすると、今度は魔獣、猛獣の類たぐいに襲おそわれる可能性が出てくる。メイトリア帝国領内において、凶暴な怪物の駆く逐ちくは狩人かりゆうどや冒険者の手によって進んでいるが、それでも年に数千人が犠ぎ牲せいになってしまうのが現状だ。沼ぬま地ちの巨人種グレンデルや、犬に似た人型のコボルトの群れと戦闘になれば、間違いなく厄やつ介かいなことになる。

  　見つけた村は、どこかの地方領主か騎士の支配地だろう。一〇棟ほどの住居が、垣かき根ねと広い畑に囲まれている。定てい率りつ貢こう租そと賦ふ役えき労働、パン焼き窯がまやブドウ圧あつ搾さく機きなど様々な施設の利用費を納めることによって国家に貢こう献けんしている農民たちだ。

  　近くを歩いていた老婦人に「一泊させてほしい。寝る場所は馬小屋でも何でもいい」と頼んだら、快かい諾だくしてくれた。僻へき地ちの農民ほど余よ所そ者ものに厳しくなるが、まだこのあたりの村だと都市も近く、素そ朴ぼくで穏やかな人が多いようだ。

  　馬のために、今は使われていない製粉用の水車小屋を借りた。そこに二頭をつないで、まずは旅の疲れをねぎらってやる。人間や荷物を載せて、何十キロも走るというのは馬にとっても重労働以外のなにものでもない。だから、よく手入れをして感謝を示す。

  　馬がかいた汗を乾いた布で拭ふき、あちこちに付着した泥どろや土を水で洗い流す。そして、蹄てい鉄てつで守られた蹄ひづめも洗う。蹄てい叉さという三角形の溝には特に汚れがたまりやすいので、時間をかける。馬は嬉うれしそうにゆっくりと尻尾しつぽを振っている。ブラシをかけて毛並みを整えたら、餌えさの時間だ。農家で燕えん麦ばく、わら、人にん参じんを買って、二頭の馬にたっぷり食わせた。

  　馬を休ませている間に、僕とフランカはこの村で最初に会った老婦人の家で食事をごちそうしてもらうことになった。

  　老婦人は古びた木造家屋で寂しい一人暮らし。ところどころが、石の壁で補強されている。一階は、かまどが設置された居間を兼ねた台所と、奥に寝室という基本的な間取り。「久しぶりのお客さんだよ」と、老婦人ははりきって料理を作ってくれた。

  　鍋なべでたっぷり煮込んで柔らかくなった豚肉に、豆のスープ。パンにはジャムとはちみつがついていたし、ワインもたっぷり用意してある。せっかくなので、僕とフランカはごちそうになった。

  「昔は、息子夫婦が二階にいたんだけどね」

  　食事中に老婦人が話しかけてきた。

  「だめだよ。軍隊に入っちまった。陸軍さ。そこで死んじまった。バカな息子だよ。嫁は再婚してどっかにいっちまった……」

  「それは、お気の毒に……」

  　僕は、そう声をかけるのが精一杯だった。

  「お客さんは、傭よう兵へいかい?」

  「放浪騎士です。冒険者みたいなものですが」

  「息子も軍隊なんかに入らず、地元で農民になるか、自由な冒険者になればよかった」

  　僕は複雑な気分だ。故郷の母を思い出した。
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  　結局、その老婦人が「二階に泊まればいい」というので、厚意に甘えさせてもらった。僕たちは幸運にも屋根があってベッドもある部屋で一泊できることになった。

  　前と同じように、フランカがベッドで眠り、僕は椅い子すに座ったまま瞼まぶたを閉じて何かあったらすぐにでも動き出せるように備える。死んだ人間の部屋というのは妙な気分だ。私物の類たぐいは見当たらなかったが、なぜか実家に戻ったかのような感覚を味わった。

  　僕は、寝る前に油ゆ脂し性の軟なん膏こうをフランカに投げ渡した。

  「これを」

  「何に使う?」

  「股こ間かんと、太ふと腿ももの内側に塗るんだ」

  「……ッ!」

  　僕の言葉を勘かん違ちがいして、フランカが目をつりあげて八や重え歯ばをむき出しにした。まるで猫が怒ったときのようだった。僕は「別にいやらしい意味じゃないよ!」と、慌あわてて弁解しないといけなくなった。
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  「なら、どういう意味だ!」

  「エルフは、馬で遠乗りはしないの?」

  「する」

  「三日間を超える遠乗りは?」

  「エルフェンクラングは国土も狭く、森林が多い。そこまで長く馬に乗る機会は少ない」

  「僕はこう見えても軍人だから、騎兵訓練の際に教えられてるんだ。この軟なん膏こうを塗っておけば、滑りはよくなるし、皮ひ膚ふを保護してくれる。今日はまだ平気かもしれないけど、明日以降、ずっと馬に乗ってればどこかで皮膚が裂ける。それを未然に防ぐ」

  　僕が一気に説明すると、フランカは「なるほど……」と小さくうなずいた。「疑ってすまなかった。人間の馬術も、捨てたものではなさそうだな」

  「人間は弱い生き物だからね。工夫しないとダメなんだ」

  「これから、ずっと馬でエルフェンクラングを目指すのか?」

  「実は、エルフェンクラングへの最短ルートは通っていない」

  　僕は、移動しながらずっと考えていたプランを打ち明けた。

  「ふむ」

  　と、フランカは神妙な顔だ。

  「ここから、やや迂う回かい気味に北へ行くと、マウント・ダーウィンという町がある」

  「聞いたことがあるな」

  「エルフェンクラングの近くを通る川があるだろ?」

  「リュッケンウィンド川か」

  「ああ、まあ」

  　人間側は同じ川のことをビクトリア川と呼んでいるが、面倒なので訂正せず、彼女に合わせることにした。

  「マウント・ダーウィンはメイトリア帝国領だけど、リュッケンウィンド川の上流にあたる町なんだ。そこから船に乗れば……」

  「あっ」

  　フランカも気づいたようだ。

  「高速で、検問も無視して、一気に目的地に近づける。追っ手も、まさか船を使うとは思ってないはずだ。マウント・ダーウィンで、馬を売って小舟を買う」

  「次から次へと、よく思いつくものだ」

  「まあ、生き残るのに必死だからね」

  　僕がなんとかしないと、母も妹も助からない。

  

  　夜が深まっていく。すでにランプは消してある。今のうちにゆっくり休んで、疲労をとり、明日からの旅に備えなければいけない。農村の夜は静かだ。五〇〇メートルほど遠くで野犬が何かをあさっている気配を感じ取れるほど、空気が静まっている。追っ手が近づいてくれば、すぐに反応できそうだ。

  「……リョウト」

  「ん?」

  　フランカが、何かに遠慮するようなか細い声で話しかけてきた。

  「まだ起きてるか?　ちょっとだけ、話そう。眠れないんだ」

  　闇やみの中、彼女が体を動かす気配がした。

  「疲れてるはずなのに」と僕。

  「でも、眠れないときくらい、ある」

  「確かに……それはそうだね」

  　旅のこと、今日食べた料理のこと、老婦人の話──他愛たわいない雑談のあと、僕は彼女に「エルフェンクラングでの生活はどうだった?」と訊たずねた。そういえば僕たちは、お互いのことをあまりに知らなさすぎると思ったからだ。

  「大事にされていた……とは思う」

  　含みのある言い方だった。

  「少し腫はれもの扱いだったかな」

  「腫れもの……?」

  「リョウトはもう知っているだろうが……私はエルフの双子だ。その妹」

  「うん」

  「双子には、特別な力がある。重要なのはその力であって、私自身ではないんだ」

  　フランカはやや自じ嘲ちよう気味のようだった。

  「兄さんは……君のことを心配してると思うよ」

  「ゲオルク兄さまか……」

  　ここで僕は、ちょっと引っかかった。フランカは今「双子には特別な力がある」と言った。僕は一瞬、双子の兄と命や痛みがつながっていることを指しているのかと思ったが、それは特別な力だろうか?

  「ちょっと待って」

  「なんだ」

  「フランカが言った『特別な力』って?」

  「知っているのではないのか。だからこそ私を拉ら致ちしたのでは」

  「たぶん、知ってると思うんだけど……一応確認」

  「エルフの双子は、星光アストラル体を投射する能力が強く……しかも共鳴する。双子がそろって協力すれば、強力な大量破壊系の魔法を使う。特に双子の女子は、エルフの聖域で封印している、太古の戦争で使用された『不死英雄の戦車Siegfried panzer』を起動することが可能だ」

  「待って。ええと、その、ええと……」

  　僕は混乱した。必死に自分の頭を働かせる。

  「どうしたリョウト、様子が変だぞ……?」

  「たとえば、だけど……たとえばだよ?　フランカを傷つけたら、同時にゲオルクにも傷がつくなんてことは……」

  「いくら双子でも、そんなことはありえない。星光アストラル体がある程度同調することは普段からたまにあるが、それだけだ」

  　フランカは即答した。彼女が、この状況で嘘うそをつくわけがない。

  　僕は確信した。サローヤンに騙だまされていた。

  　フランカとゲオルクの命がつながっているというのは、真っ赤なでたらめだったのだ。

  　しかし彼女には、僕たちが知らされていなかった特別な力がある。

  　サローヤンは、フランカを拷ごう問もんする際には必ず同席していた。あれは僕たちを監視し、同時にフランカに余計なことをしゃべらせないためだったのでは?

  　僕たちが嘘に気づくのを、サローヤンは恐れていた。

  　嘘をついてまで、サローヤンは特殊部隊を動かしてフランカを拉ら致ちしたかった。

  　──拉致し、拷問するために。

  　──だが、それはなんのために?

  　フランカを拷問しても、ゲオルクは傷ついたりしない。

  　これは、作戦も国こく益えきも関係ない、サローヤンの個人的な陰いん謀ぼうだった。

  「『戦車ジークフリート』を起動って……具体的にはどういうことなの?」

  「そもそも、その『戦車ジークフリート』というのはだ……」

  　僕の質問に、フランカがわかりやすく教えてくれる。

  　その説明を聞くうちに、僕はサローヤンの正体がなんとなくつかめてきた。



  


   第七章　包囲網

  

  　ソフィア大たい佐さは、帝都から北に一〇〇キロほど離れた国防騎士団ＯＮＤ支部の厩きゆう舎しや前に、強襲部隊チーム２の部下三人──ウーゴ、シナフィ、シタデル──を集めていた。ここでソフィアは、チームの方針を説明する。

  「私たちも、リョウトを追いかける。グリフォンと軍用馬車で先回りだ」

  「先回り、ということは……リョウトたちの逃とう亡ぼうルートに目安が?」

  　気が重そうな顔で、ウーゴが言った。リョウトにつかまってほしくないのは、ここにいる全員の共通した気持ちだった。

  「私が、リョウトに様々なことを教えた」と、軍人らしい無表情でソフィア。「リョウトの思考、戦略、戦術はすべて私譲ゆずりだ。だから、わかる。警察や陸軍の連中に、あいつがつかまるわけがない。必ず、リョウトは裏をかく」

  「裏?」と、シナフィ。

  「水路だ。絶対にあいつは船を使う」

  　ソフィアは断言した。

  「船でビクトリア川をエルフェンクラング方面へ」

  　言いながら、ソフィアは空中に大おお雑ざつ把ぱな地図を指で描く。その地図の上で、指を動かす。

  「そして、辺境の未開拓地帯で下船」
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  　緩ゆるやかに動いていた指が、虚こ空くうの一点を示して止まった。

  「その近くに、今は使われていない古い砦とりでがある。リョウトたちは砦で一泊しようとするはずだ。そこに、私たちが待ち伏せる」

  「リョウトと戦いたくないな……」

  　シタデルが、みなの気持ちを代弁するように言った。

  「私もそうさ」そう言って、ソフィアはくっと軽く唇くちびるを噛かむ。「だが、私たちが生け捕りにしないと、サローヤンはきっとリョウトを殺す。エルフの少女は生かすだろうが、リョウトはただの裏切り者だ。リョウトの命を救えるのは、私たちだけだぞ」

  「……ッ!」

  　ソフィアの言葉で、ウーゴ、シナフィ、シタデルの目の色が変わる。ようやくこの任務のために前向きになってきたあかしだった。

  　サローヤンは、ソフィアに「リョウト・アマザキの家族のいどころを教えろ」としつこく言ってきたが、すべて突つっ撥ぱねていた。サローヤンは独自にそれを調べようとしたが、用心深いリョウトが実家に荷物を送る際は偽ぎ名めいを使っていたので手掛かりがなく、手詰まりになっていたのだ。何があっても、それをサローヤンに話すようなソフィアではなかった。
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  　帝都ノア、国防情報局ＤＩＡ本部、対ゲリラＣＯＩＮ担当執務室に、サローヤンとその副官であるニコラスがいた。武闘派のニコラスは妙な髪型で、あごに傷がある。その刀傷は、ある作戦でドワーフの村人を虐ぎやく殺さつした際、敵の必死の抵抗でつけられたものだ。傷をつけたドワーフは、ニコラスがその手で腹を引き裂き、内臓を地面に叩たたきつけてやった。

  「なかなか、網に引っ掛からんようだな」

  　そう言ったサローヤンは椅い子すに座っている。その前でニコラスは休めの姿勢のまま、微動だにしない。

  「警察、陸軍、自警団には荷が重い相手かもしれません」

  「エルフェンクラング、ヴェーゲナー一族に協力させよう」

  　と、サローヤン。

  　エルフ族は誇り高く、人間からの差別に抵抗しているが、中には簡単に金で仲間を売るクズもいる。人間が聖人から犯罪者まで幅広いように、エルフも多種多様なのだ。ヴェーゲナー一族は、そういったクズがトップに立っている。保身と金のことしか考えていない老人が族長を務めているので、こんな日のためにサローヤンは大金を使って飼いならしておいた。

  　ヴェーゲナー一族は、国境警備隊の一方面を担になっている。他のエルフたちに内通を悟られないように、あまり積極的に動かすことはできないが、それでもエルフェンクラング周辺で作戦を展開する場合には便利な連中だ。

  「本当は、すべてを秘密裏に動かしたかった。特殊部隊の連中を使い、あくまで隠おん密みつ作戦として目的を達成したかった。そうすれば、身内ＤＩＡの人間に怪しまれることもない……。しかし、ことここに及んではそうも言っていられん」

  　サローヤンはここで一いつ拍ぱく間まを置いた。机の上で腕を組み、様々な計算を行おこない、少し考えてからこう続ける。

  「『教団』の傭よう兵へい部隊を動かす」

  　そう言われて、ニコラスははっとした。そこまで思い切った手を打つとは予想外だった。

  「大丈夫ですか?　陸りく調ちようの動向が気になるところですが……」

  「あのリカルド・アイアンハイドか。あいつは今、教団担当だったな」

  　と、サローヤンは苦にが々にがしくつぶやく。こちらの動きを、陸調はある程度つかんでいるのだろう。せいぜい、尻尾しつぽの先端をかすめる程度だろうが──。それでも、この段階でリカルドがこちらに顔を見せにきたというのはあまり楽しい話ではない。

  「何か嗅かぎつけられたに違いありません」

  「知ったことか」サローヤンは冷たく笑い、吐き捨てた。「エルフェンクラングの『戦車ジークフリート』さえ教団のものにできれば、あとはどうにでもなる。この地位は捨てても問題ない。動かす傭兵部隊は二個中隊……いや一個大隊だ」

  「大隊……!」

  　ニコラスがわずかに身じろぎし、驚きの声をあげた。

  「兵種は、軽けい騎き兵へいと竜りゆう騎き兵へい中心だ。指揮はお前に任せる」

  「はっ」

  　竜騎兵というと、竜ドラゴンに騎乗する兵士のような響きだが、実際は違う。一種の機動歩ほ兵へいのことを指す。戦場までは馬で移動するが、戦いが始まれば馬を下りて戦う、それが竜騎兵だ。星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクによって作られた小型爆弾を携行することが多いので、それが「火を吐く竜」を連想させることから、この名前がついたという説がある。

  　メイトリア帝国の軍編制では、中隊は二〇〇名前後、大隊は六〇〇名である。

  「ニコラス、お前はエルフェンクラングに向かえ。現地で駐在武官をしている私の部下と合流し、ヴェーゲナー族の協力でフランカを待ち伏せろ」

  「了解」と、ニコラスは姿勢を正し、敬礼。

  「あと、使える巨人族がいたら、そいつもだ」

  

  　新パンゲア大陸成立以前、人間の世界にはいくつかの巨大宗教が存在していたという。しかし今は、神も宗教も、それほどの影響力は持っていない。そうなったのは、恐らく星光アストラル体魔法のせいだといわれている。「神が奇き跡せきを起こすのではなく、人が奇跡を起こす」という考え方が、この大陸では一般的なのだ。

  　そんな中、サローヤンが所属している教団は当然、一般的な神は信仰していない。この教団は「兵器」を信しん奉ぽうする。現在とはまったく違う方向性の文明が作りあげた、知能を持った兵器たち。それらを、サローヤンたちは「邪じや神しん群ぐん」と呼んでいる。

  　邪神群を信仰するのは「軍事工学教団The Church of Military engineering」といった。
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  　陸軍、調査部第一課中ちゆう佐さ、リカルド・アイアンハイドは、地方都市に付属する陸軍基地にいた。兵舎の陰でぼんやりしていたら、なぜか近所の犬や猫、そして小鳥たちがリカルドの周囲に集まってきた。苦笑しつつ、腰の雑嚢フイールドバツグに入っていた軍用携行食しよく糧りようのビスケットを砕いて、動物たちに分け与える。

  　そこにやってきた副官のクレア大たい尉いは、まるでおとぎ話のような光景だ、と思った。リカルドは昔からなぜか動物に愛される。そして部下たちにも。

  「通信小隊と連絡をとってきました」

  　クレアは気をつけ、敬礼をした。

  「サローヤン、動きました?」

  　と、子猫に餌えさをやりながらリカルド。こうしていると、やや猫背気味の、体が大きいだけで人畜無害な気の弱い青年にしか見えない。

  「はい。サローヤンの副官のニコラスが、帝都を出て行方ゆくえをくらましたとの報告が。ＤＩＡの極秘作戦ということになっているようです」

  「目的地はエルフェンクラングでしょう。十じつ中ちゆう八はつ九く」

  

  　少し前に、ドワーフの自爆テロが起きた。商業区の大通りで、星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクで作成された爆発物が、一五〇人の死亡者と二〇〇人の重傷者を出した。ドワーフ民族解放戦線ＤＮＬＦの仕し業わざだった。

  　国防騎士団ＯＮＤがテロリスト狩りに精を出す中、陸調はＤＮＬＦに対して危険な潜入作戦を行おこない、数人の内通者を作ることに成功していた。そしてその内通者によってもたらされた情報は、驚くべきものだった。

  　爆弾テロのことを、ＤＩＡのサローヤンは事前につかんでいた、というのだ。つかんだうえでその情報を握り潰つぶし、テロの決行を黙認した。

  　事実関係を調べるうちに、新たな事実も発覚した。サローヤンは自爆テロの現場に、五人の冒険者を呼びつけていた。未開拓地域の地下迷宮遺い跡せきで、何か重大な発見をしたという噂うわさの一行パーテイーだった。しかしそこに待ち合わせ相手のサローヤンやその部下が現れることもなく、冒険者たちは五人とも自爆テロで吹き飛んだ。

  　リカルドは「サローヤンは自爆テロを黙認し、口封じに利用したのではないか」と推測を立てた。冒険者たちは何かを知っていて、消された。冒険者たちの発見、エルフェンクラングでの極秘作戦、サローヤンの背後でうごめく軍事工学教団──。

  　ＤＮＬＦに人間の傭よう兵へいを派は遣けんしているのは、どうやら教団の連中らしい。サローヤンが教団の幹部なら、テロを黙認したのもうなずけるし、口封じに利用するのも簡単だったろう。

  「鍵かぎを握るのは、やはりリョウト・アマザキとエルフの少女ですね」

  　リカルドは、半なかば独り言のようにつぶやいた。

  

  「ところで、義眼の件ですが」クレアが話題を変えた。「中ちゆう佐さの読みが当たりました」

  「やっぱり」

  「魔法の義眼を扱っている店をリストアップし、帝都の駐留部隊がしらみ潰つぶしに調べていたら、一軒の道具屋で異変を発見。道具屋の名前は『マーリンの杖つえ』。店主と用心棒が、丸一日以上倉庫で縛られて監かん禁きんされていたようです。ごっそり、様々な道具が盗まれていました」

  「リョウトくんはやるなあ。部下に欲しいくらいです」

  「中佐」クレアはこほんと咳せき払ばらい。

  「冗談ですよ……」敵を褒ほめてしまったことに気づいて、きまり悪そうなリカルドだ。

  「何か新たな指示はありますか?」

  「密偵を、ソフィア大佐の強襲部隊とサローヤンの近辺にはりつかせてください。重要な仕事だし、相手は手ごわい。部隊の中でも特に腕うで利ききのものにやってもらいましょう」

  「ソフィア大佐の部隊には、サローヤンの密偵もはりついていると思いますが」

  「サローヤンの密偵は、なるべく早く見つけて殺しちゃおうか」

  　笑顔のまま、リカルドは言った。こういうとき、クレアはリカルドがただのお人よしでないことを思い出す。いくら陸軍士官の層がまだまだ薄いとはいえ、伊だ達てや酔すい狂きようで平民がこの若さで中佐の地位まで昇進することなどできるわけがない。

  「……わかりました。そのように伝えておきます」

  　この陸軍基地には、リカルドの部隊が待機中だった。彼が直接陸軍の精鋭を選び抜き、厳しい訓練で育てあげた陸りく調ちようの任務部隊タスクフオース、暗号名「トライデント」だ。タスクフォース・トライデント、重装歩ほ兵へい中心で五〇人ほど。この中から四人ほど密偵を選んで、リカルドの指示通り派遣する。



  


   第八章　マウント・ダーウィン
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  　帝都から逃とう亡ぼうして六日目は雨になった。近くに見つけた森で、雨宿りをすることになる。木々の下ならば少しは雨の勢いも弱まるが、それでも枝葉を伝って大量の水滴が落ちてくる。雨が森を叩たたく低く重い音が鳴り響く。

  　手早く僕と彼女の分のレインコートを取り出し、その袖そでにロープを通した。

  「何をしている?　レインコートを着るんじゃないのか?」

  　フランカは不思議そうな顔だ。

  「それだと、ゆっくり雨宿りできないよ」

  　ロープを通したレインコートを低い位置の枝と枝の間に張り巡らし、二人分の四角い空間を切り取るようにする。レインコートで組み上げた、即席の天幕テントだ。

  　体温の低下を防ぎ、また野生動物に備えるために、火を焚たかねばならない。折おり畳たたみ式のスコップで五〇センチほど縦たて長ながの穴を掘る。その穴には、別方向から空気の入れ口を通しておく。穴の底に火種を用意し、火打ち石で着火する。

  　半なかば地面に埋め込むような、軍隊式の焚き火だ。こうしておけば、遠くから見ても火が目立たない。木の近くなら煙も散る。

  「リョウトは日常的に魔法を使うな」

  　フランカが感心してくれたので、僕は照れて言う。

  「何度も言うようだけど、僕はどこにでもいる子供だったよ。すごいのは、国防騎士団ＯＮＤの強襲部隊が有するノウハウなんだ。普通の人間をプロフェッショナルに変えていく訓練と、戦場で生き抜くための様々な知識の蓄積が、他の軍隊よりもずっと洗練され、体系化され、効率化されている。もっと具体的にいえば、教官がよかったらいい兵士が勝手に育つ」

  　生まれつきではない。人間は環境によって形成される。教育と訓練が人間の本質だ。人間の個性や才能というものは、後天的なものだと僕は思う。

  「リョウトの教官……もしかして、プレスヤードにいたあの女性か?」

  「そう、ソフィア隊長。たぶん今、僕たちを追いかけていると思う」

  「……戦いたくないだろう」

  「……うん。でも、君を守るためなら戦うと思う」

  　僕は半分嘘うそをついた。僕はソフィア隊長と戦うことはできても、絶対に彼女を殺せないし、そもそも勝つのが難しいだろう。追いつかれたら、フランカを守り切るのは難しい。ソフィア隊長の手にかかって殺されるなら、それはそれで仕方ないと思ってしまう。

  　僕たちは防水布レインコートの屋根の下で毛布にくるまり、体を寄せ合う。火で保存食を温めてから、少しずつ、よく噛かんでから飲みこんでいく。

  　濃い雨のせいで、森の中は霧きりがたちこめたように視界が悪くなった。重なり合う枝葉の上を滑り落ちる水滴が、地面に落ちて細かい泥どろをはねる。そんな中、僕は隣にフランカの体温を感じる。こうしていると、彼女を妹のように思うが、それだけではない。今まで知らなかった種類の胸の高鳴りに、自分でも戸と惑まどう。フランカの頬ほおも微かすかに紅こう潮ちようしている。隣の彼女に激しく鼓こ動どうを打つ心臓の音を聞かれてしまうのではないかと不安になったりした。そのまま僕たちは、狐きつねの兄きよう妹だいのように寄り添って交互に眠った。

  

  　七日目も、通りかかった森で野宿になった。雨はあがったが、旅の疲れで筋肉痛と関節痛がひどくなってきている。やはり、ベッドや風呂で休憩しないと万全の調子にはならないが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

  　ずっと馬に乗りっぱなしだと本当に尻しりが尾びてい骨こつから粉々に砕けそうなほど痛くなってくるし腰にも悪いので、合間合間に手た綱づなをひいて徒歩での移動も挟む。特に、長距離行軍の訓練を受けたことがないフランカの限界が近い。途中から船を使う計画を立てておいて本当によかった、と僕は思う。

  　深夜、半地下の焚たき火を守りつつ、荷物を上う手まく枕まくらに使って目の前でフランカが眠っている。いよいよ帝都を遠く離れて、このあたりの森は物騒になってきた。僕は明け方に少し眠るだけで、深夜はずっと周囲を警戒しておく。

  　手元には、帝都の道具屋で盗んできた武器がある。星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを使う鍛か冶じ師が研といだ、特製の二本の短剣だ。まだ戦闘に使ったことはないが、木の枝や動物の肉に試ためしてみると、切れ味は悪くない。

  　一本の短剣は刃渡り六〇センチ。先端だけが両刃になっていて、刀身は太く、こういった種類の短剣は特に「ハンガー」と呼ばれている。ハンガーは英語ではなく、もともとはアラビア語でナイフという意味だったらしいが、ややこしいので訳やくされることなくそのままの名前が残っているのだ。

  　もう一本は、二刀流の僕にぴったりの、パリーイング・ダガーだった。これは左手用の短剣で、刃渡り四〇センチ。相手の攻撃を受け流すパリーイングために、凹おうの字型の頑丈な鍔つばがついている。右手にハンガー、左手にパリーイング・ダガー。ハンティング・ナイフの二刀流だったときよりも、もしかしたら僕は強くなっているかもしれなかった。

  「…………」

  　僕は、近くに生き物の気配を感じて立ちあがった。武器を構え、月明かりを頼りに目を凝こらす。

  　確かに、何かが近づいてきている。地面を踏む音、葉っぱがこすれる音が聞こえる。まだ小さい音なので、フランカは目を覚まさない。人間か、動物か、それとも──。

  　獣けもののような息いき遣づかいも聞こえて、僕がその方向に目をやると、草むらからひょっこり上半身を出した犬頭人身の怪物と目が合った。

  　──コボルトだ。

  　たとえ体格はそれほど変わらなくても、人間型の怪物には異様な迫力がある。コボルト種は二本の足で歩き、二本の手で武器を持つのに、その頭部はほとんど犬に近く、全身びっしり獣毛で覆おおわれている。人間と言葉が通じることはなく、コボルトは家畜を襲おそい畑を襲うので忌いみ嫌われている。森の深い場所や、山の洞ほら穴あなに集落を作っていることが多く、狩りはほとんど集団で行おこなう。単体で動くことは少ない。

  　──コボルトということは、他にもいるのか?

  　僕はそいつからは目を離さず、神経を研とぎ澄すまして他の敵の姿を探す。が、見当たらない。気配も感じない。どうやら、あのコボルトは群れをはぐれて迷子になっているらしい。それとも、何らかの理由で群れを追い出されたのか──。闇やみの中、犬の目が鏡のようにギラギラと輝いている。

  　コボルト単体なら、恐れるほどの相手ではない。向こうも実力差があるのを感じ取ったのだろう、足早に退散していった。ただ、草をかきわける「ざざッ」という音だけが残った。フランカが目を覚ますこともなく、小さなトラブルが過ぎ去っていって、腰をおろしながら僕は「ふう」と大きく息を吐いた。

  

  　最短ルートを迂う回かいしたおかげで、僕とフランカの旅は順調そのものだった。

  　そして旅の八日目──僕たちは大事な中継地点、川岸の町マウント・ダーウィンにたどり着く。この町は水運業、川を使った品物の運うん搬ぱんで栄える商業都市だ。町全体が城じよう壁へきで囲まれているが、検問所は設置されていなかったので、通行料だけで中に入ることができた。サローヤンも、まさか僕たちがマウント・ダーウィンに来るとは夢にも思ってみなかっただろう。

  　マウント・ダーウィンの近くには、二つの川が走っている。ビクトリア川とダーウィン川だ。どちらも大河で流れが速く、泳いで渡り切るのは難しい。遠目には広い湖みずうみのように見える川の上を、数十隻せきという三角帆の河か川せん用ガレー船が荷物を満載して行き来している。

  　僕たちが用があるのは、ビクトリア川のほうだ。エルフたちはリュッケンウィンド川と呼んでいるらしい。これからは僕もリュッケンウィンドと呼ぶことにする。

  　マウント・ダーウィンはメイトリア帝国領だが、リュッケンウィンド川の上流にあたる。ここからエルフェンクラングに近い未開拓地帯──どこの国の領土でもない場所──まで船で移動して、あとは徒歩でも三日で目的地に達する。

  　定期市、繁華街、貧民街スラム──マウント・ダーウィンには、都市にあるべき一通りのものがそろっていた。

  　僕たちはまず、馬を売ることにした。旅の間にそれなりの愛着もわいていたが、いつまでも連れていくわけにはいかない。馬小屋を借りて最後の手入れをしてやってから、定期市でキャラバンに売った。買値の三分の一ほどの値段だった。購入する際には紙し幣へいだったが、売るときは銀貨でもらったので、両替の手て間ま賃ちんなども考えると悪い取引ではなかった。

  　検問所もなかったし、追っ手らしき連中も見当たらない。繁華街の旅人向け料理屋で、久しぶりにまともなものを食べる。白身魚の蒸むし焼きに、サーモンの白ワイン蒸し。塩コショウ、ハーブで味付けされた野菜のスープ鍋なべ。できたてのものを、テーブルで、椅い子すに座って食べるという当たり前のことに最高の快感を覚える。僕たちは本当に疲れていたので、味覚が頼りにならなくなっていた。新鮮な食材なら、とにかくなんでも美う味まいと舌が感じていた。

  「ああ……満腹だ」

  　フランカは、幸せそうな笑顔で言った。普段は気丈に振る舞おうとしている彼女の、無む邪じや気きな表情。こういうとき、彼女は僕よりもずっと年下に見える。

  「本当はこのままベッドで眠りたいところだけど……」と僕。「さすがにそこまでゆっくりはしていられない」

  　──次は、船を買わねばならない。
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  「許可証がいる?」

  　小型舟しゆう艇ていばかりを扱う船商人の店で、僕は思わず訊たずね返していた。

  「ああ、知らなかったのか」

  　厚ぼったいまぶたの日焼けした中年女性の商人が、何を当然のことを、とでも言いたげな顔をした。

  「この町では、船の売り買いに許可証がいる」

  「許可証の発行は?」

  「簡単さ。ここから三〇分ほど歩いたところに、国防騎士団ＯＮＤの出張所がある。そこの事務室にいけば、簡単な手続きのあとに発行してくれる」

  　目の前が急に暗くなった。

  　手続きは簡単でも、いくらなんでも国防騎士団ＯＮＤはまずい。

  　僕とフランカは、肩を落として繁華街に引き返し、そこでとりあえずの宿をとった。急ぐつもりだったのに、思わぬ足止めだ。風呂つきの宿だったので、せっかくなのでお湯につかって疲れをとっておくことに。お互いにさっぱりしてから、宿の部屋に戻ってこれからのことを話し合う。

  「どうする?」と、湯上がりのフランカ。乾きかけの、しかし微かすかに濡ぬれた髪の毛がセクシーだが、今はそんなことを考えている場合ではない。

  「出張所にはいけない。僕の顔を知っている人間がいてもおかしくないし、魔法の義眼のこともそろそろバレているころだと思うし……。そこまでの分の悪いギャンブルに出ることはできない。でも、そんなに簡単に発行できる許可証なら、どこか裏ルートでも手に入るはずだ。裏通りで、犯罪者相手の商売をやっている人間を探そう」

  「見知らぬ街で、いきなり上う手まくいくものなのか?」

  　フランカの不安はもっともだ。そんなに簡単にいくなら、警察も苦労しない。

  「難しいと思う。だが、やらなきゃ始まらない。僕たちは、たとえ危険があっても、どんどん前に進まなきゃならないんだ」

  「……リョウトの言う通りだな」

  　そうと決まれば、善ぜんは急げだ。そろそろ夕方、ちょうどいい時間帯だ。

  

  　繁華街の裏通りに向かう。

  　裏通りの雰ふん囲い気きなんて、どこの土地でも似たようなものだ。路上生活者がいて、その日暮らしの粗そ野やな男たちがいて、けだるい雰囲気の娼しよう婦ふたちが建物の二階から客を誘っている。小汚い店てん舗ぽや住居が密集していて、ある意味密林のようだった。そんな薄うす暗くら闇やみに包まれたような裏通りの中でも、僕たちは一番いかがわしい気配の酒場を選んで足を踏み入れた。酒の臭におい、肉の臭い、タバコ、娼婦の化け粧しよう──様々な臭いが混ざって、何かが腐くさっているような空気がたちこめた店内で、肉感的な体のフランカに、その場にいる男たちの獣けものじみた視線が突き刺さる。しかしフランカは、ぶしつけな視線を浴びせられても平然と振る舞った。内心はもちろん不安だろうが、そんなことはおくびにも出さない。立派なものだ。

  　男たちの喧けん騒そうと娼婦たちの嬌きよう声せいでさわがしく、メニューがどこにもない。客も店員もほとんどが刺いれ青ずみを入れている。店の隅すみに空いているテーブルがあったので、フランカと向かい合ってそこに座った。ウェイトレスが注文を取りにきたので、僕は「酒。あと簡単なメシも。二人分」と言っておいた。

  「ここから先は?」と、フランカ。

  　僕も困っている。店内を見回して「それっぽい」人間を探してみるが、初めての町で情報も少なく、すぐに見つかるわけがない。何かいいきっかけがなければ、話しかけても警戒されるだけで終わってしまう。警察や騎士団の密偵だと勘違いされたりしたら最悪だ。

  「誰かを捜しているの?」

  　僕が困り果てていたら、どこからか現れた女性に声をかけられた。ベリーショートの栗くり毛げで、悩ましい目つきの妙みよう齢れいの美女だ。南国のような薄着に、高級そうな毛皮のコートを羽織っている。機能性よりも見た目を優先した、いかにも「娼婦街の元締め」といったたたずまい。むきだしの太ふと腿ももにベルトを巻いて数本のナイフを身につけているのは、妙な客にからまれたときの護身用だろう。

  「ああ。いい商人がいないかな」

  「それなら、捜す場所が違う。市場にいかなきゃ」

  「僕が欲しいのは『花粉』だ」

  　思い切って、話を振ってみた。なんとなく、目の前の娼しよう婦ふはただものではないような気がしたのだ。理屈ではない、勘かんだ。

  「なるほど……」

  　娼婦は薄く笑って腕を組む。

  　花粉、とはこの大陸でアヘンを示す隠いん語ごだ。

  　美しい花をつけるケシの実から採取した乳液を乾燥させたものをアヘンといい、依存性の高い麻薬である。メイトリア帝国では、軍用、医療用を除いて違法とされている。

  　いきなり「船を買うための許可証が欲しい」と言ったら、逃とう亡ぼう者だと見抜かれて足元を見られる。まずは「アヘンを買いたい」と言い、その結果違法な物品を扱う売人に接触できたら、そこで改めて許可証の話を切り出すつもりだ。

  「それなら、私に心当たりがあるけど」

  　娼婦が、もったいぶった口調で言った。僕は「本当に?」と身を乗り出す。

  「私はレベッカ。あなたは?」

  「カインだ」僕はとっさに偽ぎ名めいを名乗った。「恋人の名前は、マリア」

  「よろしく、カインにマリア。ついてきて」

  　レベッカと名乗った娼婦は、すたすたと二階へと続く階段に向かっていった。僕が立ち上がると、フランカが「大丈夫なのか?」と心配そうに言った。

  「他に手がない」

  　僕は本音を口にした。実のところ、わらにもすがる思いだった。僕たちも酒場の二階にあがる。娼婦が客をとるための部屋だ。レベッカが「おいで」と手招きしてきたので、ためらいがちに部屋の中に入る。大きめのベッドとランプ以外家具らしい家具は何もない部屋で、僕はレベッカから欲しくもないアヘンを買った。

  　取引が終わると、レベッカが蠱こ惑わく的な笑みを浮かべて「二人は恋人同士?」と訊たずねてきた。僕は「ああ。そんなところだ」と、曖あい昧まいにうなずいておく。

  「三人でしたことは?」

  　レベッカがさらに質問を重ねてきた。

  「三人……って」

  　フランカはきょとんとした顔になる。三人、の意味がわからなかったのだ。僕はわかった。

  「カインって、私の好みよ。お金さえくれたら、二人の愛の営いとなみを手伝ってあげる」

  　レベッカがそこまで言ったところで、ようやくフランカも「三人で」の意味を理解し、顔を真っ赤にして眉まゆをつりあげた。

  「……それは遠慮しておこうかな」と僕。「マリアが嫌いやがってる」

  　マリアことフランカが。

  「ザンネン」

  　レベッカがちろりとピンク色の舌を出した。誰かを誘ゆう惑わくする技を、自分を魅力的に見せる技をすべて心得ているような女性だ。長く生きているわりには子供のようなフランカとは、正反対だった。

  「レベッカに、もう一つお願いがあるんだけど」

  　ここまできたら、あとは押すしかない。僕は本題を切りだした。

  「なんでもどうぞ。私はいい男には奉ほう仕しするタイプなの」と、レベッカ。彼女はいちいち色気が過か剰じようなので、調子がくるう。僕はすぐに気を取り直して、言う。

  「船を買いたい。その許可証が欲しい」

  「ふうん……簡単に手に入るのに、わざわざ裏ルートで欲しがるってことは、わけありね」

  「君からアヘンを買った。わけありなんて、今さらだろう」

  「許可証なんて面倒くさいことを言わずに、裏の商人から直接船を買ったらどうかしら」

  「買えるのか?」

  「知り合いを紹介してあげる。そのかわり、仲ちゆう介かい料りようはいただくわよ」
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  　待ち合わせ場所と時間を決めてから、レベッカと一度別れた。

  　宿に戻って荷物をとって、減っていた保存食を買い足し、三〇分後。僕とフランカは準備万ばん端たんで待ち合わせ場所へ。マウント・ダーウィンは、町中にも何本か小さな川が走っている。それらの小川は、どれもリュッケンウィンド川かダーウィン川につながる支流だ。待ち合わせ場所は、そんな小川のすぐ傍そばであり、下水道を兼ねた地下トンネルへの入り口があるところだった。レベッカもすぐにやってきた。

  「こっちよ」

  　とレベッカが指差したのは、地下トンネルのほうだった。僕たちは、言われるがままについていくしかない。下水と聞いてひどい臭においを想像していたが、川の流れが速いせいかそれほどでもなかった。

  　僕とフランカは、レベッカの案内で地下トンネル内を進んでいく。トンネルは、地下水道の両サイドに歩道がある構造だ。道の足元は石畳で舗ほ装そうされていたが、壁や天井は土や岩がむき出しだった。道の要所要所で、汚れたオイルランプの光が揺れている。

  　やがて、トンネルの奥にやや開けた場所が見えてきた。地下水道に、木造の簡単な桟さん橋ばしが組まれている。見た目は古く、昨日今日のうちに作られたものではないらしい。人目につかないこの地下桟さん橋ばしは、普段から密輸に使われているのだろう。そこに、水中馬車がロープで係けい留りゆうされている。

  　馬車といっても、馬にひかせるわけではない。小型のボートに水中で暮らす比較的おとなしい生き物をくくりつけて、牽けん引いんさせるのだ。一番よく使われるのが水生爬は虫ちゆう類の「四つひれ首長竜」で、全長二メートルちょっと。その名前通りずんぐりとした体に櫂オールのような四本のひれ足がついていて、手た綱づなを握ると力強く加速する。川の流れに乗れば、時速五〇キロほどの速度で進む乗り物だ。

  　あの船が買えるというなら、申し分ない。エルフェンクラングまで、あと少し──。

  「…………」

  　そこで、僕は嫌いやなものを感じた。

  　上う手まくいっている。

  　だが、上手くいきすぎている、この感じ。

  　レベッカの態度はやはり不自然だ。彼女の親切は少し過か剰じようだ。

  　僕は周囲を警戒した。水中馬車の桟橋までいく間に、結構な数の横道がある。待ち伏せアンブツシユには絶好のポイントとしか言いようがない。特殊部隊で訓練を受けた人間としての本能だろう。僕は、こういう場所で臆おく病びようにならずにはいられない。燃える火に飛び込む虫にはなりたくないのだ。

  　──仕掛けてみるか。

  　僕は重い背嚢バツクパツクを捨てて、左の手のひらに意識を集中した。そこに、直径一〇センチ程度の光のボールを生み出す。

  　星光アストラル体の鬼おに火び──ウィル・オ・ウィスプだ。僕はそれを前方に投じて、すぐに自爆させた。オイルランプの数十倍の光量という、強烈な閃せん光こうが弾はじける。仮に僕の考えすぎだったとしても、ただの閃光だから冗談ですむ。

  　僕の嫌な予感は的中した。強烈な光に驚いて、横道に身を隠していた数人──いや、二〇人近くの武装した男たちが飛び出してきた。レベッカが「バカども!　焦あせるな!　敵の誘いの手だ!」と叫ぶ。その通り。僕が誘って、敵が乗ってきた。

  　僕はフランカを守るため右手にハンガー、左手にパリーイング・ダガーを構える。

  　レベッカの仲間らしき武装集団を見て、僕は思わず「なッ……!」と低くうめいてしまった。彼らの装備は、銀色のチェイン・メイルに、金色のこて、黒い胸きよう甲こう、黒い肩当て。面当てと首くび垂だれがついた筒型の兜かぶと。武器は、半月状の刃が特徴的な戦いくさ斧おの──ベルジーシュ。この組み合わせには、見覚えがある。

  　メイトリア帝国最大の敵、ヴォルコフ大公国の特殊部隊スペツナズだ。

  　──なぜ、やつらがこんなところに?

  　そんな僕の自問に答えが出る前に、スペツナズのうち数人が僕に襲おそいかかってきた。何がなんだかわからないが、ふりかかる火の粉は払わねばならない。

  　地下トンネルの通路はそれほど広くなく、武器を振り回すことを考慮すると、二人が並んで戦うのが限界だった。僕は、二対一の戦いをしのいでいけばいい、有利な地形だ。振り下ろされてきた最初の斧おのをかわし、右のハンガーを敵の顔面に突き刺した。先端が鼻び骨こつを粉ふん砕さいし、脳に突き刺さる。

  　まるでよく煮込んだ豚肉に刺したかのような手ごたえだった。ハンガーの切れ味がいい証しよう拠こだ。さすがに、星光体投射アストラル・プロジエクシヨンで鍛きたえた武器は一味違う。

  　僕は敵の体からハンガーを抜き、素早く振りかぶった。乱戦中に武器を振りかぶる際には、コツがある。振りかぶる動きと、敵の攻撃を受け流す動きを同時に行おこなわなければならない。もう一人の敵が水平に振るった斧を、ハンガーで上方向に打ち弾はじく。この場合、ハンガーは自然と高い位置にいくので、あとはそのまま打ちつけるだけでいい。二人目の首筋に僕の攻撃が炸さく裂れつする。左手のパリーイング・ダガーを使うまでもない。

  　僕が半分ほど斬った首から血煙が立つ中、僕は左右の武器を構え直して次の敵に備える。

  「そこまで!　そこまでだ!」

  　レベッカが大声をあげた。それでぴたりとスペツナズの動きが止まる。見た目とは裏腹に、彼女はかなりの階級らしい。

  「……どうなってるんだ?」

  　武器を構え、油断なく敵を見み据すえたまま僕は言った。ここはメイトリア帝国領内だ。それなのに、完全武装のスペツナズが現れるとは……。

  「まさか、このタイミングで不意討ちをしくじるなんてね」

  　と、レベッカが感心したようにつぶやいた。

  　ところで、レベッカは恐らく偽ぎ名めいだろう。本当の名前はヴォルコフ系のはずだ。しかし本名を名乗るとは思えないので、このままレベッカと呼ぶことにする。

  「私たちはヴォルコフ大公国、統合参さん謀ぼう本部のスペツナズ、ユニット『ウラガーン』」

  　ウラガーン。ヴォルコフの公用語で「疾せん風ぷう」という意味だ。僕はその名前を知っている。戦時中に戦ったことがあるわけではないが、国防騎士団ＯＮＤの強襲部隊に匹敵する精鋭ぞろいだと聞いている。

  「私たちは、ずっと前からこの町で潜入作戦を行ってきたの」

  　レベッカの言葉を聞いて、僕は思い当たることがあった。近年、メイトリア帝国領内で麻薬や贋にせ金がねが大量に出回り、警察や国防騎士団ＯＮＤが捜査に乗り出したが、なかなか手掛かりがつかめないでいた。その犯人が、恐らくこいつらだ。

  「ヴォルコフ大公国の工作員は、もちろんそちらの帝都ノアにも何人か潜入している。ノアの工作員から、国防騎士団ＯＮＤに妙な動きがあったという連絡が入り、リョウト・アマザキという青年兵が何らかの理由で逃亡していることがわかった。──あの酒場で偶然あなたたちを見て、一目でピンときたわ。すぐに準備を整えて、声をかけた」

  　なるほど。僕は状況を把は握あくした。スペツナズ・ウラガーンは、僕たちを捜していたわけではない。僕たちにとっては不運な、レベッカにとっては幸運な偶然だったわけだ。

  「二人で、ヴォルコフ大公国に亡ぼう命めいしない?　悪いようにはしないから。なぜ、ＤＩＡが本気になってその少女を追うのか……興味があるの」

  「僕を殺す気だったろ?　信用できるか」

  　二人、やる気満々で襲おそいかかってきたのはつい数十秒前のこと。それを忘れるほど僕は間抜けではない。

  「手違いよ。私は生け捕りにするよう命じたのに、部下が先走って……」

  　亡命すること自体は、最終的な目的の一つだ。悪くはない。ただ、ヴォルコフ大公国のスペツナズは信用ならない。

  「殺す気がないなら、そっちは全員武器を捨てろよ……!」

  「…………」

  　レベッカの表情が、微かすかに曇くもった。

  「できないだろ、それは」

  　空気が緊きん迫ぱくしていく。理屈で考えればわかる。フランカには利用価値があるだろう。だが、僕はただの元特殊部隊員だ。ヴォルコフ側には僕を生かしておく理由がない。

  「フランカ」僕は、敵に聞かれないように小声でフランカに話しかけた。「ほんの一〇秒でいい、時間を稼かせいでくれないか」

  　最初フランカは少し驚いたような顔をしていたが、すぐに美しい瞳ひとみに闘志をみなぎらせて、「わかった」と力強くうなずいた。

  　僕とフランカは、アイコンタクトでタイミングを合わせた。三、二、一──スタート。

  「動いたら撃つぞ」

  　フランカが、背中の弓を構えながら僕の前に出た。素早く矢をつがえて、一気に弦つるを引き絞る。スペツナズ・ウラガーンに飛び道具はなく、状況は膠こう着ちやくする。

  　そして僕は彼女をこの場に残して、反転し──全力で駆けだした。

  　敵には、女を捨てて逃げたように見えたはずだ。

  　僕は一〇メートル近く走って、通路の曲がり角まで戻った。敵の死角に入ったところで立ち止まり、武器を鞘さやにおさめて、再び星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを使う。

  　僕が使う魔法は三種類。

  　ウィル・オ・ウィスプの召喚。

  　星光アストラル体を反射させる治ち癒ゆ。

  　最後の一つが──罠トラツプ系の魔法だ。

  　僕は床に片かた膝ひざをついて、両手をこすり合わせてから、ゆっくりと引き伸ばすようにした。火花が散って、ゼリー状の物体が両手のひらの間に生じ、膨ふくらんでいく。その物体は縦たて一五センチ、横三〇センチほどの大きさで硬化し、ガラスのような質感になる。

  　星光体投射アストラル・プロジエクシヨンによる、魔法の指向性対人地じ雷らいだ。このタイプの地雷は「クレイモア」と呼ばれる。なぜその名前がついたのか、由来はすでに失われて久しい。とにかく、クレイモアはクレイモアなのだ。

  　僕が生み出したクレイモアは、表側だけが白く濁にごっている。この白い面が爆発し、扇おうぎ状に爆風が広がるのだ。普通の地雷と違って、白い面を向けた反対側にいればほとんど爆風を浴びずにすむ。起爆方法は二種類。クレイモアの正面を敵が通ったとき自動的に起爆させるか、自分の意思で起爆させるか。生み出す際に選択できる。今、僕の手元にあるのは意思で遠えん隔かく起爆するもの。

  　曲がり角の目立たない場所にクレイモアを設置して、僕は「フランカもこっちに来るんだ!」と大声で呼ぶ。するとフランカも、矢を一発撃って敵を挑発してから、僕が身を潜ひそめた曲がり角に逃げ込んでくる。

  　僕はやってきたフランカを抱きしめて、一緒に伏せた。

  「待て、追うな!」

  　レベッカが部下を制止しようとするが、もう遅い。曲がり角に敵が殺到してきたところで、僕はクレイモアを起爆させた。

  　そのとき、曲がり角から扇状に広がる爆発効果範囲には、六人の男たちがかたまっていた。彼らに、熱と炎の牙きばをむいて爆風が襲おそいかかる。

  　強烈な爆風はまず、彼らの装備や衣服を引き剥はがす。そのあと、目や鼓こ膜まくといった人体の比較的柔らかい部分が破れる。爆風が体内に侵しん入にゆうし、肺はいをずたずたに切り裂くこともある。至近距離での爆発の場合、手や足が関節の部分で千ち切ぎれたり、腹を破って臓ぞう物もつを引きずりだすことも多い。まあ、要するに──バラバラでグチャグチャで半はん裸らに近い死体が一瞬で六つもできあがる。

  　僕と一緒に伏せていたフランカが顔をあげると、目の前には血煙が霧きりのように漂い、床や水面に肉片が散乱していた。それを見て彼女は「うッ」とくぐもった声をあげたが、取り乱して僕を困らせるような愚ぐは犯さなかった。フランカは芯しんが強く、よほどのことがない限り冷静で、僕は安心して次の行動に移ることができる。

  「突破しよう」

  「……ああ!」

  　僕とフランカはともに駆けだした。肉片を踏み越えて、角を曲がる。まだ敵は一〇以上残っているので、まともに戦えばかなり危ない。そこで僕はもう一度ウィル・オ・ウィスプを使うことにした。二度目の閃せん光こうは効果が薄くなるので、フランカに手伝ってもらう。一番近くのオイルランプを弓矢で撃ってもらったのだ。そうやって周囲が暗くら闇やみに包まれた次の瞬間、いきなり僕のウィル・オ・ウィスプが炸さく裂れつする。僕たちはそのときだけ瞼まぶたを閉じていたが、敵は目がくらんだはずだ。

  　敵に隙すきができても、いちいち刃物で殺す時間はない。僕はさっき捨てた背嚢バツクパツクを拾って、全身の力をこめて床を蹴けった。敵の視力が完全に回復する前に、水中馬車の桟さん橋ばしまで駆け抜ける。邪じや魔まになるような敵は、突き飛ばして水面に落とす。

  　僕たちは、レベッカの横も通り抜けた。いち早く閃せん光こうのダメージから立ち直っていた彼女は、僕に向かって太ふと腿もものナイフを投じた。正確に僕の喉のどを狙ねらっていた。咄とつ嗟さに背嚢バツクパツクで受け止めることに成功したが、冷や汗が流れた。

  　僕とフランカは桟橋にたどり着き、水中馬車に飛び乗った。フランカに手た綱づなを握らせて、僕は係けい留りゆう用のロープをハンガーで切断する。

  　四つひれ首長竜の加速は素晴らしく、動き始めたと思ったら、あっという間に数メートルも桟橋から離れていた。何人かのスペツナズが追いかけてきてジャンプした。──が、距離が届かずに川に落ちる。

  　レベッカは僕たちを見送るように桟橋に立って、大きな声でこう言った。

  「リョウト・アマザキ!　あなたとはまたどこかで会う気がするわ!」

  　──申し訳ないが、僕は二度と会いたくないよ。



  


   第九章　砦の死闘
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  　──短い旅が終わろうとしている。

  　地下水道からリュッケンウィンド川に出て、エルフェンクラング方面へ。

  　水中馬車は馬よりもずっと速く、しかも四つひれ首長竜が休んでいる間にも川の流れで進んでいく。なにより尻しりや足が痛くならない。川には検問もなく、海や湖みずうみと違って強力な怪物も現れない。帝都から逃とう亡ぼうして始まったこの旅の中で、初めて風景を楽しむ余裕が出てきた。エルフェンクラングに近づけば近づくほど、視界に入る森林が増えてくる。このあたりの木々はいい良質の建築資材や薪しん炭たんになるし、豊富なドングリで食用豚を飼育することもできる。美しいだけではない、豊ほう饒じようの森だ。

  　夜には、ゆっくりと進んでいく水中馬車の上から、満天の星を二人で眺めて感嘆のため息をついたりした。水面には、丸々とした月が反射している。この小さな船は、まるで星空に包まれているかのようだ。ぼんやりしていたら、隣のフランカが僕に寄りかかってきた。僕の肩に彼女の小さな頭がすとん、と収まる。初めて出会ったとき、僕は彼女の護衛を殺すのに夢中で、まさかこんな風になるなんて想像できるはずもなかった。

  「もうすぐ、エルフェンクラングだ……」

  　フランカが、感かん慨がい深そうに言った。

  「だね」僕は相あい槌づちを打つ。

  「私は助かったが、リョウトは大変だよな……?」

  　フランカが僕の身を案じてくれた。僕は微笑ほほえんで答える。

  「……ところが、そうもでないかもしれないんだ」

  「……?」

  「『戦車ジークフリート』の話だよ。僕たちは騙だまされていたんだ」

  

  　──サローヤンは僕たちにこう説明していた。

  「エルフの双子は特別……そんなおとぎ話くらいは、みんな聞いたことがあると思う。私は今回、ゲオルクとフランカが双子であることを突き止め、同時にある神秘的な事実を知った。双子のどちらかを傷つければ、遠く離れた場所にいても、もう片方にも同じ傷がつくのだ」

  「フランカを殺せば、ゲオルクも死ぬだろう。死なない程度に痛めつければ、ゲオルクから反抗心を奪うことができるはずだ。上う手まくやれば、内部の裏切り者として働いてくれるかもしれん。妹だけではなく、自分も死ぬのだからそう簡単には見捨てられない」

  「殺してはいかん。苦しめて苦しめて、ゲオルクを従順な奴ど隷れいにすることにこの作戦の意味がある。そういったプロフェッショナルな拷ごう問もんを任せるのなら、星光体反射治癒魔法アストラル・リフレクシヨン・ヒーリング・マジツクが使える特殊部隊が最適……理解してもらえたかな?」

  　そのすべてが、嘘うそだった。僕もソフィア隊長も、騙だまされて動いてしまった。

  　フランカは真実を語ってくれた。真実と断言できるのは、帝都を脱出した以上、サローヤンの嘘を暴あばいても彼女には何のメリットもないからだ。

  「エルフの双子は、星光アストラル体を投射する能力が強く……しかも共鳴する。双子がそろって協力すれば、強力な大量破壊系の魔法を使う。特に双子の女子は、エルフの聖域で封印している、太古の戦争で使用された『不死英雄の戦車Siegfried panzer』を起動することが可能だ」

  　僕が戦車のことについて訊たずねると、フランカは「そもそも、その『戦車ジークフリート』というのはだ」とわかりやすく教えてくれた。

  「この世界には、まだあちこちに新パンゲア大陸成立以前に使用されていた兵器が封印されている。それは深い地中であったり、凍土の中であったりする。エルフの聖域にも、それがあった。『不死英雄の戦車Siegfried panzer』だ。現在は、その全機能が休眠状態となっている。細かい理屈はわからないが、双子の女子である私はその『戦車ジークフリート』を起動させることができるらしい。一度それをやりかけて、大騒ぎになったことが」

  　この大陸には「軍事工学教団」というカルトが存在する。フランカが言ったような古代の兵器を、教団は邪じや神しん群ぐんと呼称している。

  「『戦車ジークフリート』を起動させるには、この私を極限まで追い込む必要がある。エルフの巫み女この深い悲しみ、底なしの怒り……そういうものが、あの兵器を邪神として覚かく醒せいさせるんだ」

  　それを聞いたところで、僕はサローヤンの正体がなんとなくつかめてきた。恐らく教団の関係者、あるいは幹部に違いない。彼の目的は、フランカを拷問で痛めつけて、封印された『戦ジーク車フリート』を起動させることだったのだ。サローヤンが動き出した『戦車ジークフリート』をどうするつもりなのかはまだわからないが、メイトリアではなく教団の利り益えきにつながることだろう。

  　目的を達成したら、サローヤンはその罪をすべてソフィア隊長──ＳＯＧ強襲部隊になすりつければいい。実際、拷問をしていたのは僕たちだから、まずい事態になったら言い逃のがれはできない。

  「エルフェンクラングは『戦車ジークフリート』を軍事利用しようとはしなかったの?」

  「したかったろうが、できなかった。太古の兵器には、人間がいなくても戦えるよう、人工の知性が持たされているという。今はそれを制御する方法がわからないから、復活した『戦ジーク車フリート』は手当たり次第に破壊と虐ぎやく殺さつを繰り返す。危なくて、とても使えない」

  「確かに、そんな兵器は誰の得にもならないな。……本当に、サローヤンのやつはいったい何を考えてるんだ?」

  「ところで、この話はなるべく他言しないようにな。特に、兄が嫌いやがる」

  　この話が他言無用なのは当然だ。理由その一。フランカの身を守るため。『戦車ジークフリート』の噂うわさが広まれば、サローヤンのような男が次々と出てくる。

  　そして理由その二──エルフ族の誇りを守るため。

  　特殊な双子の女子とはいえ、エルフの巫み女こが古代の兵器を起動させることができる事実は、人種差別派が展開する「エルフ族は人工の魔法生物だった」という主張の裏付けになりかねないからだ。

  

  　事件を整理していた僕の意識が、船上に戻る。僕はフランカに向かって続ける。

  「……話を聞いて、わかったんだ。フランカを拉ら致ちし、拷ごう問もんする作戦を立案したサローヤンというクソ野郎が、どうやら僕たちを騙だましていたらしい。僕たちどころか、国家さえもあざむいていた可能性がある。そのことを追及すれば……もしかしたら、無罪放免もありえるかも」

  　僕は少々楽観的に言った。実際のところ、無罪放免はないだろう。だが、僕にはマウント・ダーウィンでヴォルコフのスペツナズと戦ったという「おみやげ」もある。フランカを助けたうえに、国防騎士団ＯＮＤをやめずにすむかもしれない。減げん俸ぽうや自宅謹きん慎しんですめば万ばん々ばん歳ざいだ。

  「無罪放免だとしても……」と、フランカは切なげに長いまつげを震ふるわせる。「そこで、私たちはお別れなのかな……」

  「…………」

  　そういえば、そうだ。僕は今さら気づいた。

  　逃とう亡ぼうの旅なんていつまでも続けられるものではない。けれども、旅が終わればフランカから離れなければいけない。僕と彼女では、立場が違いすぎる。そもそも種族が違う。

  　僕は何も答えられなくて、空を見上げた。フランカも同じようにする。たぶん僕は、いつか死ぬ日までこの夜のことを忘れないだろう。こんなにいい夜の思い出があれば、どんな死に方だとしてもきっと最後の瞬間は微笑ほほえんでいられる。

  

  　辺境の未開拓地帯で下船した。悩んだが、もう使うことはないと思ったのではみを外して四つひれ首長竜は逃がしてやった。未開拓地帯は森林や荒野に埋め尽くされている。近くに大きな都市はなく、原始のままの自然むき出しといった様子の風景は壮観だが、人間の目に入りにくい場所で様々な危険がうごめいている。

  　このあたりはまだ、冒険者たちの手によって作成された大おお雑ざつ把ぱな地図しかないが、それでも近くに今は使われていない古い開拓者向けの砦とりでがあるのはわかっている。

  「そろそろ夕方だ……あの砦で一泊しよう」

  　少し歩くと見えてきた、砦の塔を指差して僕は言った。

  「久しぶりに、屋根がある場所で眠れるな」

  　エルフの巫女だったフランカは、この旅の間に見違えるほどタフになっていた。急にマッチョになった、という意味ではない。目つき、顔つきは少女らしい可か憐れんさを残したまま引き締まり、足の運び方が旅慣れたのだ。

  「私たちがエルフェンクラングに入るよりも先に、兄さまが私たちを見つけるかもしれない」

  　唐とう突とつに、フランカがそんなことを言った。

  「どうしてそう思う?」

  「兄さまを近くに感じるんだ。近づいてきたことを察知して、私を捜しているんだと思う」

  「それは……エルフの双子だから?」

  「ああ。そのサローヤンが言っていた『命や痛みがつながっている』というのはでたらめだが、星光アストラル体が共鳴しているのは確かだ」

  　そう──この砦とりでは、帝都よりもエルフェンクラングのほうが圧倒的に近いのだ。もう、安全圏と言ってよかった。

  　開拓者向けの砦は、上から見れば長方形、森を抜けたあとの荒野にぽつんと建っている。煉れん瓦が積みで全体的に赤茶色。開拓者や冒険者たちの拠きよ点てんとして使われていたが、メイトリア帝国とエルフェンクラングの戦争が始まって、放ほう棄きされたのだ。休戦協定が結ばれてからも、この砦に人が戻ることはなかった。

  　最新の築城、要よう塞さい建築論においては、大量破壊系魔法に対応するため縦じゆう深しん防御を重視し稜りよう堡ほ、半はん月げつ堡ほ、斜しや堤ていなどを築く。しかし、この砦は昔ながらの高い壁に囲まれているだけだった。

  　砦への出入り口は正面の一か所のみで、ゲートハウスになっていた。防御用の櫓やぐらや塔を備えている門のことだ。三階建てのゲートハウスを抜けて、僕たちは中庭に足を踏み入れる。

  　そこで──。

  「待っていたぞ」

  　ソフィア隊長に声をかけられて、心臓が喉のどから飛び出るほど驚く。

  　中庭に待ち受けていたのは、隊長とウーゴとシタデル。三人ともガウツ・フット・クロスボウを構え、僕たちにぴたりと狙ねらいを定める。嫌いやな予感がして振り返ると、ゲートハウスの二階に潜ひそんでいたシナフィも飛び降りてきて、背後をふさがれた。同士討ちを防ぐために、シナフィはやや横に動いてクロスボウの射線からずれる。僕たちは隊長にプレッシャーをかけられて動けない。

  　油断していた。ソフィア隊長を甘く見ていた。

  　ここから反撃の手段はない。国防騎士団ＯＮＤ、強襲部隊チーム２の仲間たちは僕の手の内を知っている。ウィル・オ・ウィスプを生み出そうとすれば、撃たれるだろう。万事休すだ。旅の終わりを悟ったフランカが、僕の腕を「ぎゅっ」と強くつかんできた。

  「話を聞いてください」

  　僕は言った。頭を働かせねばならない。

  「国防騎士団ＯＮＤの駐ちゆう屯とん地ちで聞こう」

  　ソフィア隊長はとりつくしまもなかった。

  「いいか、私はリョウトもその少女も殺したくない。ヤケになるな」

  「俺たちに撃たせないでくれよ、マジで」と、苦にがりきった顔でウーゴ。「お前の気持ちはわかる。でも、お前は国防騎士団ＯＮＤの一員で……俺たちの仲間だろ?」

  　シタデルも、シナフィも、沈痛な面おも持もちだった。撃ちたくない、殺したくないという言葉は本当だろう。

  「そういうんじゃないんですよ。僕たちは、サローヤンに騙だまされていたんです」

  　僕は落ち着いた声で言った。隊長の眉まゆがぴくり、と動く。

  「……サローヤンが?」

  「エルフの双子について。彼は嘘うそをついていました」

  　僕がそう言った直後、ソフィア隊長の足元に矢が突き立った。

  「──ッ!?」

  　矢は、僕の背後にいるシナフィのさらに後ろ──ゲートハウスの出入り口あたりから放たれたものだった。

  　長弓ロングボウを構えたエルフの部隊が中庭に入ってきて、横一線に広がった。森に溶け込む迷彩柄の革かわ鎧よろいが特徴的な、エルフェンクラングの国軍特殊コマンドKommando Spezialkrafte（ＫＳＫ）だ。ソフィア隊長たちは咄とつ嗟さにクロスボウの狙ねらいをエルフに切り替える。強襲部隊は四人、エルフは一〇人。どうなってるんだと思ったら、エルフたちの中から一人の青年が前に出てきた。

  「……フランカ」

  「兄さま!」

  　エルフの主要四氏族から選出された代表八人によって運営されている、エルフェンクラングの最高意思決定機関「賢けん者じや会かい議ぎ」。その代表の中で最も若く、一番強い権力を持っているのがフランカの兄。ＫＳＫの精鋭を引き連れて現れたこの青年こそが、ゲオルク・ジーフェルスだった。
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  「妹を……フランカを返してもらおう」

  　ゲオルクは均整がとれた体の持ち主で、運動神経が発達していそうな精せい悍かんな顔つきの美青年だった。双子というだけあって、フランカをそのまま男性にしたかのように似ていた。エルフたちの中で、唯ゆい一いつ彼だけが弓を構えていない。

  「そうはいかん、こちらも任務だ」

  　クロスボウを構えたまま、ソフィア隊長は一歩も退ひかない覚悟だ。弓の数はエルフたちのほうが多いが、隊長には負けない自信があるのだろう。

  「隊長、やめてください」僕は言った。

  「どちらも、落ち着いて」フランカも声をはりあげる。

  「フランカ、その男は何だ?」

  　ゲオルクが僕を見て言った。妹──フランカが、僕の腕にしがみついているのが気に食わないらしい。

  「兄さま、彼が私を助けてくれたんです。命の恩おん人じんです」

  「その人間が……?」

  「隊長、やめましょう」僕はもう一度進言した。「話し合いでどうにかなります。ここで殺し合っても、意味なんかないですよ……」

  　フランカがゲオルクを、僕がソフィア隊長をまっすぐに見み据すえる。

  　ウーゴやシタデル、そしてエルフたちが冷や汗を流している。何かきっかけがあればただちに矢が飛び交う、一触即発の、緊張の時間が続く。

  　やがて──。

  「双方同時に」とゲオルクが言い、

  「武器をおろそう」とソフィア隊長が言葉を継いだ。

  　それを受けて、半なかば安心したかのように、強襲部隊もＫＳＫも射撃態勢を解く。

  

  「心配したぞ」とゲオルクが、僕とフランカにつかつかと歩み寄ってきた。フランカは僕から腕を離し、兄のほうに体を向ける。



  [image: ]


  「すみません、兄さま」

  　フランカが謝ったので、僕は内心驚いた。兄きよう妹だい感動の再会かと思ったら妙な距離感がある。

  　僕には、ソフィア隊長が近づいてきた。間合いが詰まるなり、隊長は平手を振るった。パシン!　と甲かん高だかい音が鳴り響いたが、絶対に拳こぶしがくると思っていた僕は拍ひよう子し抜けだった。打たれた頬ほおが、痛いというより熱かった。

  「なぜ、逃げたりした」

  「それについて、説明したいことがあります」

  「さっきの、サローヤンに騙だまされていたどうこうという話か」

  「はい」

  　僕がフランカを助けたのは、彼女を助けたかったからであって、そこに計算や理屈はあまりなかった。結果的にサローヤンの陰いん謀ぼうが露ろ見けんしただけで、僕が裏切ったことに関しては言い訳は何もできなかった。上う手まく話を運んで、とにかく「悪いのはすべてサローヤン」という方向に持っていきたい。

  「『戦車ジークフリート』の話をしていいかい?」

  　僕がそう訊たずねると、フランカが小さくうなずいた。僕が隊長に説明を始めようとした次の瞬間、ゲオルクが「あのことを人間に話したのか!」と激げつ昂こうした。激昂しただけでなく、信じられないことにフランカを拳で殴なぐった。

  「!」

  　殴られたフランカが、尻しり餅もちをつく。

  　ゲオルクの怒りは、エルフ族のプライドと直結しているのだろう。フランカも言っていた。「この話は兄が嫌いやがる」と。「エルフ族は人工生物だった」という説を恐れるがゆえの怒り。理解できないことはない、が──。

  　プライドのために妹を殴るなんて、やはり僕は許せなかった。

  「妹さんのことをもっと真ま面じ目めに考えたらどうだ」

  「なに?」

  　僕は軽く助走をつけてゲオルクの頬に拳をねじこんだ。骨っぽい、乾いた打撃音がして、ゲオルクの部下たちは慌あわてて弓を構え直した。それに反応して、ソフィア隊長たちもクロスボウを持ち上げる。

  　再び一触即発の状況になって、ああやっちゃったと僕は思い、しかしゲオルクが「よせ!　なんでもない!」と大声をあげたのでことなきを得た。

  「痛かったか?」僕はゲオルクを見下ろして言う。「でも、フランカも痛かった」

  　たぶんこれは僕の悪い癖くせなのだ。いつも冷静なつもりなのに、肝心なところで感情的になってしまう。思ったことは口にせずにはいられない。やめておけばよかった、とあとから悔くやむことになる。

  「ふん……」ゲオルクはよろめいたが、倒れはしなかった。口の中が切れたらしく、大量の血が混ざった唾つばを吐いた。「お前が妹を助けたっていうのは……どうやら本当らしいな。今の怒り方で、わかる」

  　ゲオルクが話のわかる男で助かった、と僕は思う。

  「いいだろう、どういう事情なのかは知らんが『戦車ジークフリート』のことを説明すればいい」

  　僕とフランカでソフィア隊長に、サローヤンの嘘うそと、その真の目的について説明した。拷ごう問もんによって「不死英雄の戦車ジークフリート・パンツアー」を起動させること。そしてそれは決してメイトリア帝国のためではないということ。その説明を横で聞いていたゲオルクも、大体の事情をのみこんだ。

  「これからどうするのか、私とそちらの女性で協議する。とりあえず、この場におけるそちらの責任者はあなたということでいいんだな?」

  　ゲオルクが「そちらの女性」といったのは、ソフィア隊長のことだった。

  「メイトリア帝国、国防騎士団ＯＮＤの副団長、特殊作戦群ＳＯＧのソフィア・ロレンス大たい佐さ。今は我われ々われが戦うべきときではないらしい」

  「そのようだな。エルフェンクラング賢けん者じや会かい議ぎ、ジーフェルス氏族代表、ゲオルクだ」

  　改めて高官二人が名乗り合う。

  「フランカ、お前は私の部下たちと、どこかで休んでいろ」

  　ゲオルクがそう命じるが、

  「嫌いやです」

  　フランカは即答し、首を横に振った。

  　妹にこんな風に反抗されるのは、今までほとんどなかったことなのだろう。ゲオルクは、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をした。

  「私は、彼──リョウト・アマザキと一緒にいます」

  　フランカがはっきりそう言って、ゲオルクは僕を睨にらみつけてきた。さすが、優やさ男おとこでも部族を束ねるだけあって迫力がある。しかし僕にやましいことはないので、怯ひるむことなく睨み返した。しばらく視線をぶつけ合って火花を散らしたあと、先に折れたのはゲオルクのほうだった。彼は「……勝手にしろ」と言い捨てて、僕とフランカに背中を向けた。
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  「いいのかい?」

  「いいんだ。兄の部下たちは私を腫はれもののように扱うからな。息が詰まる」

  　僕とフランカは、これからのことを話し合うＫＳＫや強襲部隊のみんなから離れて、二人で休む場所を探した。逃げ出した手前、ウーゴ、シタデル、シナフィとはなんとなく顔を合わせにくくて、こうしてフランカと二人きりでいるほうが僕は気が楽だった。

  　もう必要ないので、魔法の義眼を瓶びんに入れて懐ふところに片付ける。帝都に戻ったら、道具屋の親父おやじに返さねばならない。

  　僕たちは、中庭を横切ってキープ（天てん守しゆ）に入った。キープとは、城や砦とりでの中心となる建物のことだ。井戸の上に建てられていることが多い。この砦のキープは、ゲートハウスと同じ四階建てだった。一階が井戸と食しよく糧りよう庫、二階が武器庫、三階に寝室が三部屋ばかりあった。四階は会議室のようだ。三階の、適当な寝室のドアを開ける。

  「久しぶりにベッドで眠れるよ」

  　僕は、フランカのためにベッドの具合を確かめた。たぶん、この部屋で強襲部隊の誰かが一泊したのだろう。ベッドのシーツは真新しく、埃ほこりが積もっていたり、蜘く蛛もの巣がはっていたりするようなことはなかった。

  　ベッドを見ていた僕がフランカに視線を移すと、彼女はいつの間にか間近にいた。鼻と鼻が触れそうなほどの至近距離で、僕は思わず息をのみこんだ。

  「……っ」

  「リョウト……」

  　彼女の吐と息いきを、皮ひ膚ふで感じる。

  「その……さっきはフランカの兄さんを殴なぐってごめん」

  「いや、いいんだ……」フランカは、ゆっくりとかぶりを振って、凜りんとした口許をわずかにほころばせた。「ひどいかもしれないけど、私は嬉うれしかったんだ。兄さまは、私のことを嫌いではないと思う。でも、エルフ族のプライドや、人工の魔法生物かもしれないという恐れが、兄さまと私の間に溝を生んでいる。兄は私の存在を……いいや、自分自身の存在さえ認めたくないんだ。私が溝を跳び越えても、兄さまは一定の距離を保たもとうとする」

  　同じく妹を持つ身としては、いまいち共感しがたい話だった。僕の中で、家族とはもっと単純なものだ。しかし、立場が違うから一いち概がいには言えないのかもしれない。ストロベリー共和国リパブリツクと馬鹿にされているエルフェンクラングだが、それでもれっきとした独立国だ。賢けん者じや会かい議ぎの代表は、メイトリア帝国なら大臣の格と言える。僕の家庭と同列に語ることはできない。

  「でも……リョウトに殴られたあと、兄さまは悪い夢からさめたような表情だった。あの瞬間、何かが変わった気がした。エルフを見下さず、それどころか真正面からぶつかってくる人間に初めて出会ったんだんだと思う」

  「…………」

  「私は、リョウトをずっと待っていたのかもしれない。兄を問答無用で殴れる男を」

  「フランカ」

  「……リョウト」

  　どちらから、ということもなく唇が近づいた。

  

  　僕とフランカはキスを交わす。最初は唇くちびると唇だけで。やがて深く、濃厚に。

  　こんなことをやっている場合ではないと頭では思いつつも、もうお互いに止まらなかった。今も、ソフィア隊長とゲオルクは今後の方針を話し合っているというのに──。それでも、もうすぐ離れ離れになるかもしれないのなら、後悔だけはしたくなかった。

  　慌あわただしく、服を脱ぐ。フランカが、食い込むような小さな下着をもじもじと外していく姿に、僕の情動がたぎる。

  「きれいだ」

  「……恥ずかしい」

  　僕は、全ぜん裸らのフランカをベッドに押し倒した。期待と不安が入りまじった表情から、彼女の緊張が伝わってくる。僕も緊張している。フランカの裸身は豊満で、腰はくびれ、要所要所は牝め鹿じかのように引き締まっている。長旅のあとだというのに肌はしっとりとしていて、手のひらで撫なでると吸いつくようだ。エルフが魔法の人工生物だなんてとんでもない、と僕は思う。こんなに完かん璧ぺきに美しいものは、人間には作れない。神秘の造形美だ。僕が軽く触れるだけで、フランカはびくん、と震ふるえて、敏感な快楽のあえぎ声をあげる。

  「んっ……」

  　フランカは恥ずかしそうな、悩ましげな表情だった。いつもの気丈な雰ふん囲い気きからは、まったく想像もできない顔だ。僕たちは抱き合い、彼女は恥ずかしさのあまり瞼まぶたを閉じる。
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  「人間とこんなことになるなんて……」

  「こんなことって……どんなこと?」

  「……バカ」

  「愛してる、フランカ。大好きだ」僕がそう言うと、彼女はうっすら瞼を開けて、小さくうなずいた。「私もだ。リョウト。お前が欲しい」

  　そして僕たちは一つになった。奥深くで彼女の体温を感じる。こうしているうちにも、どんどん愛いとしさがこみあげてくる。深まっていく。今までの人生で一度も味わったことのない充足感が、僕の胸を一杯に満たしている。

  　──この時間がいつまでも続けばいいと思った。
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  　寝室のドアがノックされたとき、僕たちはすでに服を着て、何事もなかったかのような顔をしていた。ソフィア隊長やゲオルク族長の手前、僕もフランカも多少後ろめたい思いがあったが、それでもお互いの気持ちを体で確認できたのはかけがえのない幸福だった。

  　ノックのあと部屋に入ってきたのは、シナフィだった。

  「こんなところにいたのか。よく休めたか?」

  「ちょっと疲れた」

  　とフランカが言ったので、僕は思わず苦笑した。そんな様子から何かを嗅かぎとったのか、シナフィは鼻をくんくんと動かして、にんまりと笑ってから言った。

  「男と女のにおいがする」

  　すぐにばれた。僕とフランカは顔を見合わせて赤面する。

  「まあ、いいけどな。こんな状況でよくやるよ……気難しそうなあのお兄さんには悟さとられないように注意しな」

  「了解」と、僕はおどけて敬礼。

  「隊長とエルフ族の間で話がまとまった」とシナフィ。「中庭に集合」

  　僕たちはキープを降りていった。拷ごう問もんしていた負い目があるのか、シナフィはなかなかフランカと目を合わせようとしない。外で、ウーゴとシタデルも待っていた。

  「あの……この前は……ごめんなさい」

  　フランカの顔を見るなり、シタデルがおどおどとした口調で謝った。

  「言い訳になっちゃうけど、俺たちも騙だまされていて、任務で仕方なくやったんだ」ウーゴも頭を下げる。「許してくれと言ったらさすがに図々しいと自分でも思う。ただ、ほんのちょっとでいい。命令には逆らえない兵隊に同情してほしい」

  　一番謝るのが下へ手たなのはシナフィだったが、ウーゴとシタデルに追従する形で「ほんと、悪かった!」とようやく謝罪を口にできた。

  「事情はリョウトから聞いている。気にするな」

  　フランカは快活に白い歯を見せて言った。竹を割ったような性格、とは彼女のことを言うのだろう。フランカの爽さわやかさに救われて、強襲部隊のみんなは重荷をおろしたようなすっきりとした顔になった。

  「結果的に、彼女を連れて逃げたリョウトが大正解だったとはな」

  　シナフィがしみじみつぶやいた。

  「一時はどうなるかと思ったぞ、このヤロー」

  　と、ウーゴが僕の腹に軽いパンチを何発も叩たたきこんでくる。

  「痛いよ、もう。やめろって」

  　僕が逃げ出す前と同じようにはしゃぎながら、ソフィア隊長、ゲオルクのもとに向かう。フランカはゲオルクとともにエルフェンクラングに帰国。ソフィア隊長は帝都に戻ってことの経けい緯いを国防騎士団ＯＮＤ長、ＤＩＡ局長、そして皇帝陛下に報告。サローヤンは憲けん兵ぺい隊に逮たい捕ほされて事件解決となるはずだ。

  「……?」

  　ところが、ゲートハウス周辺が妙に慌あわただしくなっていた。ＫＳＫの隊員が何人かゲートハウスの最上階や城壁にのぼって、ドイツ語ジヤーマンでゲオルクに何やら報告している。

  「どうしたんですか」

  　僕の質問に、ソフィア隊長が答える。

  「ゲオルクが部下を見張りに立たせていたら、遠くに二〇騎ほどの軽けい騎き兵へいや竜りゆう騎き兵へいを見つけた」

  「騎兵ですか!?」

  　ウーゴが驚いて言った。

  　二〇騎といえば、遊びで動くような数ではない。

  　僕も、すぐにゲートハウスにのぼった。一キロほど先に小さな林があり、その手前に確かに二〇ほどの、所属不明の騎兵たちがいる。急にわいて出てくるわけはないから、今まで林の木陰に潜ひそんでいたのかもしれない。騎兵たちは少しずつこの砦とりでに向かってきて、あと七〇〇メートルほどのところで停止した。

  　僕は、ソフィア隊長とゲオルクが話し合う中庭に戻る。

  「すぐに仕掛けてこないということは……恐らく、偵察部隊か。近くで本隊が動いているかもしれん」

  　ゲオルクの推測はもっともなものだ。二〇騎という中途半はん端ぱな数は、偵察斥せつ候こうの類たぐいとしか考えられない。それに遠くから見ただけだが、騎兵たちは身なりに統一感があり、それなりに整っていた。つまり、山さん賊ぞくや冒険者でもないということだ。

  「まさか……」

  　と、ウーゴが唾つばをのみこむ。

  「サローヤンの手下かもしれん。事実の露ろ見けんを防ぐために、手を打っていたのかも」と、ソフィア隊長が忌いま々いましげにつぶやく。「メイトリアやヴォルコフの正規軍ではない。非合法に雇やとった傭よう兵へい部隊だな」

  　国防騎士団ＯＮＤの精鋭をたばかった罪は重い。それに、教団の一員だと判明すればサローヤンは終わりだ。私財を吐き出して大規模な傭兵部隊を動かして逃のがれようとしても不思議はない。

  「どうする?　撤退するか?」

  　隊長がゲオルクに向かって訊きいた。

  「ここからエルフェンクラングの国境まで、まだ半日ほどかかる。敵が騎兵ばかりなら、どこかで追いつかれる」

  　馬の質に問題がある、とゲオルクは続けて言う。エルフェンクラングはその国土に森林が多いことから、騎兵を重要視していない。今回も急ぎの出発だったので、軍馬が用意できず、ゲオルクとＫＳＫの隊員たちは普通の乗用馬でここまでやってきた。軽けい騎き兵へいを相手に、体格や体力で劣おとる乗用馬では逃げ切れない。

  　軍馬を用意していないのは、ソフィア隊長たちも同じだった。ここに来るのに使ったのは、四頭立ての兵へい站たん馬車だ。兵站馬車に専門の訓練を施ほどこした軍馬は使わない。

  「それにしても、どうして敵にフランカがここにいるとわかった……?」

  　隊長は納得いかない様子だ。

  「私たちかソフィア大たい佐さの部隊が密偵にはりつかれていたか……それとも、裏切り者のせいか」と、ゲオルクは苦にがい顔だ。「エルフの恥をさらすことになるが、国境警備隊に内通者がいるらしいという噂うわさがあった」

  「ここは荒野だ、見晴らしがいい」そう言って、ソフィア隊長は舌打ち。「リョウトとフランカがこの砦とりでに入るのを見られたのかもな。そしてすでに本隊に連絡を送っている。だからこそ、あの偵察部隊は姿を発見されるリスクを冒おかしてでも距離を詰めてきたんだろう」

  「魔法の遠えん隔かく通信装置で、エルフェンクラングから援軍を呼ぶ」

  　ゲオルクの提案に、隊長もうなずく。

  「だな。ここで迎え撃つしかなさそうだ」

  　──大変なことになってきた。

  

  　ゲオルク率ひきいる国軍特殊コマンドＫＳＫの隊員が一〇人。

  　ソフィア隊長率いる強襲部隊チーム２が僕を含めて四人。

  　それにフランカを合わせても、総勢一七人。

  　敵の数はまだ不明だが、偵察部隊だけでも二〇騎である。本隊はその一〇倍以上と考えるのが妥だ当とうか。

  　まず、エルフたちの乗用馬を砦とりでの中に入れた。それから門を閉めて、ゲートハウスの落とし格ごう子しがまだ使えるかどうかを確認。古くなっているが、問題はなかった。

  　僕たちは、兵へい站たん馬車から武器と防具をおろした。

  　僕は道具屋で盗んだ防具を脱いで、分厚い胸きよう甲こうつきのバフ・コートに鋼鉄製のこてとすね当てという、ＳＯＧ強襲部隊の制式装備に着替えた。今回は全員兜かぶとも被かぶる。後頭部を守る部分がエビの尾に似ていることから、ロブスター・テイル・ポッドと呼ばれている、バイザーつきの兜だ。

  　馬車にはハンティング・ナイフもあったが、僕はハンガーとパリーイング・ダガーをすっかり気に入ってしまったので、武器はこのまま変えないことにする。そのかわり、右の太ふと腿ももに一本、腰のベルトに二本、予備の武器としてナイフをさしこんでおく。

  　シタデルは右手に鎚メイス矛、左手に棘スパイクがついた盾たて。

  　シナフィは手斧ハンド・アツクスと小さな盾。腰には予備のハンド・アックスを数本。

  　ウーゴの武器は長さ一・五メートルの短い槍シヨート・スピア。

  　ソフィア隊長は、ハンティング・ナイフの二刀流。

  　武器が折れたときのために、ゲートハウスやキープのあちこちに短剣や槍やりを隠しておく。

  　そのころになると、敵の本隊も姿を現していた。

  　軽けい騎き兵へいと竜りゆう騎き兵へいを中心に、六〇〇人以上──大隊規模だ。一〇両ほどの兵站馬車も同行している。

  　林を中心に、敵の大隊は野営陣地を構築し始めた。一度馬を休めて、兵士たちに食事をさせるつもりだろう。腹が減っては戦いくさができぬ、というやつ。林の枝を落として、堂々と焚たき火を始めている。敵は、こちらが圧倒的に少数だと知っているのだ。

  「一休みしてから、仕掛けてくるか」

  　ソフィア隊長が、目を細めて言った。彼女の視線の先には、あちこちで炊すい飯はんの煙をたてている敵の陣地がある。

  　僕たちは、とりあえずゲートハウスの最上階に集まっていた。

  「あの人数だ。援軍がくるまでもつか」

  　ゲオルクが悲観的な意見を口にした。

  「もたせんといかん」ソフィア隊長が壁を強く叩たたく。「ここで我われ々われが皆殺しにされて、フランカを奪われたらすべてが終わりだ」

  「どう守る」とゲオルク。

  「まず、砦の内部に罠トラツプを仕掛ける。門が破られるまでは、矢を撃ち、石を投げる。飛び道具系の魔法が使えるものは惜しみなく使う。門が破られたら、落とし格子でふさいで、閉じ込めた分を全滅させる」

  　隊長はよどみなく作戦を語る。

  「そこそこ壁が高いから、敵はゲートハウスに戦力を集中してくるだろう。ゲートハウスが突破されたら、キープにたてこもって徹底抗戦。援軍を待つ。馬は何頭かキープの中に入れておいて、いざとなったら食用とする」

  　反論はなかった。方針は決まりだ。

  「敵に星光体魔法アストラル・マジツクを使えるのがいると厄やつ介かいッスね」

  　シナフィが言った。

  「なんとも言えないが……」隊長はあごに手を当てて、少し考えてから答える。「敵が普通の傭よう兵へい部隊ならいないだろう。魔術師防御用の兵種も見当たらないしな」

  　魔術師は、魔術師だけの部隊を編制して運用するのがこの大陸でのセオリーとなっている。そして魔術師の部隊は、長槍パイクと大おお盾だてを持った重装歩ほ兵へいでがっちりガードされながら戦場に出るのだ。大隊規模の部隊に魔術師がサポートにつくというのは、あまり例がない。

  　ソフィア隊長の「特殊戦闘員スペシヤル・オペレーター」構想は違う。

  　魔術の才能は飛び抜けていなくてもいい。そのかわり、肉弾戦にも強い兵士を育成する。いずれは、全軍にわたって各小隊に数人ずつこの特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターを配属するようにする。この構想は「大量破壊系の魔術師は使わないことが前提になっているとはいえ、もったいないやり方だ」と非難されることもあるが、僕たちはきちんと実績を積み上げてきた。

  「こちらには、戦闘に使える魔法が何種類もある。戦力差は大きいが、有利な点もあるわけだ」

  　と、隊長が作戦会議を締めくくる。

  

  　運のいいことに、キープの武器庫にバリスタが二基あった。

  　それは、要するに巨大なクロスボウだ。てこの原理や金属製のばねを使って、極太の矢を高速で射しや出しゆつする。重量は一五〇キロほどで、とても個人で携行できるような武器ではない。数人で運んで、適当な場所に釘くぎやねじを打ち込んで設置し、敵を狙ねらう。

  　僕たちは二基のバリスタを、どちらもゲートハウスの二階に設置した。最上階に設置すると角度がつきすぎて、敵が接近してきたときに役立たずになってしまう。様々な要素を考慮した結果、この砦とりでを守るにはゲートハウスの二階しかなかった。バリスタは、ＫＳＫの隊員二人が担当することになった。

  　クロスボウも二種類用意しておく。

  　強襲部隊のメンバーは、レバーを引いて弦つるをセットするガウツ・フットと、ハンドルと滑かつ車しやを使うウィンドラス・クロスボウをどちらも持ち歩く。バリスタほどではないが嵩かさ張ばるシロモノなので、敵が砦に侵しん入にゆうしてきたらクロスボウは放ほう棄きする。

  　仕上げに罠トラツプ系の魔法を砦内に設置し、準備は終わった。

  

  　主戦場は、どう考えても門の上に建つゲートハウスになる。

  　ゲートハウスを守るには、その左右の壁からも矢を撃たねばならない。僕とフランカは、ゲートハウスの右側の壁に配置された。ゲオルクはフランカも前線で戦うことにひどく反対したが、なにしろこちらは人手がまったく足りない。何かあったらすぐにキープにフランカをさげるという条件で、ゲオルクは渋々承しよう諾だくした。

  　配置につく前、ゲオルクは僕に対して、不ふ愉ゆ快かいそうに「……妹を守れ」と言った。「治ち癒ゆ魔法が使えるんだって?　妹には傷一つ残すんじゃないぞ」

  　その刺とげ々とげしい口調に、僕は思わず肩をすくめる。

  「兄さまに信頼され始めているな」

  　と、僕の隣でフランカが言った。

  「嫌いや々いや……という風にしか感じなかったけど」

  「不器用なんだ、兄さまは」

  　僕たちが壁右側。他に、ＫＳＫの隊員も二人いる。合計四人。

  　ゲートハウス二階にバリスタが二基設置され、ＫＳＫの隊員が二人。

  　二階には、ソフィア隊長とウーゴもいて、ここも合計四人。

  　そして三階にゲオルクと、ＫＳＫの隊員四人。合計五人。

  　壁左側に、シナフィとシタデル。そして残ったＫＳＫが二人。総勢一七人だ。

  　僕はウィンドラス・クロスボウを壁かべ際ぎわに置いて、敵の来襲に備えた。足元には、近い距離で使うためのガウツ・フット・クロスボウもある。

  　予備のクロスボウがあったので、フランカも二種のクロスボウをセッティングしている。

  「私のせいで、こんなことになって……」

  　作業を進めつつ、フランカが憂うれいをこめてつぶやく。

  「君のせいじゃない」

  　僕はすかさず言う。

  「悪いやつが、悪いことを企たくらむからこんなことになった」

  「でも……」

  「軍事工学教団は本当に悪質なカルトだ。儀式と称して乱交にふけり、娼しよう婦ふを殺していけにえとのたまう。まずいことに、メイトリア帝国の政治家、軍部にもかなりの信者が正体を隠して潜ひそんでいるらしい。皇帝はもちろん教団の活動を禁止している。つまり──この戦いは国防騎士団ＯＮＤの仕事でもある」

  「リョウト……」

  「皆で、生き残ろう」

  「ああ」

  　敵が動いた。

  　一七対六〇〇。

  　多くの作戦に参加してきた僕だが、ここまでの劣勢はもちろん初めてだ。
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  　敵の司令官は、波状攻撃をする気らしい。

  　一個大隊六〇〇人から、まずは一〇〇人がきた。

  　戦術的には、戦力を分けて「小出し」にするのは最も避けるべきこととされている。いわゆる「戦力の逐ちく次じ投入」は各個撃破される危険性がとても高いからだ。しかし、圧倒的な戦力差がある場合はその限りではない。多数で少数を殲せん滅めつする戦いの場合、少数の側は予備兵力を用意できないこともあって、波状攻撃は有効な戦法となる。しかも今回は砦とりで攻めだ。六〇〇人が門に殺到しても混乱するばかりで効率は良くない。

  「よーう、お二人さん!」

  　ウーゴが、ゲートハウス側面の窓から話しかけてきた。

  「戦いの前にジョークはいかが」

  「どんなのだい?」と僕。

  「ヴォルコフ大公国に、何も上う手まくいかなくてヤケになったホームレスがいた。そいつは広場でこう叫んだんだ。『この国の大公様は救い難いアホだ!』って。そうしたら当然、警察官が飛んできてホームレスを逮たい捕ほした」

  　ウーゴがやや早口で続ける。

  「ホームレスは訊たずねた。『何の罪だ。国家反逆罪か?』と。そしたら警官はこう答えた。『いや違う。国家機密漏ろう洩えい罪だ』」

  　僕より先に、フランカが「ぷふっ」とふきだした。

  「ウケたみたいだな、これで心おきなく戦える」

  　ジョークを言って、すぐに窓から顔を引っ込めるウーゴ。

  「彼は、いつもああなのか?」

  　とフランカに訊ねられて、

  「そう。いつもああなんだ」

  　と僕は答えた。

  　サローヤンの手下らしき軽けい騎き兵へい、竜りゆう騎き兵へいが、荒野に土煙をあげつつこの砦に向かって突進してくる。軽重にかかわらず騎兵の突撃は凄すさまじい迫力だが、まだ距離が何百メートルも離れているので余裕があった。なにしろ体重四〇〇キロをこえる馬が時速五〇キロ近くで突っ込んでくるのだ。間近で見たら普通は腰を抜かす。

  　距離五〇〇メートルで、射手シユーターがバリスタの引き金トリガーを引いた。ビヨン、と強烈なばねの音が響いたあと、風を切って槍やりか丸太のような極太の矢がゲートハウス二階の矢や狭はざま（弓矢用の小窓）から飛んでいく。

  　一発は外れたが、もう一発は命中した。ある騎兵の首をもぎ、その後ろにいた別の騎兵の馬に突き刺さったのだ。バリスタの矢が人間に命中すると、簡単に体の一部分を引き千ち切ぎって持っていく。脳天を貫つらぬかれて馬も即死だ。幸さい先さきがいい。この距離でバリスタが当たるのは、腕ではなく、ただの幸運だった。

  　距離四〇〇で、僕たちはウィンドラス・クロスボウを、エルフのＫＳＫ隊員たちはロングボウを放った。バシバシと弦つるを弾はじく音がして、矢が射しや出しゆつされる。まだまだ離れているのであまり期待はしていなかったが、一五本の矢で四、五人を撃ち倒すことができた。

  　僕たちの射撃で、敵に混乱が生じた。敵騎兵たちは背負っていたクロスボウや弓を構えて、騎乗で反撃を開始したのだ。こちらに敵の矢が飛んでくるが、ただでさえ命中率が悪い騎乗射撃が、砦とりでにたてこもっている僕たちに当たるわけがない。

  　敵の反撃はまったくの無駄どころか、突撃の速度が遅くなるという結果を招いた。その間に僕たちは、大急ぎでウィンドラス・クロスボウに次の矢を装そう填てんする。次弾装填が簡単なロングボウを使うエルフたちは、ずっと撃ち続けてさらに数人を射落とす。

  　敵が距離二〇〇まで迫ってきたところで、ウィンドラス・クロスボウの第二射を放った。この距離なら、こちらの命中率もだいぶあがってくる。

  　そして、距離一〇〇。

  　時間がかかったが、ようやくバリスタの第二射が行おこなわれた。

  　これは、どちらも命中する。

  　敵騎兵の手足を千切り、さらに貫通し、人も馬も一瞬で肉片に変える。スイカを割ったように鮮血が弾ける。胴体にバリスタの直撃を食らった敵は、内臓を周囲に散らしながら、バラバラになって吹き飛んだ。

  　ここで僕たちは、ウィンドラス・クロスボウを足元に置いて、かわりにガウツ・フット・クロスボウを構えた。距離が近くなってきたので、より再装填に時間がかからないほうが便利だった。

  　撃って、撃って、撃ちまくる。敵の突撃はかなり雑だったが、それでも三〇人ほどを死傷させるのがやっとだった。

  　七〇人近くの敵が、砦の門に殺到した。門や壁にぴったりとはりついて、僕たちの矢を避けようとする。

  　敵の竜りゆう騎き兵へいが馬を降りて、門をメイスやハンマーで殴なぐり始めた。さらに竜騎兵だけでなく、軽けい騎き兵へいも馬を降りた。騎兵は、砦を攻めるのには向かない。敵の作戦は、近づくためだけに馬を使い、砦に突入するときは全員歩ほ兵へいとして戦う、という感じか。

  　まだまだ大丈夫そうだが、それでも確実に門の被害は蓄積していく。

  　砦とりでの壁やゲートハウスには「石落とし」があったので、僕たちはそれも使った。石落としは壁から外に向かって張り出した防御施設だ。そこには蓋ふたつきの穴があって、真下に向かって攻撃できる。文字通り、集めておいた石や瓦が礫れきで敵の頭に投げ落とすのだ。重さ一〇キロの石が頭に当たれば、兜かぶとを着用していても大けがになる。

  「俺の魔法でいく!」

  　怒号の中、左側の壁からシナフィの声が確かに聞こえた。

  　シナフィは、魔法で黒い球体を作り出す。それを投げつけて破裂させると、周囲数メートルに猛毒の煙が広がる。それは息を止めても皮ひ膚ふから浸しん透とうし、全身を麻ま痺ひさせ、ほんの数十秒で死に至らせる。毒物の手投げ弾。風向きによっては味方にも被害を与えるので、使いどころが難しい魔法。

  　彼女の暗号名がカトブレパス──〝毒を使う魔物〟とされている理由だ。

  　シナフィが、石落としから毒の手投げ弾を投じた。門の方向に転がってから炸さく裂れつし、たちまち毒の煙が敵を包み込む。それを浴びた敵はすぐに痙けい攣れんを起こし、体中の穴という穴から血を噴き出しつつバタバタと倒れていく。

  「……!」

  　あまりに凄せい惨さんな戦闘に、フランカの顔色がすっかり青ざめて、震ふるえだしていた。戦闘中だったが、彼女のことは放っておけない。僕はフランカの手を強く握って、言う。「ひどい戦闘だ。でも、気をしっかりと保もって!　やらなきゃ、こっちが皆殺しにされるんだ!」

  　フランカは「はっ」とした顔になり、やがて震えも収まった。

  「すまん、リョウト……!」

  「いいんだ。気持ちはわかる。こんな戦闘は初めてだろうから」

  

  　ここで、敵の指揮官は第二波をさらに一〇〇人、投入する。

  　第二波は、竜りゆう騎き兵へいが最初から歩ほ兵へいとして突撃してきた。歩兵は軽騎兵に守られつつ、大勢で破城鎚バツテリング・ラムを抱かかえている。

  　その破城鎚バツテリング・ラムは、林の大木を切り倒し、その先端を円えん錐すい形に削り、大勢で担かつぐための棒をとりつけただけの即席のものだ。使い方は単純だ。破城鎚バツテリング・ラムを担いだ兵士たちが全力で走って先端を門にぶち当てる。

  　敵の破城鎚バツテリング・ラムが門に到達する前に、なんとか担いでいる敵兵を射殺せねばならない。しかし、そこで第一波の生き残りが邪じや魔ましてくる。下から、クロスボウと弓を撃ってくるのだ。いくらこちらが地形的に有利でも、敵のほうが数が多いので、どうしても押され気味だ。バリスタの射手シユーターが敵の矢で負傷し、僕とフランカの近くにいたＫＳＫの隊員が喉のどに矢を食らって死んでいった。とうとう、味方に被害が出てきた。

  　さすがは教団の息がかかった傭よう兵へい部隊だ。士気が高い。ただの傭兵だけではなく、中には多数の信者が混ざっているのだろう。

  　数人の馬を下りた竜りゆう騎き兵へいが破城鎚バツテリング・ラムの前に飛び出して、部隊が持ってきたすべての小型爆弾を門に設置し、そのまま自爆した。それほど強力な魔法がかかった爆弾ではなく、門が一撃で吹き飛ぶようなことはなかったが、大きなダメージを受けたのは間違いなかった。

  　こちらの射撃にも怯ひるまず、とうとう破城鎚バツテリング・ラムが門に激突した。

  　シナフィの毒煙手投げ弾も間に合わない。

  「!」

  　門を中心に、小さな地震が発生する。すでに傷ついていた門は、そもそも帝都などの城門に比べればかなり薄いもので、即席とはいえ破城鎚バツテリング・ラムの一撃には耐えられなかった。門に大穴が開き、かんぬきも砕け散って、完全に開放されてしまった。

  　ここぞとばかりに敵兵は雄お叫たけびをあげ、破城鎚バツテリング・ラムを捨て武器を抜き、ゲートハウスの真下を駆け抜けようとする。

  「させるか!」

  　ソフィア隊長が中庭側の落とし格ごう子しを支えていた数本の縄を一気にナイフで断ち切った。

  　落とし格子は「獣けものの口」と呼ばれることもある。鉄製の格子戸を吊つるしておき、いざとなったらそれを落として敵の進路をふさぐのだ。

  　ドスンと重い音を立てて、頑がん丈じような鉄格子が敵の侵しん攻こうを止めた。それでも敵には勢いがついているので、後続の部隊は止まることができず、ゲートハウスの下に多数の敵兵が密集した状態となる。

  「外側もおろせ!」

  　と、隊長がウーゴに命じた。

  　落とし格子は、反対側にもう一つあった。

  　それが閉じて、敵兵は鉄格子に閉じ込められる。

  　ソフィア隊長も、手投げ弾系の魔法を使う。シナフィの毒煙と違って、隊長の手投げ弾は火炎をばらまく。いわゆる焼しよう夷い弾だんだ。

  　ゲートハウスの石落としから、ソフィア隊長は真下にいくつもの焼夷弾を投げつけた。魔法は無限に使えるわけではない、集中力が低下すれば何も起きなくなる。恐らく隊長は、限界いっぱいの焼夷弾を投下した。閉じ込められた敵兵を炎が襲う。人から人に火が燃え移り、ゲートハウスの下に密集している敵兵すべてが焼ける。断末魔の絶叫が大合唱となって響く。

  　獣肉が焼けるようなにおいと、革かわ靴ぐつを燃やすような異臭が漂って、フランカやエルフたちは吐き気を催もよおしている。僕たち強襲部隊は、人を燃やすことに慣れているわけではないが、基本的には平気だ。戦いに勝つためなら、なんでもやる。

  　鉄格子の外にいて生き残った敵兵も、あまりの惨さん状じように呆ぼう然ぜんとしていた。次に何をすればいいのかわからなくなっていた。

  　いよいよ第三波だ。

  　第三波の敵は、兵へい站たん馬車を中心にしていた。今までよりも数が少なく、三〇人ほどだ。馬車には幌ほろがかかっていて、何が搭とう載さいされているのかはわからない。嫌いやな予感がして僕たちは馬車に矢を撃ち込んだが、周囲に大きな盾たてを構えた兵士がいて邪じや魔まをしてきた。バリスタで盾ごと数人の兵士を粉ふん砕さいするが、馬車は外側の鉄てつ格ごう子しの前にたどり着く。

  　それから、鉄板で補強された兵站馬車から出てきたのは──表面に苔こけがびっしりと生えたような皮ひ膚ふをもつ巨人族だった。身長三メートル、体重四〇〇キロの沼ぬまの巨人、グレンデル種である。

  　グレンデルは全体的に緑色。目は犬に似ていて、知性の輝きはなく虚うつろだ。粘土を盛ったように筋肉が膨ふくらんでいて、それが鎧よろいの役目も果たしている。人間の手によって、グレンデルの胸部や股こ間かんには防御用の鎖くさりが巻かれていた。
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  　噂うわさは聞いたことがある。「教団」の神官は巨人族を魔法で操あやつり、軍事目的に利用しているという噂だ。

  　グレンデルの数は一体だったが、やつの怪力はこの砦とりでにとって脅きよう威いだった。どすどすと地響きをたてながら、グレンデルは丸太のように太い腕で鉄格子をつかむ。

  　やつに砦の中に侵しん入にゆうされたら、もう終わりだ。すぐにこちらは全滅してしまう。僕はなんとかしなければいけないと思い、フランカに「ちょっと待ってて」と告げて、側面のドアからゲートハウスに入る。

  　壁の上からドアを使うと、ゲートハウスの二階につながっている。

  　僕はゲートハウスの狭い通路を走って、ソフィア隊長やバリスタの横を通り過ぎ、反対側のドアを開けて「シタデル!　こっちにこい!　グレンデルをやるぞ!」と叫んだ。壁の左側で戦っていたシタデルが「わかった!」と応えて駆け寄ってくる。

  「でも、オーディン、どうやってやる気だよ!」

  　僕は久しぶりにその名前で呼ばれた。なんだか、少しだけ懐かしかった。

  「まずは隊長のところに。そこで説明する」

  　ゲートハウスの隊長がいるメインの部屋まで戻った。

  「何をやってる!?」

  　ソフィア隊長に怒鳴られた。

  「グレンデルを、バリスタでやります」

  　僕の答えに、隊長が首を横に振った。

  「無理だ。バリスタは外に向けたまま動かせない。真下は撃てない」

  「だから、シタデルを連れてきました。バリスタの重量は、一五〇キロ。シタデルなら、ギリギリで支えていられるはずです」

  「!?」

  　隊長とシタデルが、同時に驚きで目を丸くした。

  「いくらシタデルでも、バリスタを長時間を保持するのは無理でしょう。でも、グレンデルを殺すくらいなら、なんとかなりますよ。このままいったら、終わりだ」

  「よし……!」ソフィア隊長が決断した。

  　決断力がない人間はリーダーには向かない。いい隊長の下で働く僕たちは恵まれている。

  「やっちまえ、二人とも」

  「はい!」「了解!」

  　グレンデルが、一つめの鉄てつ格ごう子しを怪力に任せて破壊した。そのまま沼ぬまの巨人は、焼けた味方の死体を踏み潰つぶして進み、内側の鉄格子にとりかかる。

  「無茶言うよ、ほんと」

  「無茶でもやるんだよ」

  　時間がないので、僕はハンガーを抜いてバリスタの留め具を壊す。

  　シタデルはバリスタを抱かかえて「ふんッ」と力をこめた。彼の顔が真っ赤になって、腕がぷるぷると震ふるえるが、それでもバリスタはちゃんと持ちあがった。

  　シタデルがバリスタを支えて、その先端を石落としに向ける。射線上に、鉄格子を外そうとしているグレンデルの後頭部がある。

  　僕はシタデルの隣から手を伸ばして、バリスタの引き金トリガーに指をかけた。

  　グレンデルによって、最後の鉄格子が吹き飛ばされる。

  　もう、本当にほんの数秒も余裕がない。

  　全神経を照準に集中して、僕は引き金トリガーを引く。

  「!」

  　バリスタ発射の反動で、シタデルの巨体が仰のけ反ぞった。しかし、倒れることはなかった。

  　極太の矢が、見事グレンデルの後頭部に突き刺さり、貫通した。矢の先端が口から飛び出して、グレンデルの牙きばを内側からへし折っていた。根元を斧おので切られた大木のように、操あやつられた巨人はゆっくりと倒れる。

  　なんとかグレンデルは倒したが、鉄格子はすべて破壊され、門は誰でも通過できる状態になってしまった。

  　第一波、第二波、第三波の残存戦力一三〇人が、砦とりでになだれ込んできた。

  　僕は壁の右側に、シタデルは壁の左側に戻る。

  　そのとき、中庭で爆発が起きた。敵兵が、ウーゴが仕掛けた星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクの地じ雷らいを踏んだのだ。僕とウーゴはクレイモアと地雷を生み出し、砦の各所に設置していた。クレイモアの半数は敵が前を通ると自動的に爆発するタイプ、もう半数は僕が念じると生み出した順に爆発していく。

  　僕は回復魔法も使うことになるかもしれないので余力を残したが、ウーゴは集中力の限界まで大量の地じ雷らいを用意した。

  　砦とりでの内側には、ゲートハウスの出入り口や壁をのぼるための階段などがある。僕は、そこにもクレイモアを設置している。

  　僕は出入り口、階段付近のクレイモアを一いつ斉せいに起爆させた。立て続けに爆発音が響き、八個のクレイモアが五〇人近くの命をのみこんだ。吹き飛んだ手足や生首が、少し遅れてぼとぼとと地面に落ちる。

  　クレイモアとウーゴの地雷で、侵しん入にゆうしてきた敵部隊は壊滅した。危あやうく、グレンデルのせいで地雷原の存在が露ろ見けんして効果が半減するところだったので、シタデルがいてくれて本当に助かった。爆発をぎりぎり逃のがれた第一波から第三波のわずかな生き残りの中からは、とうとう逃げ出すものが現れた。

  

  　僕たちはよくやっている。

  　圧倒的な劣勢にもかかわらず、敵に二〇〇人近い死傷者を出した。

  　しかし、それでも敵の第四波一七〇人が攻め寄せてくると、さすがに悲観的な空気が広がってきた。──さあ、どうしのぐか。僕が何かできることはないか考えていたら、ゲートハウスからゲオルクが、僕たちがいる壁の右側に飛び出してきた。

  「フランカ!　ケガはしていないようだな」

  「兄さま。どうしました」

  「手を貸せ、魔法だ。今まで温存していたが、ここが使いどきだろう」

  「……はい!」

  　僕は、フランカの言葉を思い出した。

  『エルフの双子は、星光アストラル体を投射する能力が強く……しかも共鳴する。双子がそろって協力すれば、強力な大量破壊系の魔法を使う』

  　二人はその場にひざまずき、背中を合わせて瞼まぶたを閉じ、精神集中を始める。僕は、間違っても流れ矢などが当たらないように、二人をカバーする位置に立つ。怒ど濤とうのごとく進撃する敵騎兵一七〇。門もなくなり、地雷原も炸さく裂れつし、敵はこの砦が完全に無防備だと思っているから勢いが凄すさまじい。

  　やがて、フランカとゲオルクの全身がうっすらと光のもやのようなものに包まれる。バチバチと何かが弾はじける音がして、時折電光が上方へと伸びる。

  　僕が大量破壊系魔法の結果を危ぶみ、気をもんでいたら、突とつ如じよ雲の隙すき間まに影のようなものが走った。天空を飛翔するそれは、この大陸で最強の怪物、ドラゴンのようにも見えた。

  　その直後、上空から敵の第四波に高速で火球が降り注ぐ。

  「──ッ!」

  　とてつもない爆発音がして、熱風と爆風の余波が僕たちの砦とりでまで届いた。巨大なカリフラワーに似た爆発炎がいくつも立ちのぼり、その頂点は高さ二〇メートルほどに達していた。爆発炎の中で、燃え上がる敵兵の影が揺らめく。

  　炎を逃のがれた敵兵も、着弾の衝撃波で木こっ端ぱ微み塵じんになった。

  　一気に、一五〇人ほどの敵兵が焼失した。僕はその威力に戦せん慄りつし、一度大きく深呼吸をした。大量破壊系の魔法は何度か見たことがあったが、ここまでのものは初めてだった。

  「……ＦＵＢＡＲフーバーだ」

  　僕は独りごちた。いにしえの時代から伝わる軍隊のスラングだ。──原形をとどめないくらいめちゃくちゃになった（fucked up beyond all recognition）。略してＦＵＢＡＲ。

  「くッ……」

  　魔法は大戦果をあげたが、ゲオルクはそのまま倒れた。

  「兄さま!」

  　僕とフランカは慌あわててゲオルクに駆け寄って、彼の脈と息を確かめた。命に別状はない。強力な魔法のため、精神的な疲労が急激に増大し、気を失ってしまったのだ。しかし、フランカにも多少疲れの色は見えるが、兄と違って気絶しそうな気配はまったくない。恐らく、ゲオルクよりもフランカのほうが魔術的な才能に恵まれているのだろう。そういえば、星光アストラル体投射に関するポテンシャルは男性よりも女性のほうが高い、という説を聞いたことがある。
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  　とにかく、ゲオルクはしばらく起きそうにない。

  　大量破壊系の魔法は、今の一発で打ち止めだ。

  「キープまでさがるぞ!」

  　と、ソフィア隊長が大声で言った。

  

  　敵の第五波は──総攻撃だった。

  　無傷の二〇〇人が突っ込んでくる。

  　敵大隊は半数以上の戦力を失い、普通の戦争ならば部隊はとっくの昔に崩ほう壊かいしていただろう。しかし敵は、どんなに被害を出してもフランカさえ確保すれば勝ちであり、善ぜん戦せんしたとはいえ今も僕たちの圧倒的劣勢に変わりはない。

  　僕たちは砦とりでの中心施設、四階建てのキープに立てこもることに。

  　一階が井戸と食しよく糧りよう庫、二階が武器庫、三階に寝室、四階は会議室。戦闘の邪じや魔まになるので、一階の食糧はできる限り三階と四階に運んでおく。そうすると、荷物が減った一階は白はく兵へい戦せんにちょうどいい広さだった。中央に井戸があるだけの、奥行き三〇メートル、幅三〇メートルほどの空間。広すぎると大勢を相手にするのはきついが、この部屋なら少人数で互いにカバーしながら戦うことができる。

  「フランカは、ゲオルクと一緒に三階に隠れてて」

  　僕は武器と防具をチェックしながら言った。

  「でも……」

  「平気だよ。必ず君を守る」

  「私は……リョウトが殺されたら『戦車ジークフリート』の封印を解いてしまうと思う。私が絶望すれば、聖域から離れていてもそうなるんだ」

  　フランカが、思い詰めた顔で言った。

  「そんな悲しいこと言わないで、フランカ」

  　僕はそっと彼女の頬ほおに手を添えた。乱戦の中ほつれた髪の毛を整える。彼女に触れているだけで、全身に戦う気力が満ちる。

  「封印の解除は、サローヤンの思うつぼだ。きっと、罪のない人がたくさん死ぬ。僕たちは人殺しだけど、やっぱり、軍人以外の人が死ぬのは嫌いやなんだ」

  「リョウト……」

  　ＫＳＫの隊員たちは、まだ意識を失ったままのゲオルクを連れて最上階にいる。周囲に強襲部隊の仲間しかいないのを確認してから、僕はフランカを安心させるためにキスをした。フランカは少し驚いたあと、瞼まぶたを閉じて僕の唇くちびるを受け入れてくれる。

  　唇くちびるを離すと、フランカの表情が変わっていた。運命に身を任せようとする、強い目だ。

  「必ず、またあとで」と僕。「生き残ってみせるよ」

  「うん、約束だ」

  　そう言って、フランカも兄がいる最上階へ。

  「もう、そういう関係か」

  　僕とフランカのキスを見ていたソフィア隊長が、少し呆あきれたように言った。

  「もっとすごい関係かもしれませんよ」

  　と、意味ありげに言うシナフィ。

  「余計なこと言うなよ……!」

  　声を荒らげてから、しまったと思った。これでは、シナフィの言葉を認めたようなものだ。話題を変えるために、僕はシナフィに「毒煙手投げ弾は?」と訊たずねた。

  「もう無理だよ。出し尽くした。あれは、威力があるかわりに疲れやすい……」

  「敵の残りは、二〇〇人ちょっとですか」

  　と、ウーゴがうんざりしたようにため息をつく。

  　隊長が軽い調子で「五人で、一人四〇人ずつだな」と言った。

  　残り八人に減ったＫＳＫの隊員は、ソフィア隊長がすべて最上階に配置した。接近戦はそれほどでもないエルフたちは足手まといなので、そこから弓を撃ちおろすのに専念してもらうわけだ。

  　僕たちはガウツ・フット・クロスボウを足元に置いて、ウィンドラス・クロスボウを構えた。全員で、一階の出入り口ドアに狙ねらいを定める。

  　キープが、敵兵の雄お叫たけびに包まれた。二〇〇人分の殺意に包囲されるのは、はっきり言って気持ちのいいものではない。敵兵の怒号で、石と煉れん瓦がの壁がびりびりと震ふるえている。気の弱い人間なら、これだけで失神ものだ。

  　敵は、再び即席の破城鎚バツテリング・ラムを使ってドアを破ってきた。

  　蝶ちよう番つがいが吹き飛んで倒れたドアを踏み越えて、必死の形ぎよう相そうをした敵兵たちが突入してくる。

  　僕たちは、ウィンドラス・クロスボウの引き金トリガーを引いた。五人で五発。一発で一人、確実に当てていく。敵は次から次へとわいてくるので、すぐにウィンドラスを捨てて、ガウツ・フット・クロスボウを撃つ。またもや、五発で五人。しかし、この距離でクロスボウを再装そう填てんしている余裕はない。

  　白はく兵へい戦せんに移行する。僕のノルマは、あと三八人だ。

  



  
    ７
  


  

  　長剣を振りかぶって突進してきた敵兵の胴どうに、僕はハンガーの一撃を叩たたき込んだ。敵はスケール・アーマーを着ていたが、星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクで切れ味が高められたハンガーは、苦もなく鎧よろいごと腹部を切り裂いた。

  　僕は、振りかぶる動きと受け流す動きと同時に行おこなって、相手が大勢でも隙すきを見せないように心がけた。単純な戦闘技術なら、並の傭よう兵へいよりも僕たちのほうがはるかに勝まさっている。だが、問題は人数差だ。三人に同時に攻撃されたら、どんなに実力差があっても避けるのは難しい。

  　多対一の戦闘には鉄則がある。まず、足を使うことだ。高速で動きまわれば敵は混乱し、たまに同士討ちもしてくれる。

  　そしてもう一つの鉄則は、絶対に敵に背中を見せないこと。壁を背にしたり、仲間にカバーしてもらったり、とにかく背後をとられたら確実に終わってしまうのでそれは避ける。全身の神経を研とぎ澄すまし、敵兵の動きに注意を払い、隙のない戦闘を心がける。

  　仲間たちも戦っている。

  　死力を尽くしている。

  　シタデルは右手のメイスを振るい敵兵の頭をかち割り、左手のスパイクつきの盾たてを押し出して数人の敵兵を吹き飛ばした。

  　シナフィがハンドアックスを投げて、敵に背後をとられそうになっていたウーゴを助けた。彼女はすぐに腰にさげていた予備のハンドアックスを抜いて、別の敵に襲おそいかかる。

  　この中で、一番集団戦向けの武器を使っているのがウーゴだろう。長さ一・五メートルの、ショート・スピアは、屋内でも長すぎるということはないし、振り回せば多数の敵を牽けん制せいできる。腰のすわった槍やりさばきで、たちまち数人の敵兵を突き刺す。懐ふところに飛び込んできた敵に対しては、槍を手元で回転させて柄つかの部分でぶん殴なぐる。

  　ソフィア隊長の戦いも凄すさまじかった。果か敢かんに動き回って、左右のハンティング・ナイフをざくざくと叩たたきつける。一流のシェフが料理するかのような華か麗れいさで、次々と敵兵の喉のどを切り裂き、手首を落とし、太ふと腿ももの大動脈を切断していく。

  　さすがは僕の教官だ。ソフィア隊長の白い肌は敵のどす黒い血で濡ぬれて、それはとても恐ろしく、同時に美しい姿だった。神話に登場する戦いくさ女め神がみとは、恐らくきっと隊長のような女性に違いない。

  　──もしかしたら、案外いけるかもしれない。

  　僕がそんな楽観をした次の瞬間、敵兵の中から黒い鉄のかたまり──分ふん銅どう──が飛んできて、シタデルの側頭部を直撃。ロブスター・テイルの兜かぶとが弾はじき飛ばされて、その衝撃でシタデルの巨体がぐらつく。

  　分銅を投じたらしい男が、床に片かた膝ひざをついたシタデルに肉薄し、Ｓ字型の奇妙な刀剣で斬りつけた。鎌かま状の剣──シックル・ソードだ。仲間が助ける間まもなく、シタデルの足と下腹部に鋭い刃が食い込んだ。

  　シックル・ソードの男に向かって、ソフィア隊長が「サローヤンの部下、ニコラス少しよう佐さか!」と怒鳴りつけた。

  　恐らく、敵大隊の指揮官であろうニコラスは、全身鎧よろいを簡略化したハーフ・アーマーを着こみ、右手にシックル・ソード、左手に鎖くさりつきの分ふん銅どうを持っている。よく見れば、分銅の鎖くさりとシックル・ソードの柄えはつながっていた。

  　──鎖鎌チエイン・シツクルだ。

  　鎖を振り回して勢いをつけて、分銅で離れた敵を攻撃し、近づいてきた敵はシックル・ソードで迎え撃つ。扱いは難しいが、使いこなせば強力な武器だ。

  「オーディン、シタデルを治療しろ!」

  　敵兵と刃やいばを交まじえつつ、ソフィア隊長が僕に命じた。仲間たちが、傷ついたシタデルを守るように半円状の隊形に組み替える。

  　僕は群がる敵を仲間たちに任せて、シタデルの傷の様子を確かめた。とりあえず出血を止めようとするが、圧迫してもどうにもならない。傷の範囲が広すぎて、主要な血管を上から縛る方法も役に立たない。

  「くそっ、くそっ……」

  　僕は、残った集中力を振り絞って、星光アストラル体を反射させた。

  「今治す、シタデル、しっかりしろ」

  　しかしシタデルは諦あきらめたような笑顔を僕に向けてくる。

  「これは無理だよ。こっちも治ち癒ゆ魔法の使い手だ。わかるんだ」

  「シタデル……」

  　彼の言った通りだ。下腹部から腸はらわたがはみ出していた。シックル・ソードのねじ曲がった刃が、シタデルの内臓をずたずたに引き裂いていた。これをどうにかするには、消毒をして、内臓の傷を縫ぬって、治癒魔法を使える人間が最低でも三人はいる。それでも、命が助かるかどうかは五ご分ぶ五ご分ぶだろう。それほど深い傷だった。

  「よかった。最後の任務が、女の子を守るための戦いで」

  「シタデル、最後とか言うな。やめろ」

  「……あの拷ごう問もんが続かなくて、本当によかった」

  　そしてシタデルは目を開けたまま、死んだ。

  　とても、いいやつだった。

  　呆あつ気けない、これが人の死だ。殺すということは、殺されるかもしれないということだ。

  「くっそ……！　シタデル……！　くそ！」

  　お前が世話をしていた野良猫たちは、きっと寂しがるだろう。自分たちはこれだけ人を殺しているくせに、仲間の死には納得できないものだ。体の一部を失うのと同じくらい悲しい。彼を抱きしめて、泣き崩れて、絶叫したい──。

  「なんだ、ふざけんなよ!」

  　だが、戦闘中に感傷に浸ひたる暇ひまはない。

  　やられたら、やり返さねばならない。僕はシタデルから視線を外して顔を上げる。

  　すると、目の前でシナフィも斬られた。

  　斬ったのは、シタデルを殺した例のシックル・ソードの男──サローヤンの部下、ニコラス少しよう佐さとやらだ。

  「あッ!」

  　致命傷ではないようだが、シナフィは盾たてをとり落とし、切られた左の二の腕をかばって後退せざるをえない。とどめを刺されるのは時間の問題だ。

  　ソフィア隊長もウーゴも、蓄積した疲労で動きが鈍にぶくなりつつある。

  　ここまでか、と僕は思った。

  　これだけの戦力差で、よくやったほうだ。

  　せめて、シタデルの仇かたきをうってから死のうと僕が両手の武器を構え直した、そのとき、異変が起きた。

  　わっ、とまったく予想外の方向からときの声があがったのだ。

  

  　ドアがあった場所から、外が見える。

  　僕たちが待ちに待った援軍だった。

  　ただし、エルフェンクラングの軍隊ではなかった。

  　信じられないことに──メイトリア帝国の陸軍だ。

  　盾や鎧よろいに部隊章をつけた、正規軍。陸軍の特殊部隊──タスクフォース・トライデントだ。ということは指揮官は、陸りく調ちようのリカルド中ちゆう佐さか。その名前や指揮する部隊のことは知っていても、直接会ったことはない。有能なのか無能なのかよくわからないということで有名な軍人だった。

  　トライデントは重装歩ほ兵へい中心の部隊のはずだったが、今、彼らは全員騎乗していた。騎兵五〇ほどで、教団の傭よう兵へい部隊の背後を突いたのだ。キープを攻めるために馬を降りていた傭兵部隊は、陸軍の騎兵隊に蹂じゆう躙りんされた。

  　土煙をあげ、荒々しい蹄てい鉄てつの音をたて、騎兵たちの雄お叫たけびが空気をつんざく。軍馬が傭兵を踏み潰つぶし、あるいは体当たりで吹き飛ばし、騎兵は上から剣や槍やりを繰り出して血の海を作り出す。

  　援軍は五〇騎で、人数ではまだ傭兵部隊に負けていたが、奇襲と騎兵突撃の効果は絶大だった。ニコラスの部隊は、ゲンコツのような一撃で粉ふん砕さいされたのだ。

  　形勢は一気に逆転していた。

  「どういうことだ、くそ!」

  　ニコラスは怒声をまきちらしながら、それでもシナフィにとどめを刺そうとした。敗北を悟ってはいるが、一人でも道連れを増やしたいのだろう。

  　僕は急いで前に出て、シナフィの脳天に向かって振り下ろされたシックル・ソードをパリーイング・ダガーで後方に受け流した。

  「!」

  　バランスを崩しかけたニコラスは、立て直すためにバックステップで間合いをとった。

  「仲間の仇かたきだ。お前を殺す」

  「やれるものなら、やってみろ」

  　ニコラスは左手で鎖くさりを振り回し始めた。

  　先端の分ふん銅どうが回転し、うなりをあげる。

  

  　敵の分銅が飛んできた。

  　仮に兜かぶとで受けても衝撃がきく、恐るべき凶器だ。

  　僕はそれを体を開いてかわし、思い切って敵の懐ふところに飛び込む。飛び込みつつ、その勢いを利用して右手のハンガーで斬りつける。

  　ガキン、と鈍にぶい金属音がした。僕のハンガーは、ニコラスのシックル・ソードに受け止められていた。この瞬間、相手の力量がある程度わかる。奇妙な武器を使っているのに、敵の体の軸じくにはブレがなく、反応も早い。かなりの腕うで利ききだ。

  　ニコラスは数歩後あと退じさりし、間合いが離れた。

  　彼はまた鎖をひゅんひゅんと頭上で振り回し、まるで力をためているかのようだった。

  　分銅がいつくるか、わからない。僕の攻撃は届かないのに、向こうからすればこちらはすでに射程内。中射程武器の厄やつ介かいなところだ。緊張の糸を切ったら、すぐに殺されるだろう。微妙な手つきや目の表情でいつ仕掛けてくるか大体予想がつく相手もいるが、ニコラスはそんな三流の戦士ではなかった。フェイントを織り交ぜて、巧たくみに自分の殺意を隠している。

  　動きを読み切れないうちに、分銅の第二撃が飛んできた。

  　敵は、僕が隻せき眼がんであることに気づいていた。それはまあ、当然だ。見ればわかることだ。

  　とにかく敵は僕の左側──死角に分銅を打ち込んできた。

  　しかし僕は、逆に「しめた」と思った。

  　確かに僕は左側の視界が狭く、ニコラスの動きを見切ることもできなかったが、分銅をどこに打ち込んでくるのか予想がつけば、いくらでも対応策はある。むしろ、左右どちら側を狙ねらっているのかわからない状態よりやりやすいのだ。

  　僕は飛んできた分銅をパリーイング・ダガーで受けた。

  　その刃に、分銅と鎖が巻きつく。

  　ダガーを奪おうと、ニコラスが鎖を引っ張った。凄すさまじい腕力だ。このまま綱引きになったらかなわないと思い、僕はパリーイング・ダガーをさらにねじって鎖を固定し、すかさず床に突き立てた。ダガーには凹おう字型の頑がん丈じような鍔つばがついているので、一度からまるとなかなか解ほどけない。

  「──ッ!」

  　鎖くさりの動きを封じられて、ニコラスの顔に焦しよう燥そうが浮かぶ。

  「おおおッ!」

  　僕は雄お叫たけびをあげてニコラスに肉薄し、右手のハンガーを叩たたきつけた。

  　敵の防御が間に合って、刃と刃が激突する。

  　そのまま僕は立て続けにハンガーを振るう。相手の武器を押さえつけるようにして防御を外し、そこから斬ろうとするがニコラスの動きも素早い。シックル・ソードを手元で回転させて僕の勢いを後方に受け流し、すかさず反撃してくる。僕は慌あわててハンガーを戻し、敵のシックル・ソードと激しく打ち合う。僕と彼に、はっきりした実力差はないのだろう。僕にはある程度敵の攻撃が「見えて」いるが、敵も同じ程度に僕の攻撃が見えている。

  　ニコラスは、鎖の余っている部分を僕の首に巻きつけようとした。

  　僕は咄とつ嗟さに頭を低くしてそれをかわす。頭上に狙ねらいを外した鎖の輪っかができて、空くうをつかんで後方に流れていく。

  　チャンスだと思って、僕は頭を低くしたまま回転し、ニコラスの膝ひざ関節に下段の回し蹴けりを打ち込んだ。鎧よろいを着込んだ巨体のニコラスを蹴り一発で引っくり返すことはできなかったが、彼の表情はかすかに曇くもった。そうやって敵の注意を下にひきつけておいてから、すかさず上段の後ろ回し蹴りにつなげる。

  　ニコラスは大きく仰のけ反ぞって僕の蹴りを避けた。

  　蹴りが避けられるのは僕にとっても計算のうちだ。僕は蹴りの回転の勢いを利用して、軽く跳び上がりながら右手のハンガーに全体重を乗せて叩たたきつける。

  　渾こん身しんの一撃だった。

  　──が、さすがにニコラスもただものではなかった。

  　彼は体を開いて僕のハンガーを紙かみ一ひと重えでかわし、次の瞬間シックル・ソードの反撃をしてきた。避けたり弾はじいたりするのは間に合いそうになかったので、僕はこての一番装甲の厚い部分で敵の攻撃を受け流そうとした。

  　もし、正面から受け止めていたら手首から先を切り落とされていただろう。斜めに受けて、敵の刃を滑らせたのが幸さいわいした。そうやって危ないところで敵の攻撃をしのいで、再びハンガーを振りかぶる。ニコラスが防ぐ。さらに攻防が入れ替わり、高速で互いの急所を狙う。

  「くッ!」

  「がッ!」

  　やがてタイミングが合い、力が拮きつ抗こうし、鍔つば迫ぜり合いになった。金属同士がこすれ合う、耳みみ障ざわりな嫌いやな音がする。二人の男が、命をかけて奏かなでる音だ。

  　ニコラスは固定された鎖くさりから手を離し、両手でシックル・ソードに力をこめた。床に落ちた鎖が乾いた金属音をたてる。

  　僕はハンガーを右手だけで構えているので、力負けしそうになる。

  　だが──僕の左手は空いているのだ。

  　僕は左手でベルトにさしこんでいた予備のハンティング・ナイフを抜き、間をおかず、敵の股こ間かんに突き刺した。

  「ぐッ!?」

  　激痛で、ニコラスの体がくの字に折れる。

  　僕はハンガーを振るって、ニコラスの右手首を切断した。骨を断つ乾いた音のあと、切断面から盛大に血が噴き出す。彼の右手と一緒に、シックル・ソードが下に落ちる。

  「あんたを殺しても仲間が生き返るわけじゃない。悔しいよ」

  　そう言って、僕はハンガーを彼の首筋に食い込ませた。

  

  　ニコラスが死んだあとの敵部隊は、烏う合ごうの衆しゆうと言ってよかった。

  　僕たちと陸軍の特殊部隊で敵兵を大勢殺し、数十人を逮たい捕ほし、他の数十人は逃げていった。六〇〇人の大隊は、こうして完全に壊滅したのだ。

  　キープの一階、死体の山の中で息を整えていたら、見上げるような大男が近づいてきた。猫背気味で、くたびれた軍用外套コートを羽織っている。

  　柔和な笑顔を浮かべているのに、大男の外套コートは敵兵の返り血でどす黒く濡ぬれていた。

  　その大男には、知的な美び貌ぼうの女性軍人がつき従っている。

  「陸りく調ちようのリカルド中ちゆう佐さです。隣にいるのは、副官のクレア大たい尉い」

  「どうも」と、僕は上官に敬礼した。この男が僕たちを助けてくれたのか。

  「サローヤンのことは俺たちがなんとかします。あとで詳しい事情をきかせてください。悪いようにはしませんよ」

  「はあ」

  　リカルドが何をどこまで知っているのかはわからないが、とりあえず敵ではなさそうだった。事情をわかっていない連中にいきなり逮捕されるような展開にならなくてよかった、と僕は安あん堵どのため息をつく。

  　やがて、上からフランカが降りてきた。

  　フランカは僕の顔を見るなり、凄すさまじい勢いで飛びついてきた。しっかりと体全体で受け止める。彼女の柔らかい体、そして興奮しきった熱い息いき遣づかい。僕は彼女を抱きしめて、ようやく生き残ったことを実感する。

  「……終わったの?」

  　信じられない、といった顔でフランカが言った。

  「うん。勝った」僕はうなずく。「でも、仲間が死んだよ」

  　シナフィが、上からとってきたシーツでシタデルの死体をくるんでいた。

  「ごめんなさい……」

  「君が謝ることじゃない。あいつは、君に感謝していたよ」

  「感謝……?　どうして?」

  「最後の任務が、女の子を守る戦いで本当によかった、って」

  　僕がそう言うと、フランカはシタデルのために涙を流してくれた。

  「……シタデル、またいつか、天国で会おう」



  


   エピローグ

  

  　ここからは事件の後始末の話を、かいつまんで。

  　フランカは無事エルフェンクラングに帰国し、僕たちは陸軍の特殊部隊とともに帝都に戻った。別れる際、必ず再会しようと、僕とフランカは固く誓ちかった。

  　僕たちの帰還後間もなくサローヤンは逮たい捕ほされ、ＤＩＡ局長ダレス中ちゆう将じようは責任をとって辞職。後任はまだ決まっていない。

  　軍事工学教団の話を聞き出すために、サローヤンは拷ごう問もんにかけられることになった。拷問を実行するのは、ソフィア隊長だ。皮肉な話としか言いようがない。

  　事件の発ほつ端たんは、ある冒険者たちのパーティーが古代の遺跡で重要な発見をしたことだった。その発見とは、魔法の道具だ。冒険者たちには道具の価値がわからず、帝都の専門家に鑑定を依頼した。

  　鑑定の結果、魔法の道具はエルフェンクラングの聖域に封印された「戦車ジークフリート」をコントロールするためのものだと判明。ここで、サローヤンに話がつながる。鑑定を行おこなった専門家は、サローヤンの取引先でもあったのだ。

  　サローヤンは冒険者からコントロール用の道具を買い取り、ドワーフの自爆テロを利用して口封じを行った。この罪状だけでも、サローヤンの死刑は確定したようなものだ。

  　その魔法の道具を、あとから僕も見せてもらう機会があった。きらきらと鏡のように光る、真ん中に穴が開いた円盤デイスク状の極めて薄い物体で、どう使うものなのかさっぱり見当がつかなかった。

  　そして、僕はといえば──。

  

  「……必ず再会するとは約束したけど、こんなに早くとは思ってなかった」

  「僕もだよ」

  　あの砦とりでの死闘から一か月もたたないうちに、エルフェンクラングに派は遣けんされていた。

  　役職は──駐在武官。

  　正確には、在エルフェンクラング・メイトリア帝国大使館付騎士団武官。

  　他国にあるメイトリア帝国の施設に派遣された軍人を駐在武官という。駐在している国の許可を受けた範囲で、情報収集や現地にいる同どう胞ほうの援助をするのがその仕事だ。軍人でもあり、特殊な外交官の一種でもある。

  　前任のエルフェンクラング駐在武官は、サローヤンの息がかかったものだったので解任された。誰を後任にするかという話になったとき、僕の名前が出てきた。

  　本来、駐在武官は少しよう佐さか中佐くらいの軍人が務めるもので、最低でも大たい尉い以上といったところだ。そんな役目に、特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターの国防騎士団ＯＮＤ中尉の僕が就任するというのは、フランカの強い要望とソフィア隊長の粋いきな計はからいのおかげだった。

  　結果オーライとはいえ、僕が一度国防騎士団ＯＮＤを裏切ったのは事実だ。しかし処分するには手柄が大きすぎる。この派は遣けんには、ほとぼりが冷めるまで他国でおとなしくしていろと、という意味も含まれているらしい。

  　とにかく、今回の事件でメイトリア帝国はエルフェンクラングに大きな「借り」を作った。休戦中で、決して友好的な関係の両国ではなかったが、それでもサローヤンの行動は皇帝の責任でもあり、国際的に許されるものではなかった。「上」のほうでは、難しい政治の駆け引きが続いている。

  　僕は、これからの人生を、できる限りフランカとともに歩んでいきたい。

  　駐在武官の任務がいつまで続くのかはわからない。何か事件が起きて、またすぐに強襲部隊に呼び戻されるのかもしれない。それでも、何があろうと、僕は必ずフランカのもとに帰ってくるつもりだ。

  　僕は、国防騎士団ＯＮＤを自分の居場所だと思っていた。確かに、大事な仲間たちがいる大事な場所であることは間違いないが、決して人生のすべてを捧ささげるべき存在ではなかった。

  　さて──複雑な事情を背負った僕の恋人のことを、母と妹にどう報告しようか?

  

  　僕の物語が、フランカと出会って始まった。

  　僕と彼女のロマンスと、暴力と、そしてストロベリー共和国リパブリツクの物語だ。

  



  
    ──ロマンス、バイオレンス＆ストロベリーリパブリック、了　
  


  


   あとがき

  

  「ロマンス、バイオレンス＆ストロベリー・リパブリック」です。長いタイトルなので、自分の中では「ロバ共」と呼んでます。秋あき津つ透とおる先生、神かん坂ざか一はじめ先生、水みず野の良りよう先生の著作を読んで少年時代を過ごした自分としては、やはりライトノベルといえば「剣と魔法の中世欧おう州しゆう風ファンタジー」であり、ずっとこのジャンルに挑戦したいと思っていました。

  　やるからには、自分の独自色も出していきたいと考えて、まず現代の特殊部隊要素を入れることに。たとえば日本の忍者が、今でいう特殊部隊的なものだったという説があります。手しゆ裏り剣けんや握り鉄砲といった暗器を使い、忍び熊手や鉤かぎ縄なわで敵地に侵入し、破壊工作や情報収集を行った忍者たちは確かに特殊部隊であり、それが中世風ファンタジー世界にも存在するとしたらどうなるのか?　それを自分なりの形にしたのがこの物語に登場する国防騎士団のＳＯＧです。

  　次に、もし中世風の世界に魔法があったらどうなるのかを、頭の中にこびりついた家庭用ゲーム機のファンタジーＲＰＧのイメージをリセットして、一から組み立ててみました。

  　魔法が神話や伝説に登場するような強力なもので、修行すれば誰でも魔法を使えるようになるのならば、恐らく中世欧州風の世界観は破は綻たんするでしょう。その場合の「魔法使い」は、人間よりも進化した別の種と考えたほうが適当だからです。淘とう汰たが発生し、魔法が使えない人間の数は時代とともに減っていき、魔法が使えるのが当たり前の世界になっていくはずです。

  　それだと「剣と魔法の」ファンタジーではなくなってしまうので、ロバ共では「魔法は生まれつき」のものであり、またその才能は遺伝しない、というところに落ち着きました。

  　また、魔法が文化に与える影響について。現実の中世欧おう州しゆうにおいて、読み書きができて学問がある宗教関係者は貴重でした。剣と魔法のファンタジー世界ならば、宗教関係者のポジションに魔術師がおさまるのが自然でしょう（魔術師の数が圧倒的に少ない場合、逆に弾圧される可能性が高いですが、それはさておき）。

  　国家に保護された魔術師たちは、超自然的な実力を背景に独自の学術体系を打ち立てて、その国の最高知識階級として君くん臨りんし、教育や芸術の分野にも口を出すようになるのでは。そして、自分たちの地位を脅おびやかす発見や発明は素早く排はい除じよするシステムを構築していきます。

  　そういった様々な要素を考こう慮りよしていった末に、ロバ共の欧州風ファンタジー世界は、一三世紀と一七世紀の文化が入り混じったようなものになりました。宗教的なしがらみはなく、しかし魔法を第一とする知的特権階級の影響力が、火砲の発展を阻はばみ、中世騎士、特殊部隊、徴ちよう兵へい制、参さん謀ぼう本部などが同時に存在する混こん沌とんとした世界を作り上げたわけです。

  　以上、ちょっとした裏設定みたいなものでした。

  　昔から好きだった織お田だｎｏｎ先生に、物語にぴったりの素晴らしいイラストを書いていただきました。本当に嬉しく思っています。ありがとうございました……!
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